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第１章　ネトゲ廃人の世間は狭い







『ハッハァ！　ぃよっしゃー！　取ったどー！』

　モニターに映っているガチムチの獣人キャラが、喜びのモーションを取っていた。

　うん、こんなキャラでこんな言動じゃ、女の子と気が付かなくても仕方ないわな。

　俺おれニブくない！　不ふ可か抗こう力りよく！

　モニター内のマッチョ獣人アキラを見て、俺はそう思うのだった。

『ナーイス！　アキラ！』

　俺おれ達たちはＵＷアンリミテツド・ワールドの終しゆう了りよう時間の後、ＥＦエターナルフアンタジーで遊んでいる最中だった。

　最近はＵＷアンリミテツド・ワールドが楽しくてご無ぶ沙さ汰たになっていた。

　今日はこっちで期間限定イベントがあるという事で、ちょっと遊びに来たのだ。

　世界に散らばった七つのボールを集めて願いを叶かなえようという、悪ふざけとしか思えない内容で、今ボールを飲み込んだ巨きよ大だい魚のモンスターをアキラが仕留めた所だった。

　すると腹の中からボールが出て来て、それをゲットして喜びのポーズというわけ。

『よっしゃレン！　次行こう次！』

『おう、次は――』

　と、俺達が戦っていた海辺に別のプレイヤーキャラが現れた。

　悪いな。残念だがボールは俺達が頂いたぜ。

　ってのはいいとして――そのキャラは俺達の知り合いだった。

　キャラネームはスノウ。水色の髪かみをした女の子キャラである。

『ん？　レンにアキラじゃないか！　久しぶりだな！』

　チャットウィンドウにそうメッセージが表示され、スノウが大きく手を振ふった。

『スノウ！　久しぶり！』

『おおスノウじゃねえか！　元気だったか！』

　俺もアキラも手を振り返かえしていた。

『元気さ。だけど……少し退たい屈くつしていたな。レンもアキラもあまり来なくなったから、最近手て応ごたえのある相手と戦えていない』

　美形の女の子キャラのスノウだが、こう見えてゴリッゴリのバトル厨ちゆうで対人戦大好きっ子である。そっち方面では有名なプレイヤーだ。

　このＥＦエターナルフアンタジーの対人にはチーム戦もあるが、スノウとは対戦もするしチームを組んでやることも多いフレンドだった。

　プレイヤースキルがめっちゃ高いから、俺にとっては新戦術の恰かつ好こうの実験相手だ。

　スノウに通じるなら、大体世間に通用するなって感じ。

『あー悪いな、あんまりこっちに来る暇ひまが無くてさ』

『二人で何か別のゲームでも始めたか？』

『まあ……そんなところだ』

　と、アキラが答えた。

『ふむ……それは対人は面白おもしろいか？　私でも楽しめそうか？』

『いや、面白いけど一いつ般ぱん公開はされてねーんだよ。ＵＷアンリミテツド・ワールドっていうやつで……』

　俺が言うとスノウは大きく反応した。

『んんんんん!?　あれ、もしかしてレンとアキラは世成学園に入ったのか!?』

　今度はこっちが驚おどろく番だ。

『えええええっ!?　なんで分かるんだよ!?』

『いや何でも何も、私も世成学園の生徒だからな！』

『なにいいいぃぃ!?』

『マジかよっ!?』

　俺もアキラも驚きよう愕がくだった。

　でもよく考えたら、世成学園ってネトゲ廃人にとってはパラダイスみたいなもんだ。

　そりゃまあ、廃な俺達の廃な知り合いが在ざい籍せきしてる事も無なきにしも非あらず。

　大体矢や野のさんだってＥＦエターナルフアンタジーやってるみたいだし。

　ネトゲ廃人の世間は狭いんだなー。

　にしても、こんな近い所なのは驚きである。

『レンとアキラは一年生か？　私は三年で、３－Ｃの山やま村むら雪ゆき乃のだぞ！』

　あ、雪乃だからスノウなのな。っていうか女の子だったんだなー。

　また俺の予想外れたわ。男と思ってた……

『俺、１－Ｅの高たか代しろ蓮れんです！』

『わたしも同じく１－Ｅの青あお柳やぎあきらですっ！』

『なっ!?　アキラは女の子だったのか!?　全然分からなかった！』

　おお、そうか雪乃先せん輩ぱいもそうなんだな。なら俺だけ特別鈍にぶいわけじゃあるまい。

『ふふふ……蓮くんも同じこと言ってましたー』

『そうか……私だけが鈍いってわけじゃないんだな、ちょっと安心した』

　ははは。俺と同じこと言ってらっしゃる。

『じゃあ今度ＵＷアンリミテツド・ワールドでも一いつ緒しよに遊ばないか！　あ、そうだ二人ともギルド決まったか？　何だったら私のギルドを紹しよう介かいしようか？』

『あ、ギルドはもう決まったというか、俺達自分で作ったんで――』

『ああそうなのか、それもありだな。友達みんなでＭＥＰメリツトポイント出だし合ってな。イチからギルドを育てるのも夢があるさ』

『いやＭＥＰメリツトポイント無かったんで、ギルド設立許可証で――』

『おお？　二人ともまだ始めたばかりなのに、よく取れたな～。誰だれか高レベルにお手伝いしてもらったのか？』

『いや、レベル30くらいの四人で自力ゲットな感じで』

『えええぇぇ!?　どうやったんだ、それは!?』

『それはですな――』

　と、俺は『ギルド設立許可証』をゲットした時の話をざっくりまとめて語った。

『ほおぉぉ～！　そうか、今年は紋もん章しよう術師でクラス対たい抗こうミッションのＭＶＰをとったヤツがいるって聞いたが、それがレンだったか……だったら納なつ得とくだ。さすがはダメジョブマイスターだな、それでこそ対戦のし甲が斐いがある。二人とも今度ＵＷアンリミテツド・ワールドでデュエルしよう！　な!?』

『ははは、お手て柔やわらかにお願いします』

『それは出来んな。レン相手にお手柔らかにしたら、こっちがやられるからな』

『わたしも楽しみにしてますからねぇ。雪乃さん』

『ああアキラ。だがそのキャラでいきなり女の子口調になられると、違い和わ感かんがすごいな』

　ガチムチで強面こわもての獣人だからなー。

　物もの凄すごいマッチョなオネエキャラみたいになるわけで。

『確かに……若じやつ干かんキモいわな』

『何だと……!?　レンまで！　やれやれ、ならこっちの方がいいか……？』

　レンとスノウ先せん輩ぱいが画面の中で同時に頷うなずく。

『よし、じゃあイベントの続きに行くか！』

　スノウ先輩も加え、俺達は三人でイベントを進めていくことにした。

　その後、近いうちにＵＷアンリミテツド・ワールドで一緒に遊ぼうと約束し、その日はお開きになったのだった。




　　◆◇◆




「「「「せーのっ！」」」」

　放課後の俺達のギルドハウス。

　俺達は二階のリビング部分に集まっていた。

　俺が自作した『ウッドテーブル』の上に、四人がそれぞれ紙を差し出していた。

　何をしているかって？

　ステータス画面とかにアイコン表示されるギルドエンブレムのデザイン選手権だ。

　優勝者のデザインが採用されることになっているのだ。

　俺達はそれぞれ、他のメンバーの出した絵を観察する。

「蓮くんのは……何それ電球？」

「高代は何で電球だし？」

「そりゃあれよ、魔改造に必要なのは閃ひらめきだからな！　ピコーンって感じを表現した！」

　あとあんま絵心は無いから、これくらいしか描けんって感じです！

　ちなみにギルド名は悪魔の仕業デモンズ・クラフトで決定している。

　俺的には魔改造同好会とかダメジョブマイスターズが良かったんだが……

　だがそう提案すると、あきら達には余りにダサいと却きやつ下かされた。

　で、魔改造同好会をベースに若干のオサレ感をプラスしたこれに改変されたのだった。

　まあ、割と悪くない名前に落ち着いたかなと思う。

「うーんでも電球だけだと、何がなんだかちょっとわかんないよねえ」

「まあそうかもなあ……絵は得意じゃねえから。じゃあ、あきらのは――？」

「よくぞ聞いてくれました！　見て見てー！　マッチョデーモンだよー♪」

　ボディビルダーみたいなマッスルポーズを決めた角の生えたオッサンの絵だった。

　うーんマッチョキャラ好きだよなー、あきらは。

　絵自体は結構上手うまいんだが、印象としては汗あせ臭くさいことこの上ない。

　魔改造ってのは検証と知ち恵えが重要なのに、筋肉で語る感が半はん端ぱないぞこれは。

　どこの脳筋ギルドだよって感じ。

「少し汗臭い感じよね……」

「わたしは、かっこいいと思うんだけどなあ……じゃあ琴こと美みちゃんのは？」

「え？　私のは……あんまり見なくていいわよ」

「どれどれ――」

　……あっ（察し）。

　こう、悪魔だか何だか分からない奇き怪かいな生物が描えがかれている。

　それもこぢんまりと、自信のない感じで。

　絵が苦手な人って、目立たないように小さく描きたがるよなあ。

　いわゆる画が伯はくってやつなのか。あんまり触ふれないようにしてあげよう。

「……わーお、ことみー。何か個性的じゃん？」

「わ、私の絵なんて見ても面白くないわ！　次、優ゆう奈なのは!?」

「うん、いちおー悪わる知ぢ恵えって感じで意識してみたんだけどぉ。どーかな？」

「……おおぉ～！　うめー！」

「うわ、すご～い上手いね！」

　いい感じにデフォルメされた悪魔が、ペロッと舌を出している顔の絵だった。

　悪知恵で相手を出し抜ぬいてドヤ顔でニヤリって感じか。

　表情に愛あい嬌きようがありつつも小こ憎にくらしくてすげーいい！

　矢野さん絵が上手いなー。

「いいね！　俺的には矢野さんのやつ採用で！」

「そうね、私もそれがいいと思う」

「わたしのマッチョデーモンは残念だけど……異議なし！」

「お？　やたー！　採用されたし♪」

　と、矢野さんがにっこり笑え顔がおになった。

「しかし、矢野さんがこんなに絵が上手いとは知らなかったなー……」

「そういえば優奈、中学校の時も絵のコンクールで賞を貰もらっていたわね」

「ああ、授業で描いたヤツね。センセーが気に入って応おう募ぼしちゃったし」

「ホント、凄すごいねー！　どこかの先生に習ったりしてるの？」

「いやーしてないしてない。ウチにそんな金ありませんし。何となくこうかなーって描いてるだけで……そんなに褒ほめられてもぶっちゃけハズいし」

　本人にはまるっきり自覚はないが、天性の才能ってやつか。

　意外な人に意外な才能があるもんだなー。

　今俺達が集まってるこのテーブルも矢野さんがいい感じにデコレーションしてくれた。

　元は俺が合成したただの『ウッドテーブル』なんだが――

　矢野さんがこのままじゃ殺風景とか言って、花はな柄がらの絵をペイントしたのだ。

　ペイント用の絵の具は店でも売ってるし、俺も合成で作れたりするし。

　ホント作り込みの細かいゲームだ。

　矢野さんはこの調子で、ギルドハウスを賑にぎやかに飾かざってくれるそうな。

　一応皆みんなでギルドショップ街に行って買ったり、俺も自作したりして、ギルドハウス内に最低限の家具は揃そろっている。
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　だがそこまで高いものは買えなかったし作れない。内装は全体的に質素だった。

　矢野さんがペイントしてくれると、華はなやいでいいですな。

　クオリティが金取れても可笑おかしくないレベルだし、どんなになるか楽しみだわ。

「よし、じゃあ俺ギルド管理局事務所行って、レイミーさんにこれ提出してくるわ」

　ギルド関係の色々な手続きをやってくれる場所だ。

　このギルドショップ街に事務所がある。

　俺達の担当のＮＰＣがレイミーさんだ。

　まあこれもギルドマスターとしてのお仕事ですな。

「んじゃよろしくー高代」

　と、矢野さんが俺にイラストが描かれた紙を手て渡わたしてくる。

「よろしくね、高代くん」

「あとついでにギルドショップの出店申しん請せいも出してくるぜ」

　ギルドハウスの一階はショップ兼けん工こう房ぼうにする事になっている。

　初級工房セット一式の出費で、今の俺はほぼ一文無しである。

　貯ため込んでいた素材も資金のために換かん金きんしたり、家具の合成に消費したりでかなり心もとないことになっている。

　ここは店を繁はん盛じようさせて、安定した金策手段を確保しないと！

　俺の紋章術師のプレイスタイルには、ＭＰと書いてマネーパワーも超ちよう重じゆう要ようだ。

　何せ攻こう撃げきの度に常に武器がぶっ壊こわれていくスタイルだからな。

　かといってケチったら負けだし、戦せん闘とう力りよくとはつまり経済力でもあるわけですよ。

　金策もまた、戦いの一いつ環かんです。家に帰るまでが遠足的な。

「じゃあわたし、蓮くんと一緒に行こうか？」

「お？　だったら手続きが終わった後ちょっと検証に付き合ってくれよ！」

「え？　検証？　え～……何日も同じ敵殴なぐらせ続けたりしない？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、今回はサクッと確かく認にんする程度だからさ」

「う～ん……蓮くんのサクッとって、サクッとであった例ためしがないんだよねえ～」

　あきらが疑いの目で俺を見てくる。

「そんな事ないって！　これが嘘うそを言ってる目に見えるか？」

「ん～？　そのキラキラした目は、そのつもりはなくても、感覚がおかしいせいでサクッと人を長時間拘こう束そくしちゃう人の目だね～？」

「ハハハハハ。ご冗じよう談だんを、さぁ行こうぜマイフレンド！」

「はいはい。いいよ、付き合ってあげる」

「いってら～。あたしはお絵え描かきの続きしてるし～」

「わ、私も優奈を手伝っていようかしら……」

「ん～ん～ことみー。あたしが教えたげるから、絵が苦手なの直そうねぇ」

「……今度勉強を教えるときは、物凄くスパルタにしようかしら」

「あはっウソウソ。ま～適当に好きにやっちゃうべし」

「まあ、少しコツを教えてもらえると嬉うれしいわ」

「おけおけ！」

「よしじゃあ行くか！　リュー！　出かけようぜ」

「きゅーきゅーきゅー！」

　部屋の角の高い位置に設置された専用ハンモックから、リューが出て来る。

　そしてそのまま、俺の頭にちょこんと着地。よし行くか！

　というわけで、俺とあきらはリューを連れギルドハウスを出た。




　　◆◇◆




　事務手続きが済んだ後、俺とあきらはワープでミシュール大陸に移動した。

　で、近くの森マップで、検証を開始しようとしていた。

「蓮くーん。このまま攻撃せずに維い持じすればいいのー？」

「ああ、オーケーオーケー！　そのまま頼たのむ！」

　俺はちょっと離はなれた所にいるあきらに手を振って応じた。

　あきらは敵と交戦状態で、自分からは手を出さずただ攻撃をガードしている。

　相手はバンディットウルフというＬＶ31のモンスターだ。

　俺の検証にはちょうどいいレベルである。

　あきらはタレントの効果でＡＰアーツポイントが自動回復するし、ＡＰアーツポイント消費のダンスで自己回復可能。

　なので、この程度の敵ならどれだけ長時間維持してもまず死なない。

　検証を手伝ってもらうパートナーとして、非常にありがたい性能である。

　何せ俺ときたらちょっと検証で敵を殴ろうにも、まともなダメージが奥おう義ぎや暗器アーツくらいでしか取れないわけで。

　毎回武器をぶっ壊す銭ぜに投げや、ＨＰ１にしないとダメージが出ないロマン仕様は、こういうルーチンワークと滅め茶ちや苦く茶ちや相あい性しようが悪いのだ。

　金は飛ぶわ、ちょっとの不注意ですぐ死んで経験値ロストするわだからな。

　本当ならちょっとした検証なら気軽にできるように、対雑魚ざこ用のタレントも取るべきである。

　だが……俺の中で次のＭＥＰメリツトポイントの使い道は既すでに決まっているので、大分先の話ですね、それは。

　あー早く定期テストが来ないかな。ＭＥＰメリツトポイントを早くかつ大量に下さい。

　ってかテストが楽しみとか衝しよう撃げき的てきだな、人生で初めてだぞ。

「で、何するのー？」

「ああ――これを見ろッ！　新兵器の試し撃うちでーす！」

　と、じゃじゃーんと俺が取り出したのは細長い筒状じようのアイテムである。

「何それ？　何かの笛？」

「いや――『吹ふき矢や』だ！　待望の第二の暗器をとうとう作れるようになった！」




　吹き矢（ＯＥＸ）

　　種類：暗器　装備可能レベル：25　攻こう撃げき力りよく：５　獲かく得とくＡＰアーツポイント　：10

　　特とく殊しゆ性能：タレント暗器使いセット時のみ装備可能

　　　　　　　アーツ『影かげ矢や』を使用可能




　暗器は全部ＯＥＸ属性で人に渡わたせない、同じアイテムを複数個持てない、だから自分で合成するしかない。

　ギルドハウスにマイ工房設置した事によるサポート効果と合わせ、ようやくこれを作れる合成レベルになったのだ。

　作れるようになったのなら、さっそく作ってみるのが職人の性。

　そして作ったのなら、さっそく検証するのが検証厨の性である。

　誰も俺を止めることはできない！　さぁ検証だッ！

「おおおおおおー！　で、すごいのそれ？」

「分からん！　今初めて使うからな。んじゃ、撃つぞー！」

「おーけー！」

　俺は吹き矢の先せん端たんをバンディットウルフに向け、強く息を吹きかけた。

　小さな鉄の矢がヒュンと飛び出し――敵に当たる前に地面に落ちた。

「……あれ？」

「……届かないね。距きよ離り遠いんじゃない？」

「そうかもな。もっと近づいてみるか」

「っていうか、届かずに落ちても矢は消えるんだねー」

　そう、地面に落ちた矢はフッと透とう明めいになって消えていった。

　もったいないから回収させてほしいんですけど……懐ふところに優やさしくない仕様だ。

　こっちはもう金欠がかなりやばい状態だというのに……

　で、まあ次はかなり距離を詰つめて――５、６メートルくらいに接近。

「よしもう一丁！」

　ヒュンッ！　と吹き矢が飛んで行く。




　蓮の攻撃！　バンディットウルフは攻撃をスウェイした！




　と、ログ表示される。おお、こいつ避よけやがるか！

　続いて十発撃ってみたが、全部外れた！

　十一発目でようやく一回当たったが、ダメージは微び々びたるものだった。

「……うーん、当たんないみたいだね」

「ああ、これはつまり――」

「命中率がＤＥＸ器用依い存そんとかになってるって事だよね？」

「だなー」

　物理攻撃の命中率は基本的に攻こう撃げき側がわのＤＥＸ器用と受け側のＡＧＩ敏捷から計算される。

　俺のＤＥＸ器用がこのバンディットウルフに比べても低すぎるんだろう。

　まあ当然だな、ＤＥＸ器用なんて一いつ切さい振ふっていないし、紋章術師は元々のＤＥＸ器用も最低クラスだ。

　ＶＩＴ耐久極振りの俺に、普ふ通つうに吹き矢の攻撃を当てるなんてハードルが高すぎたようだ。

　ここで吹き矢の通常使用の目は消えたな。

　まあ、多分こうなるとは思っていた。けど何事も確かめてみないとな。

「となると――アーツでどうなるかだよな」

「だねー」

『仕込杖つえ』に暗器の特殊アーツ『抜ばつ刀とう術』があるように、『吹き矢』にも『影矢』が存在する。




　影矢（消費ＡＰアーツポイント　０）


　〈効果〉　暗器技わざ　死角を突つき目に見えない矢を放つ　１回攻撃

　　　　　　１戦せん闘とうに１回のみ発動可能

　　　　　　現ＨＰが低いほど矢の追加効果の性能と発動率アップ

　　　　　　防ぼう御ぎよ力りよく無視　スウェイ不可






　やはりこいつもＨＰが減れば減るほど性能アップ系だ。

　ただしダメージではなく、追加効果の性能＆発動率アップらしい。

　スウェイ無効もあるし、『影矢』を活いかしていくしかないな。

「今ある矢は――ノーマルと『毒の矢』と『眠ねむりの矢』だな」

「ＨＰを減らして『影矢』を撃てば、毒のスリップ量とか眠りの時間が延びるのかな？」

「ああ、どんな程度か試してみようぜ」

　というわけで、今度は『影矢』を撃っていくことにする。

　比ひ較かく検証のため、まずＨＰ満タン＋毒の矢で。

「いくぞ――！」




　蓮の影矢が発動！　バンディットウルフに25のダメージ！

　バンディットウルフは毒になった。




　おう発動した。俺の目にも飛んでいく矢が見えなかったけど――

　これが『影矢』の効果だな。見て回かい避ひはできませんと。

　さてしばし敵を観察。

　２、３秒おきに毒ダメージが５発生してるみたいだな。

　ログには出ないけど、敵の頭上に白いダメージ数値が表示されている。




　バンディットウルフは毒状態から回復した。




　ん～もう切れたか。30秒も持たなかったな。

「３秒５ダメージが30秒間くらいって感じかなあ？」

「かもな～。けど、ある程度数こなさないとデータとしては信用できん」

「……うわ出た～。いつものアレだ～。試行回数を欲ほしがるやつだ～！」

「まあ他の項こう目もくも検証したいし、コレは20回で手を打とう」

「２、３回で十分じゃないのかなぁ……？」

「まあまあ、あきらさん、せっかくですし」

「はぁ……なんでそんなに楽しそうにしてられるんだろ。じゃあこいつ倒たおしちゃうよ？」

　暗器のアーツは一戦闘に一回だからな。倒さないと次が撃てない。

「お願いします！」

「よーし――行くよストレス発散！　奥義――！」

　あきらは敵の足元から上に斬きり上げるような斬撃を放つ。

　その斬撃に三日月のエフェクトが発生し、敵は大きく空中に弾はじき飛とばされる。

　同時にあきらも、斬撃の勢いそのまま高く飛び上がっていた。

「『エリアルクレセント』っ！」

　今度は空中で、大きく剣けんを振り上あげ叩たたき下ろしの斬撃。

　それにも美しい三日月エフェクトが見える。

　地面に激げき突とつしたバンディットウルフはＨＰが０になり、呻うめき声ごえをあげて消しよう滅めつしていく。

　あきらはくるんと美しい宙返りをして、舞まうように地面に着地した。

　敵を打ち上げると同時に自分も飛び上がり、空中でもう一いち撃げきする二段攻撃の奥義だ。

『ホークストライク』と『クレセントスラッシュ』の合成奥義である。

　アクロバティックな動きにエフェクトも綺き麗れい。威い力りよくも高い。

　飛び上がるモーションだから、空中にいる間敵の攻撃を貰いにくいのもメリットだ。

「うんうん。この技わざ気持ちいいよねー！　スカッとするなぁ～！」

　満足気なあきら。

　確かにこの技、なかなか人気あるだろうなーという感じなのだが……

　それより何より――

　見えたッ！　モロに！　だってあんなスカートで高くジャンプしたら当たり前だろう。

　俺はそこはスルーして検証を続けることにした。

　終わってから教えてあげようかなと。

　いやー、単調な検証が最高のエンターテイメントと化しますね。

　で、しばらく繰くり返したところ、場合により10秒くらいで切れることもあった。

　しかも毒の効果自体発生しない事もある。発動率は１／２というところ。

　ダメージ自体は３秒５ダメージで変わらない。

　マックスで３秒５ダメージが30秒間という感じだった。

　発動率も安定せず、正直そんなにいい効果でも無いかなという感じ。

　続いて『眠りの矢』も似たようなもので、マックスで30秒間寝ねているという感じ。

　こちらも発動率が安定しない。

「まあ、仕込杖だってＨＰマックスだと弱いからな」

「次はＨＰ減らして？」

「だな。次行こう！」

「おーけー！　そーれ『エリアルクレセント』っ！」

　あきらも、奥義バンバン撃って暴れるのが楽しくなってきたらしい。

　それを下から眺ながめる俺も楽しいです。ありがとうございます！

「じゃあ次はＨＰ減らすからなー」

　というわけで俺は大範はん囲いのディアジルサークルを放ち、ＭＰを空にした。

　で――ターンオーバーを発動しＨＰを１に持っていく。

　これで『影矢』の効果は最大限になるはず。

　では発射！




　蓮の影矢が発動！　バンディットウルフに25のダメージ！

　バンディットウルフは毒になった。




　うんうん発動したな。

　で――

「おースリップダメージ増えるなー！」

　３秒で50ずつ削けずってる！　おおこれは中々の威力か？

　効果時間はどうなってるか見たかったが――残念ながら毒スリップが強力すぎて、30秒も経たてばバンディットウルフが倒れてしまう。

　これも20回ほど試したが、今度は発動率１００％で必ず敵を削り倒していた。

「流石さすがにＨＰ減らすといい感じになるね～」

「ああ、このくらいやってくれると使えそうな感じするなー！」

　攻撃手段の乏とぼしい俺にはいいオプションかもな。

　ただ、暗器のアーツが一戦闘に一回のみ発動可能っていうのが響ひびいてくるが。

『影矢』を撃ってしまえば同時に『抜刀術』も使用不可になるのだ。

　それぞれの判定が独立してたらかなり助かるんだがなー。

　そうは問屋が卸おろしてくれないらしい。

　両方使いたければ、片方は後から合成していく方がいいな。

　例えば『眠りの矢』を仕込んだ『影矢』で相手を眠らせた所を『デッドエンド』で一撃必殺とか、なかなかエグそうだが――

　これをやるためには『影矢』⇒『仕込杖』合成⇒『デッドエンド』と手順を踏ふむしかない。

　初めから『吹き矢』『仕込杖』がアイテムボックスにあると『影矢』を撃った時点で『デッドエンド』も巻まき添ぞえでその戦闘中は使用不可になってしまうからだ。

　さて次は『眠りの矢』でＨＰの『影矢』行ってみよう！

「……ほーこっちは眠りの効果時間30秒が３分に延長と――あ、倒してどうぞー」

「『エリアルクレセント』っ♪」

　あーいい眺めだー。

　と、目の保養をしながら俺はメニュー画面からタレント『スキルチェーン』の奥義エディット画面を呼び出す。

　今は『ターンオーバー』『ファイナルストライク』『抜刀術』の三種合成で奥義の『デッドエンド』がアクティブ状態だ。

　アホみたいなダメージを叩き出す俺おれ達たちのロマン砲ほうなわけだが――

　この編成をちょっと崩くずす。

　具体的には『ターンオーバー』『ファイナルストライク』『影矢』にした。

　合成成功！　できた奥義は――『ソウルスピア』か。ほうほう――

「よしじゃあ最終段階――『スキルチェーン』に組み込んで奥義行くぞー」

「わかった。次ね～」

　あきらは手近なところに湧わいているバンディットウルフにスカイフォールの衝しよう撃げき波はを放ってダメージを入れる。それに釣つられて、敵はあきらに攻撃を始める。

　相変わらず便利な剣だなー。スカイフォールは。

　さて行くぞ奥義！

　これは武器もぶっ壊れるし、今の俺おれの懐にはかなり痛いので何回も試せない。

　よーく見とかないとな！

「いつでもいいよー蓮くん～」

「オーケー、行くぞ奥義『ソウルスピア』！」




　ビシュウウウウウウウゥゥッ！




　おおおおお――！　なんか凄いぞ！

　吹き矢の先端から放たれたのは、最も早はや矢の形をしておらず、紫むらさき色いろの光線だった。

　貫つらぬくような細い光はかなりの高速で空中をグネグネと不規則に進み、バンディットウルフを貫いて高空へと消えていった。




　蓮のソウルスピアが発動。バンディットウルフに２５１のダメージ！

　バンディットウルフは毒になった。




　ダメージは『デッドエンド』に比べれば全然しょぼいか……

　おおでも毒スリップがさらに増して80になってる！

　ああ、バンディットウルフが力ちから尽つきたか。

　そして俺の持っている吹き矢も『ファイナルストライク』の副作用で崩れ落おちていく。

　ああ、また一文無しに一歩近づいたぜ。

「おおおおおおおー！　なんか凄い派手だったね！　綺麗だったよ！」

「ああ、すんげー光がぐねぐねして飛んでったなー！」

　あの光線のスピードと複雑な動きは……あれって誘ゆう導どう弾だんなのかな？

　なんかもうホーミングレーザーって感じだったが。

　だとしたら、撃ったら毒や眠りを必中で入れられる奥義と考えても？

　うわー当てたら一撃必殺のデッドエンドと真逆の特性だな。

　あれは当てる所がネックになる奥義だからな。

　ふむふむふむ――！

　これは是ぜ非ひともこの『ソウルスピア』のホーミング性能を確認せねば！

　つまり、本気で逃にげてくれる的が必要だ――！

　あんなモブでは話にならない。

「あきら、場所変えようぜ！　ちょっと訓練場行こう！」

　訓練場は街中にある施し設せつで、時間いくらでスペースを借りて対人戦の練習や指定した敵モンスターとのバトルが出来る。

　経験値は入らないが、敵のモーションの研究とかに使うわけだ。

　バトル好きならよくお世話になる施設だろう。

　俺達も何回か対人戦しに遊びに行ったこともある。

　あそこだとデュエル戦績には記録されずに戦えるから、気楽にやれるのだ。

　まあ、格ゲーの練習部屋的に考えればいいと思う。

「うんいいよお。でも、何するの？」

「『ソウルスピア』がどのくらい追つい尾びするか知りたいんだよ。あきらに向かって撃つから思いっきり逃げてみてくれ」

「なるほどね。おっけー、じゃあ行こうか」

「ああ、それからさ――」

「？」

「『エリアルクレセント』さ、下からスカートの中見えるから気を付けた方がいいぞ」

「ちょ……!?　だ、だったらはじめから言ってよお！　散々見てから言わないで欲しいんだけど!?　蓮くんのえっち！」

　あきらが顔を真っ赤にして抗こう議ぎしてきた。

「いや～つい言い忘れまして」

「ウソだ……！　絶対ウソだ……！　も～！」

　と言うわけで、場所を移して検証続行だ！




　　◆◇◆




　俺達は訓練所に場所を移し『ソウルスピア』の検証を続ける。

　外での検証の時、リューは木こ陰かげで眠っていたが、今は元気にきゅーきゅー言いながら室内の高い場所を飛んでいる。

　他に誰だれもいない広いインスタンスエリアで、かなりの距離を取って向かい合う。

　その距離は、30メートルくらい。

　吹き矢の通常攻撃や『影矢』は射程が10メートルも無かった。

　が、このレーザー光線っぽい『ソウルスピア』なら――

　このくらい届くんじゃないかとの推測である。

「じゃあ行くぞー！　全力で逃げてくれよー！」

「うーん！　いいよー！」

　俺の呼びかけにあきらは笑顔で手を振ふってくる。

　よしでは――

「奥義『ソウルスピア』！」




　バシュウウウウゥ！




　俺が吹き矢を吹くと、紫色をしたレーザー光線にしか見えないエフェクトが飛び出だす。

　うーむやはり中々かっこいいな、これは。

　それに、30メートル離れても飛んでいくっぽいぞ。

　それを見たあきらは、斜ななめ後うしろに距離を取りつつ走る。

　射出された『ソウルスピア』はあきらに向かって複雑な軌き道どうを描きながら迫せまっていく。

「うわわわわ……！　すごい追いかけてくるー！」

　あきらも全力で走っているが、レーザーのほうがそれより速く、追尾も正確だった。

　これは、当たるな！

　しかし――目の前にレーザーが肉にく薄はくすると、あきらは別の行動を取った。

「『ホークストライク』！」

　大きく飛び上がり、前方に斬り込む片手剣アーツだ。

　この動きにより、あきらは迫るレーザー光をジャンプで飛び越こえ回避に成功した。

　大きく動くアーツは、こうやって緊きん急きゆう回かい避ひにも応用できるわけだ。

「おっ！　やるなぁ！」

「そう簡単には当たらないから！」

　咄とつ嗟さにこれが出るあたり、流石さすがのアクションのセンスだなー。

　こういうあきらだからこそ、俺もいい検証ができるわけだ。感謝感謝。

　しかし一いつ旦たん的を外れたレーザーは、ぐるんとカーブして再びあきらの背面に迫ろうとする。

「!?　えぇいっ！」

　あきらは今度はこちらに向けて走りつつ、背面に剣だけ振り、スカイフォールの衝撃波を放つ。

　後方に衝撃波を置いた感じだ。

　あきらに迫るレーザーは衝撃波に突き進すすむと――

　ぐいんとカーブして衝しよう突とつを回避した。

　ほうほう。障害物は回避していく感じなのか、優ゆう秀しゆうだな。

　しかし――軌道が大回りした分、少々あきらとは距離が開く。

　その間にあきらは猛もう然ぜんとこっちにダッシュしてくる。

　俺を巻き込もうとしてるな――！

　狙ねらいを察した俺は距離を取るように走る。

「待てええぇぇぇ！　巻き添えだあー！」

　楽しそうに追いかけてくるあきら。

　こう反応のいい相手だと、巻き添えを狙ってくることもあり得るんだな。

　こういう場合、迫ってきた相手を『仕込杖』の『抜刀術』でばっさりがいいだろう。

　今は『仕込杖』を持った状態で『ソウルスピア』を撃ったから、もう暗器アーツ使用不可能になっているが。

　立ち回り的には『ソウルスピア』後すぐ『仕込杖』を合成して様子を見るべきだな。うん、ガチな時の立ち回りはそうしよう。メモメモ。

　なんて考えていると、あきらはぐんぐん俺に迫ってくる。

　俺も走っているが、ＡＧＩ敏捷差が結構あるから、向こうの方が足が速いのだ。

　このままではこっちが捕つかまる！

　ならば足止めを――！

　俺は足を止め、素す早ばやくディアジルサークルを詠えい唱しよう。

　ＭＰの八割を消費して、あきらの足元に大範囲で展開した。

　ディアジルサークルは鈍どん足そく効果もある。

　これで足止めすればレーザーが追い付く！

　あきらはサークルを突っ切きろうとするが、そのスピードは落ちている。

　後ろからレーザーが追いすがる。

　距離が詰まり、展開されたサークルの上にレーザーが差さし掛かかる。

　そして、またぐいんとカーブして方向転てん換かんした！

　んん!?　何でだよ、障害物なんてないぞ？

　その後もレーザーはサークルの外側をぐるぐると回るだけで、あきらがいる内側に入ろうとしない。

　あ――ひょっとして、サークルが障害物扱あつかいされてる？

　それを避けて回りこもうとして、ぐるぐるしてるのか！

　こりゃあきらがサークルを突っ切って出るまで当たらないな。

「とうっ！」

　俺がレーザーの軌道に注意を向けた隙すきに、あきらは次の行動に移る。

　サークルの内側から、再び『ホークストライク』で宙に舞った。

　そして絶ぜつ妙みように俺の真ん前に着地してきた。速いしうまい！

　すぐさま、がしっ！　と抱だきつかれる。

「ちょっ……！　こら離せ！」

「ふふふーん♪　喜びなよー。美少女のハグだぞー？」

　いやまあ確かに、ぷにぷにして柔やわらかくて気持ちいいですけども！




　ビシュウウゥン！




　そこにレーザーが着ちやく弾だん。俺とあきらをまとめて貫いた。

　直後に強きよう烈れつな眠ねむ気けで、俺の意識は飛んだ。

　矢が眠りのやつだったからな……




　――で、目が覚めた。

「ん……!?」

　まあ直ちよく撃げき喰くらう前の状じよう況きようからして当然なのだが、俺はあきらに抱きつかれたまま倒れていた。

　がっつり密着した感かん触しよくが、ゲームとは思えないくらいリアルに柔らかい。

　相変わらず意味の分からない拘こだわりを感じるゲームだ。

「……」

　それに、顔がめっちゃ近いんですが――

　うーん近くでまじまじ見つめると、なんという美少女。

　ちょっと視線を下にやると、ソードダンサー装備の大きく開いた胸むな元もとから、迫はく力りよくある谷間も見えた。

　おおおおー。すげー眺めですなあ。

　よしせっかくだ。ここはあきらが起きるまでガン見しておこう。




　じー……――
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「ねえ蓮く～ん。いつまで見てるのかなぁ？」

「うぉ!?　お、起きてたのかよ……！」

「さっきから起きてたよぉ～。しばらくガマンしてたけど、もう恥はずかしいよ～……」

「わ、悪い悪い……！　ハハハハハ！　不ふ可か抗こう力りよくでさ！」

「も～……」

　と話しながら俺たちは身を起こす。

「きゅーきゅー！」

　リューが降りて来て、俺の頭にすとんと着地。

「あ、尻尾しつぽの裏側にラインが浮うき出でて来てるねー」

「お？　じゃあもうすぐ次のスキルを覚えてくれるっぽいな」

　この間アウミシュール大古墳を探たん索さくした後で知ったが、守護竜の成長段階が上がるサインは、尻尾に新しいラインが浮き出てくる事らしい。

　成長の要因は普ふ段だんの食事や、マスターにくっついて色々な体験をする事による経験だったりするとのこと。

「次もいいもの覚えてくれよ。期待してるぜリュー！」

「きゅきゅきゅー！」

「で、どうしよっか？　まだ検証する？」

「いや、大体分かったしこんなもんでいいかな。金も素材もヤバいから、これ以上奥義でぶっ壊こわすときついしな……」

　懐に余よ裕ゆうがあるときにもっと検証してみたいな。

　しかし早さつ急きゆうに金策が必要だな。ギルドショップを流行はやらせないとだ。

「じゃあ、終わりだねー。よしじゃあ次私の番だから！　どこかいい景色見に行こ～！」

　さて今度は絶景マニアにお付き合いするか。

　まあ持ちつ持たれつ、ギブアンドテイクですね。

　というわけで俺達は、ちょっと散歩してからギルドハウスに戻もどった。

「あ、高代にあっきーおかえり～。二人にお客さん来てるよー」

「？　お客さん？」

　心当たりなんて無いが……？

「誰だろうね？」

　とあきらも首を捻ひねっている。

　ともあれ俺達は二階のリビングに。

　そこには見慣れない、女の子がいた。

　水色の髪かみのポニーテールに、凛りんと精せい悍かんな顔立ちをした美少女である。

　キャラネームは青白いからこの人も生徒だ。




　山村雪乃（３－Ｃ）

　レベル１９９　魔ま剣けん士し　ギルドマスター（神秘の武技ミステイツク・アーツ）




　んんん!?　ああ知り合いでした！　初対面だけど！

　ってかレベル１９９とかつえーな！　こっちまだ30だぞ！

　しかもどこかのギルドのギルドマスターらしい。




「おおおっ雪乃先せん輩ぱい！　こんちゃーす！」

「わぁ～♪　初めましてですね！　遊びに来てくれたんですか？」

　と、俺達の驚おどろきに雪乃先輩は満足そうに頷うなずいた。

「やあ、蓮にあきら！　ここでは初めましてだな。二人を誘さそいに来たぞ！」

「誘う？　何にです？」

「デュエルで遊ぼうと言っただろ？　明日大会があるんだ、二人ともエントリーしておいたからな！」

　雪乃先輩は、いきなりそんな事を言い出したのだった。







第２章　闘技場へ行こう！







　ＵＷアンリミテツド・ワールドの中で、俺達は浮ふ遊ゆう都市ティルーナにあるレイグラント魔ま法ほう学園の生徒という事になっている。

　レイグラント魔法学園は世界最高の教育機関として名高く、その生徒達たちの有志による課外活動にはティルーナ王家からの公的な補助も約束されている。

　それがギルドシステムであり、補助とはギルドハウスの支給なわけだ。

　で、更さらに抜ばつ群ぐんの活動成果を残したギルドは、浮遊都市ティルーナ周辺に点在する人工浮島ラグーンの領有をも認められる。

　下か賜しされた人工浮島ラグーンをどう使うかは、そのギルドの自由だ。

　今俺達の目の前には、最も趣しゆ味みに走った使い方の例があった。

「おー……！　あれが――」

　ギルドショップ街から外れた都市外がい縁えん部に、巨きよ大だいな折おり畳たたみ式しきの桟さん橋ばしが架かかっていた。

　桟橋で接舷しているのは一つの人工浮島ラグーンである。

　そこには巨大な石造りのドームが鎮ちん座ざしており、あちらこちらをお祭りみたいな大バルーンで装そう飾しよくされていた。

　ＮＰＣもプレイヤーも、桟橋を伝って多くの人がドームへと向かっていた。

　これから始まるイベントを見物するためだ。

「どうだ？　立派だろう？　あれがウチのギルドの闘技場さ！」

　雪ゆき乃の先せん輩ぱいが、誇ほこらしげに胸を反らす。

　そう、これは先輩たちのギルド、神秘の武技ミステイツク・アーツが所有する巨きよ大だい闘とう技ぎ場じようの人工浮島ラグーンらしい。

　先輩がギルドマスターだから、彼かの女じよがここのオーナーとも言える。

　神秘の武技ミステイツク・アーツは対人戦大好きっ子の集まりで、それが高じてこんな闘技場を造ってしまったそうな。対人厨恐おそるべし。

　この巨大な施設が物語る通り、大手の有力ギルドの一つだ。

　この専用闘技場でバトルイベントを色々企き画かくし、その入場料や試合結果のトトカルチョで収益を得ているらしい。

　で、今日は御ご覧らんの通り興行があるわけだ。

　俺とあきらはその出場選手として呼ばれたのだ。

　相手が雪乃先輩みたいにレベル２００近いとか勝てる気がしないが、今日はレベル30制限のかかる春の新人戦だそうな。

　毎年やってる恒こう例れいイベントで、直前のクラス対たい抗こうミッションのＭＶＰには出場オファーが行く事になっているそうだ。

　とはいえレベル制限はかかるけど、上級生もエントリーできる。

　雪乃先輩も出るらしいし。俺達とデュエルしたがってたしな。

　上級生はアイテムやタレントが俺達より豊富だろうから、きっと手ごわいだろう。

　だが呼ばれた以上、俺は全力を尽つくす所存です！

　ここで無む双そうして、ロマン砲の威力を世の中に知らしめてやんぜ！

　魔ま改造からの覚かく醒せい！　そしてジャイアントキリングですよ！

　ボンクラーズの筆頭と呼ばれし紋もん章しよう術師に光を！

「うわー。人がいっぱいだねえ。こんな大勢の前で戦うのは緊きん張ちようするねー」

「まあ、あきらの場合は肌はだ色いろ成分的に嫌いやでも注目浴びるだろうしなー」

「うううう……だよねえ。ちょっと恥ずかしいなー……対人戦は好きだけどー」

「大だい丈じよう夫ぶさ！　あきらは可愛かわいいから、何を着ても似合うさ！　こんなに可愛い子だったとは、ＥＦエターナルフアンタジーのあのキャラからは想像もつかなかったぞ！　なあ蓮れんもそう思うだろう？」

「ですねー。男と思ってたから、こっちで会って死ぬほどビビりました」

「はははは。だろうなー。しかし蓮達たちとこっちでも遊べて、私は嬉うれしいよ。今日は負けないからな！　当たっても手加減なしで行くぞ」

　今日はトーナメント戦らしいから、先輩と当たるかは分からない。

　まあ決勝まで行けばどっかで当たりそうな気はするが……

　組み合わせはまだ決まってなくて、後で抽ちゆう選せんするそうだ。

「もちろん、こっちも全力で行きますよ！」

「ふふふ、蓮くんは楽しそうだね～。目がキラッキラしてるよ？」

「そりゃまあ絶好のアピールチャンスだからな！　賞品も出るらしいし！」

　あわよくば金欠も脱だつ出しゆつできますね！

「きゅーきゅきゅー！」

「リューも気合入ってるな！　よーしよし、優勝したら美味うまいもん買ってやるからなー」

「この子はリューって名前なのか？　守護竜の子供は可愛いなあ」

「雪乃さんは守護竜は持ってないんですか？」

　と、あきらが問いかける。

「ああ。デュエルの仕様上、守護竜は原則禁止だからなー。対人戦で使えないものは、私はあまり――な」

「ははは、相変わらずゴリッゴリの対人戦厨ですねー」

「蓮こそ、筋金入りの不ふ遇ぐうジョブマニアじゃないか。蓮がその変な拘りを止めて対人戦に専念すれば、きっと私も勝てないと思うがな」

「いやー、でもそこに拘らないと俺じゃないというか……楽しくないんで」

「ふふっ。まあそうだな、蓮はそうじゃないと面白おもしろくないからな。紋章術師で何をするのか楽しみにしておくよ」

　と、俺達は談だん笑しようしながら桟橋を渡わたりドームのエントランスへ向かう。

　そこは入場チケットを買う人達で賑にぎわっていたが、先輩がそれを避さけるように俺達を誘ゆう導どうする。

「選手の入り口はこっちだ。ついてきてくれ、控ひかえ室しつに向かうぞ」

　神秘の武技ミステイツク・アーツのギルドメンバーらしき人達が警備に立っているが、雪乃先輩を見るとビシッと敬礼らしきポーズをしていた。

　やっぱギルドマスターなんだなー。ほー、すげー。

「神秘の武技ミステイツク・アーツって先輩が作ったんっすか？」

「いや、私が入る前からあったさ、この闘技場もな。私は受うけ継ついだだけだよ。ギルドマスター決定戦で優勝してしまったからなー。正直あまりガラでもないんだが」

　そうだなあ、今まで別ゲームで触ふれ合あってきた雪乃先輩って組織のリーダーっていうよりストイックな職人気質かたぎで、一人で自分と向き合ってるタイプだからなー。

「まあ、基本的にみんな趣味の方向は一いつ致ちしているから、特に問題はないがな」

　と、地下に降りて少し行った扉とびらの前で雪乃先輩が立ち止まる。

「よし着いたぞ」

　扉を開けて中に入り――

　するとすぐ近くに、見知った顔があった。

「あれ？　片かた岡おかかよ？」

「おお？　高たか代しろ、お前もエントリーしてたのか」




　片岡真しん一いち（１－Ｂ）

　レベル31　盗賊ローグ　所属ギルド　知識の泉ナリツジレイク




　で、まあこいつはHimechan好きの従者プレイヤーだ。

　Himechanに尽くすためのゲーム知識を得るために情報屋ギルドに入るようなヤツだ。

　ある意味ストイックなやつだわな。理解はできないが……

　で、こいつのいる所には――




　赤あか羽ばね希美のぞみ（１－Ｂ）

　レベル34　ソードダンサー　所属ギルド　真実の姿トウルーフオーム




　うん片岡のHimechanだ。一いつ緒しよみたいだな。

　でも前にちらっと見た所――この子、あきらの知り合いっぽかったような？

「うげっ!?」

　あきらが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になっていた。

　そう、あきらとこの赤羽さんってリアル知り合いっぽいんだよな。

　どういう関係かは知らんが……

　顔を合わせた二人の間には、ピリッとした空気が流れていた。

「あら、あきらさん。人の顔を見てそんな態度とは、随ずい分ぶんご挨あい拶さつですわね」

「……ごめんなさいね。わたし、喜ぶとあんな顔になる病気なんです。会えて嬉しいんですよ？　ごきげんよう！」

「ウソおっしゃい！　どう見ても嫌そうじゃありませんの！　全く、あなたは青あお柳やぎ家のご令れい嬢じようとして、ちょっとご自覚が足りませんわね？　このままではお家も先が思いやられますわね」

　あきらはぷいっとそっぽを向いたまま、それをスルーした。

　うーん険悪だ。あきらがこんな顔するの初めて見るかもなー。

　俺が見るあきらはいつもニコニコしてるからなあ。

　確かあきらの家って華か族ぞくの流れをくむ名家で、おじいさんは国会議員してるし親父おやじさんは経営者で、家にはコックさんもいるんだっけか。すげーお嬢様だ。

　セレブの世界はセレブの世界で、人間関係は難しいのかねー。

「……こんな所でわたしと会ったのに、驚かないんですね？」

「あなたもこの学園に通っておられることは、知っていましたわよ」

「知って……？　だったらどうしていつもみたいにイヤミを……いや、何も言って来られなかったんですか？」

「あら、どちらから挨拶に伺うかがうかは重要でしょう？　赤羽家から先に膝ひざを折るわけにも参りませんので、私はお待ちしておりましたのよ」

「そうですか、それは済みませんでした」

　つんつん、と片岡が俺を突つっついてきた。

「ん？　何だよ？」

「なあ青柳さんって、希美様と知り合いだったのか？」

「ああ、らしいな。俺もよくは知らんが――」

「ふーん。でもさ、なんか空気悪くねえか？」

「だよなー。お前ちょっと和なごませて来いよ」

「えぇ!?　俺がかよ――！」

「片岡君！　馴なれ合うんじゃありませんわよ！」

「はい希美様！　おうこら高代ぉ！　てめー調子乗ってんじゃねーぞ！　いい機会だ、今度はブッ飛ばしてやるからな！」

「ははは……」

　いやー、徹てつ頭とう徹てつ尾び従者してるねーお前は。ブレない奴やつだ。

「無む駄だですよ。片岡君はこの間蓮くんとデュエルして負けていますから、今度も勝てませんよ」

「何ですって!?　片岡君！　情けないですわね――！」

「ふふふ……従者の質ではわたしに分があるみたいですね――」

「いや勝手に従者にされても困ると言いますか……」

「いーじゃん！　昨日もさんざん検証に付き合ってあげたでしょ！」

「おい高代ぉ！　従者がHimechanこき使うんじゃねーってこの間も言っただろ！」

「いや、お前が喋しやべるとややこしくなるから黙だまってろ！」

　と、ギャーギャー騒さわぐ俺達を見かねて雪乃先輩が仲ちゆう裁さいに入った。

「まあまあ。何だかよく分からないが気に食わないなら、お互たがい試合で相手をブッ飛ばせばいいだろう。その方がスカッとするぞ。続きは試合で、な！」

「……はい、雪乃さん」

　で俺達は、控室の奥おくの方へと移動した。

　ここで待っていてくれと雪乃先輩が出ていくと、俺はあきらに尋たずねた。

「あきら、赤羽さんってどういう知り合いなんだ？」

「あーうん、向こうの家も華族の流れでね……地元も一緒で、昔からのライバル？　って感じらしいの。ほらウチのおじいちゃんとか、議員さんやってるでしょ？　向こうも一緒で、その選挙区とかも被ってるんだよねー」

「ふーん。ざっくり言うと商しよう売ばい敵がたきか」

「だねー。こっちを凄すごいライバル視してるから、いっつもああいう風に絡からんで来て、相手するのが疲つかれるの。幼よう稚ち園えんから学校も同じだし。まさかここでも一緒とか……」

「でもまあ、向こうもゲーム好きなんだろ？　意外に趣味合うんじゃね？」

「えー？　そうは思えないけどなあ……」

「ほら、ジョブも一緒だしさ」

「向こうはどうだか知らないけど、こっちは蓮くんのせいなんだからね！」

　と、雪乃先輩が抽選ボックスやトーナメント表を持ったギルドメンバーを引き連れて控室に戻って来た。

　お。トーナメントの抽選が始まるのかな。

「皆みなさん、お集まりいただいて感謝する。本日のイベントを主しゆ催さいさせて頂く神秘の武技ミステイツク・アーツのギルドマスターの山やま村むら雪乃だ。これからトーナメントの抽ちゆう選せん会かいを行おうと思う。その前にバトルのルールだが、事前に告知させて頂いている通りレベル30制限での戦いとなる。当然装備も対象がレベル30以下のものしか使えないから、気を付けてくれ。また、守護竜に関してはバトルには参加不可となる」

　まあ、できたら有利すぎるからなー。仕方ないか。

　聞いて意味が分かっているのか、リューはきゅー……と残念そうにしている。

「それから賞品についてだが、優勝者にはこいつを支給させてもらう事にする」

　と、雪乃先輩は装飾の施ほどこされた絵筆のようなものを取り出して見せた。

「こいつは『レイブラの魔ま筆ひつ』という。この春の新作アイテムだそうだ。今回のプレイヤーイベントに際し、学園側から提供を頂いた」

　ふむ……？

「どんな効果のものなんですか？」

　と、参加者から質問が飛んでいた。

「ああ、一いつ般ぱん的てきなペンタブレットに似たような動きをするらしい」

　ほほう――？　お絵かき用ツールか……？

　前に見た『ディールの魔ま卓たく』みたいなノリのアイテムってことかね。

　んー……そんなに詳くわしくはないが、いろんな色で絵を描かけるし、描いたものは保存できるし、それをコピペもできるってことだよな……

　おお！　そうなると、アレでこれでこれすると――？

　やっべいけるんじゃね？　ギルドショップ流行はやっちゃうんじゃね？

　アレ新作アイテムなんだろ？　だったら、競合他社もそんなにいないよな……!?

「やっべ、あきら。俺おれあのアイテムめっちゃ欲ほしいぞ」

「？　お絵え描かきしたいの？　マッチョの描き方かた教えてあげようか？」

「違ちがう……！　金だ、あれがあれば金策が捗はかどるかも……！」

　あのアイテム、俺おれ達たちの金策の救世主になってくれるかも知れない……！

「金策かあ……確かにギルドハウスの家具に大分使ったから、何かいい方法があればいいけど――あれをゲットできたらどうなるの？」

「あれで剣けんとか鎧よろいとか、家具でもいいけど――ペイントして売るんだよ。俺がベースの商品を作って、ペイントのデザインは矢や野のさんにやってもらってさ。矢野さんのなら売り物になるだろ」

「ああ、優ゆう奈なちゃんの絵センスあるもんね」

「そう、単純な『ウッドテーブル』とか『アイアンソード』でもさ、デザインが変われば商品価値は出る。アイテム持ち込みでやってもいいし」

「そういう事やってるショップも見たことないしね。そういやなんでだろ？」

「なんでかっつーと、普ふ通つうにペイントすると手間がかかりすぎるからだろうな。絵具とかで一々描くと、時間食い過ぎで他の事やってる暇ひまなくなるし、その分人件費で料金も高くなるだろ」

「そっか。ペンタブレットの機能を持ってるなら、一回作ったデザインならコピペできるもんね。だったら大おお幅はばに生産効率アップってことだよね」

「そそ。それができるようになったら、利益が出せると思うんだよな。あれ新作のアイテムって言ってたろ？　供給がないからそういう商売がまだ流行ってないと見た。今なら先行者特権で暴利を貪むさぼれる……！」

　こういうのは断然先行者有利だ！　やったもん勝ち！

　幸い俺達には、必要なデザインスキルを持ってる矢野さんがいる。

　商品クオリティも十分なものを用意できるだろう。

　これはやらない手はないと思う！

「いいね、勝算ありそうだし面白そう……！」

「よし。俺かあきらが絶対勝って、あのアイテムを持って帰るぞ……！」

「うん。頑がん張ばろうね――！」

　組み合わせが重要だな、組み合わせが。

「よしそれでは、抽選を開始する。名前を呼ばれたものから、クジを引いてくれ」

　と、雪乃先輩が号令し抽選が開始された。

　出来れば俺とあきらが決勝まで当たらないのが望ましいな。

　張り出されたトーナメント表の出しゆつ場じよう枠わくは32だった。

　16ずつ左右に分かれたメンツが、勝ち上がって行った中央で最後１対１になる感じ。

　あきらと逆サイド希望。逆サイド希望っと。




　というわけで――

「よし、では早さつ速そく開始だ！　表の左上の組み合わせから順に試合を行っていくから、自分の番になったら舞ぶ台たいに上がってくれ！　皆今日は楽しんで行ってくれ！」

「「「おおおおおー！」」」

　と盛り上がり、大会がスタートだ。

　俺は５番目の試合だから、ちょっと待ちだな。

「よしよし、あきらとは決勝まで当たらねーな！」

「うん。良かったね！」

　俺は左サイド、あきらは右サイドに分かれたので決勝まで当たらない。

　途と中ちゆうでの潰し合いは回かい避ひできたな。

　ちなみに雪乃先輩やさっきの赤羽さんが俺のサイドにいるから、途中で当たる可能性がある。片岡はあきらの方のサイドだな。

「蓮と私はベスト８で当たる組み合わせだな。ふふふ。これは楽しみだ」

　雪乃先輩がやって来て、ニヤリとしていた。

「蓮なら心配ないだろうが、私と当たるまで負けるなよ？」

「そりゃもちろん、そのつもりです！」

「それはどうかしらね」

　んん？　別サイドから誰だれかが割って入ってきた。




　山村ほむら（３－Ａ）

　レベル１９１　魔道士ウイザード　ギルドマスター（全覧博物館グランミユージアム）




　山村……？

　雪乃先輩によく似た顔立ちだが、こちらは真っ赤な髪色のツインテールである。

「雪乃先輩。この人は――？」

「知らんな。私の脳内ディスプレイには何も映ってない」

「ふっ。脳筋過ぎてとうとう視覚神経までやられたのね。哀あわれなやつ！」

「あぁ!?　薄うす汚ぎたないアイテム厨ごときは視界に入らないように最適化したに過ぎん！」

「思いっきりこっち睨んでんじゃん！　見えてるでしょあんた！」

　何か盛大なディスり合いが始まったぞっと。

「あのー。ほむらさんって雪乃さんとは……」

　と、あきらがやんわりと間に入る。

「双ふた子ごよ！　一緒にされたくはないけどね！」

　ああやっぱりな。似てるもんなふたりとも。

　色が青と赤で正反対だけど……

「ふん。ちなみに私のほうが姉だから私の方が偉えらい。覚えておけよ」

「たった数秒で何偉そうにしてんのよ脳筋！」

「うっさいハイエナ！　アイテムの気配がしたらすぐ嗅かぎ付つけて！」

「うちのミュージアムにはまだ『レイブラの魔筆』がないからね、ゲットするためなら脳筋どもの祭りにだって参加してやるわよ！」

「ミュージアム？」

　と、俺が尋ねるとほむら先輩の目がキラキラしだした。

「うちのギルドはね、アイテムコレクター集団なの。すべてのアイテムをコンプして、ミュージアムに展示するのが夢よ！　だってせっかくゲームやるんだし、全アイテムのグラフィック見てみたいでしょ？　コンプしたいじゃない！」

「へぇ～面白そうっすね」

「ちょっと見てみたいかも……」

「おお！　君ら二人とも話が分かるじゃん！　じゃあ今度見においでよ、ほら場所ここだからね」

　と、地図入りのステッカーみたいなのをくれた。

「あ、どうも」

「こら！　蓮もあきらもどっちの味方だ！　こいつらはアイテムのためならどんな事でもする腐くされ外げ道どうどもだぞ！」

「雪乃！　何人聞き悪いこと言ってんのよ！」

「ただ遠えん距きよ離りからの集団魔法で敵を焼き、アイテムを回収するだけのつまらん奴やつ等らだからな！　バトルシステムへの冒ぼう涜とくだ、何の面おも白しろ味みもない！　何が楽しくてゲームやってるんだ！」

「いーじゃんその方が楽にアイテム集まるんだから！　あんたらはバトルのためだったらどんなアイテムだってホイホイ使っちゃう脳筋じゃん！　平気で０になるまでラストエ〇クサー使うようなバカでしょ！　常識的に考えて一個は保存用に残すでしょうが！」

　どうもポリシーが合わないみたいだな、この二人。

　まあ、どっちもゲーム好きなんだなあというのは分かる。

　で、拘りが強いのは二人とも一緒と来た。

　だからなのか、罵ののしり合っているけどもそんなに仲が悪いという感じもしない。

　喧嘩するほど――ってやつなのか？　まあ双子だしな。

「ふん、もういい！　蓮、お前こいつに絶対負けるなよ。私とバトルしような！」

「あ、俺一回勝ったら次ほむら先輩と当たるんですね」

「そう。悪いけどあたしが勝つからね！」

「バーカ。ロクに対人もやりこんでいないお前が蓮に勝てるか」

「て言ってもこの子まだレベル30だし、紋章術師じゃん！　アイテムもタレントもこっちの方が揃そろってるし！」

「まあ、俺も負けられないんでガチでやらせてもらいますよ」

「ええ。恨うらみっこなしでね！」

　さて、そろそろ俺の出番も近づいてきた！

　ほむら先輩の前に一回戦でやられたらシャレにならん。

　きっちり装備とかタレントの設定とかを見直しておくか――




　　◆◇◆




　さて、今の俺のステータスを確かく認にんしておこう。




■ＰＡＧＥ１／３




【キャラステータス】




　ジョブ　紋章術師

　レベル　30




　ＨＰ　　９４４／９４４

　ＭＰ　　３３０／３３０

　ＡＰアーツポイント　　０／３００




　ＳＴＲ筋力　49

　ＶＩＴ耐久　１７１

　ＤＥＸ器用　60

　ＡＧＩ敏捷　71

　ＩＮＴ知性　１２１

　ＭＮＤ精神　１０５

　ＣＨＲ魅力　82





　タレント１　暗器使い

　　　　　　　〈効果〉　暗器系統の武器の装備を可能とする

　タレント２　スキルチェーン

　　　　　　　〈効果〉　スキル・アーツを３つまで連結した奥おう義ぎを編み出だす

　タレント３　ファイナルストライク

　　　　　　　〈効果〉　スキル　ファイナルストライクを習得

　タレント４　流れ作業

　　　　　　　〈効果〉　合成モーションをスキップして実行可能ただしＨＱ発生なし

　タレント５　スキルチェーン

　　　　　　　〈効果〉　スキル・アーツを３つまで連結した奥義を編み出す






　ＬＵＢレベルアツプボーナス　０

　ＭＥＰメリツトポイント　０

　所持金　１３０ミラ




【装備一覧】

　メインウェポン　狂きよう信しん者しやの杖つえ（Ｏ）

　サブウェポン　　なし

　レンジウェポン　吹ふき矢や（ＯＥＸ）

　矢や弾だま　　　　　　眠ねむりの矢

　頭　エルダーサークレット

　胴どう　エルダーローブ

　腕うで　エルダーグローブ

　脚あし　エルダーズボン

　足　エルダーシューズ

　アクセサリ１　イクウィップリング

　アクセサリ２　パリィリング




　ＬＵＢレベルアツプボーナスのＶＩＴ耐久極振りは絶賛継けい続ぞく中だ。

　俺のＶＩＴ耐久はそこらの盾役タンクに負けないはずだ。

　ＶＩＴ耐久に依い存そんするＨＰも後衛ジョブとしては異様に高い。

　タレントに『スキルチェーン』が二つあるのは、暗器の奥義を両方使うためだ。

『スキルチェーン』に関しては複数のタレント枠わくに重複させることができる。

　とはいえ、二個も割さくのは辛い。

　他に候補があったらそっちにしたが他は『マジックエンゲージ』しかない。

　あれは一人では役に立たないので、『スキルチェーン』の方がいい。

　所持金は驚きよう異いの缶かんコーヒー価格。金欠がやべぇ。

　装備はとりあえずガード性能の高い狂信者の杖でバトルに入る。

　ここは適てき宜ぎ、仕込杖と切きり替かえていく。

　新兵器の吹き矢も当然装備。弾たまは眠りの矢で行く。

　毒の矢はアイテムで解げ毒どくされればそれまでだからな。

　エルダーシリーズ一式は、レベル相応の後衛装備だ。

　正直、とりあえずの域を出ない。凝ころうと思えばもっと凝れるはずだ。

　それから、アクセサリの『イクウィップリング』『パリィリング』について。




　イクウィップリング

　　種類：アクセサリ　装備可能レベル：10

　　特とく殊しゆ性能：装備変へん更こうを音声によるショートカットで行う事が出来る

　　　　　　　タレント『クイックチェンジ』と同一の効果




　『クイックチェンジ』の効果は、いわゆる『着き替がえ』が可能になるという事だ。

　例えば今の俺の装備を装備セットＡとし、セットＢを以下のようにしたとする。




【装備セットＢ】

　　メインウェポン　仕込杖（ＯＥＸ）

　　サブウェポン　　なし

　　レンジウェポン　吹き矢（ＯＥＸ）

　　矢弾　　　　　　眠りの矢

　　頭　エルダーサークレット

　　胴　エルダーローブ

　　腕　エルダーグローブ

　　脚　エルダーズボン

　　足　エルダーシューズ

　　アクセサリ１　イクウィップリング

　　アクセサリ２　パリィリング




　メインウェポンが違うだけだが、装備セットＡとＢを適宜呼び出すことにより一々アイテムウィンドウを開いて装備変更しなくても武器の切り替えが行える。

『デッドエンド』後のガードに『狂信者の杖』を装備するのも、『狂信者の杖』でのガード状態から攻こう撃げきに移るために『仕込杖』に持ち替えるのも、俺は今まで手動実じつ施ししていたが、それは大きな隙すきになっていた。その隙を消せるのである。これは大きい。

　その他にも例えば、魔法を撃うつ時だけ魔ま法ほう攻こう撃げき力りよくが上がって守備力が下がるような装備に変更したり、攻撃を受けるのが確定している時にだけ、守備力が上がり攻撃力の落ちるような装備に変えたりという運用が可能になる。

　様々な状じよう況きように合わせた最適装備に切り替えていく行こう為いを『着替え』と言うのだ。

　これがあると、例えば通常攻撃用、アーツ用、魔ま法ほう用等々用よう途とごとの最適装備を用意したくなるから、あれもこれもと保有する装備の数がどんどん増え、アイテムボックスがえらい事になっていくのが世の常である。

　でも仕方ない、俺達は凝りたいんだ！　細かいことを考えたいんだ！

　ネトゲ廃はい人じんってそういうものなんだよ！

　と、いうわけで着替えが出来るならそりゃあ、する。

　なので『イクウィップリング』は絶対的に装備から外せんな。

　ちなみにどうやって入手したかと言うと、この前アウミシュール大古墳でギルド設立許可証をゲットした時、俺が敵をマラソンしている間に宝物庫に忍しのび込んだあきら達たちが発見してゲットしていたのだ。

　戦利品をみんなで分けたが、俺は『イクウィップリング』を貰もらったのである。

　それからもう一つのアクセサリ。




　パリィリング

　　種類：アクセサリ　装備可能レベル：28

　　特殊性能：敵の攻撃をガード時、ＡＰアーツポイントにボーナスを得る。




　これもアウミシュール大古墳産のアイテムだが、本来の持ち主は矢野さんだ。

　今日は大会に出るという事で、貸してもらったのだ。

　効果としては説明文の通りなのだが、バトルの仕様として攻撃をガードした際にノーダメージだと、ＡＰアーツポイントは溜たまらない。０なのである。

　だがこれを装備していれば、ガードしてノーダメージでもＡＰアーツポイントが溜まってくれるという点が嬉しい。

　ＶＩＴ耐久極振りでガード性能の突出した『狂信者の杖』を持った俺だと、ガードでノーダメージは頻ひん発ぱつするからな、結構俺向きの装備ではある。




■ＰＡＧＥ２／３




【魔法一覧】

　ディストラサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディバイトサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディデクスサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディアジルサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディインテサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディマインサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディカリスサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）




【スキル一覧】

　ターンオーバー（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉　現ＨＰとＭＰを入いれ替える　紋もん章しよう術師専用




　ファイナルストライク（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉　次の一いち撃げきで武器が消しよう滅めつするが大ダメージ




【アーツ一覧】

　チャージスペル（消費ＡＰアーツポイント　１００）

　〈効果〉　杖つえ技わざ　ＭＰを最大値の20％回復する




　スティングシュート（消費ＡＰアーツポイント　50）

　〈効果〉　杖技　魔ま力りよくで杖を操あやつり、離はなれた敵にぶつける　１回攻撃




　ウィンドミル（消費ＡＰアーツポイント　50）

　〈効果〉　杖技　杖を大きくスイングし、すくい上げながら飛び上がる　１回攻撃




　抜ばつ刀とう術（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉　暗器技　不意を打つ強きよう烈れつな抜ぬき打うち　１回攻撃

　　　　　　１戦せん闘とうに１回のみ発動可能　現ＨＰが低いほどダメージ上じよう昇しよう

　　　　　　防ぼう御ぎよ力りよく無視　スウェイ不可




　影かげ矢や（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉　暗器技　死角を突き目に見えない矢を放つ　１回攻撃

　　　　　　１戦闘に１回のみ発動可能

　　　　　　現ＨＰが低いほど矢の追加効果の性能と発動率アップ

　　　　　　防御力無視　スウェイ不可




　杖のアーツとして『スティングシュート』と『ウィンドミル』を習得したのが主な変へん更こう点てんだろうか。

『スティングシュート』は攻撃力がＩＮＴ知性依存なのだが、物理攻撃なので命中率はＤＥＸ器用に依存する。

　つまり、当たらない……使えない……

『ウィンドミル』は攻撃力までＳＴＲ筋力だから、ますます使えない……

　と思いきや、モーション的に昇〇拳的に斜ななめ上うえ方向に飛び上がるので、片手剣の『ホークストライク』のように回避行動に応用可能である。

　移動距きよ離りはあちらには全然及およばないが、ないよりはいい。

　俺的にはＡＰアーツポイント消費の回かい避ひ技わざの認にん識しきだ。
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【奥義一覧】




　デッドエンド（ターンオーバー⇒ファイナルストライク⇒抜刀術）

　ソウルスピア（ターンオーバー⇒ファイナルストライク⇒影矢　発動可能）




　奥義は二種類。状況によって使い分けるべし！

　こんな所だな――あとは、やるだけだ。

「第五試合を始めます！　出場者の方は舞台に上がってください！」

　ギルドのスタッフの人が控ひかえ室しつにやって来て、そう呼びかけた。

　さぁ俺の番キター！　魔ま改造の成果を見せる！

「蓮くん、頑張ってね！」

「ああ！　フフフ……見てろよ、クビ寸前の育成選手が魔改造により覚かく醒せいする様をな！」

「ははは……いつも通りだねー蓮くんは」

　俺はあきらに見送られ、闘場へと続く階段を上った。







第３章　春の新人戦とロマン砲







　階段を上ると、円形の舞台をぐるりと取り囲む客席から、ワーッと歓かん声せいが降ふって来た。

　ほほー。結構人いるな！　これは燃えてくるなー！

「おーい高たか代しろーっ！　絶対勝つべしー！」

「高代くん、頑張って！」

　お、最前列のＶＩＰ席に矢や野のさんと前まえ田ださんが。

　今日は、二人は雪ゆき乃の先せん輩ぱいが用意してくれたいい席で見学である。

「おう！　任せとけー！」

　手を振ふる二人に俺も手を振り返かえす。

「勝ってお土産みやげ持って帰るからなー！　乞こうご期待！」

「おお！　流石さすがうちのギルドマスターさんは頼たよりになるー！」

　そうしているうちに、対戦相手が俺の前に姿を現していた。

　顔まで覆おおうような青い全身甲かつ冑ちゆうを纏まとっており、その顔部分のバイザーだけ上げている。

　見える顔つきはまあ普通。ちょっと神経質そうかな？

「女の子の前でいいカッコしたいのは分かるけどさあ、あんまはしゃいでると後で負けた時にカッコ悪いぜ？」




　野村隼はや人と（２－Ｆ）

　レベル30（制限中）　重じゆう騎き士し　所属ギルド　平和の守護者ピースメーカー




　平和の守護者ピースメーカーの人か。このギルドは知ってるぞ。

　いわゆるところの生徒会らしい。だからここのギルドのギルドマスターが生徒会長だ。

　もうこの闘場ではレベル制限がかかるようで、相手の先せん輩ぱいのレベルも30だった。

「いや、確かにいいカッコはしたいっすけど――女の子の前だからじゃなくて、ボンクラーズのリーダーの紋章術師を輝かがやかせたいだけですよ。ダメな子ほど可愛かわいいんで」

「君の趣しゆ味みは知らないけど、紋章術師じゃムリだと思うけどなー」

「気のせいっすよ。見て貰えれば分かります」

「どうかな？　まあ、恥はずかしいことになっても恨まないでくれよ。こっちもギルドの看板を背せ負おってきてるんでね」

　と、話す俺達の耳に場内アナウンスが聞こえてくる。

『さあ、続いての試合は２－Ｆの野村君と１－Ｅの高代君の対決ですねー。野村君は重騎士、高代君は今回の参加者で唯ゆい一いつの紋章術師になります。また、野村君は大手ギルド平和の守護者ピースメーカーの副会長の一人ですし、高代君は一年生の最初のクラス対たい抗こうミッションのＭＶＰです。プレイヤー解説の山やま村むら雪乃さん、見所は？』

　実じつ況きようまでついてるとは。

　しかし、なんか聞き覚えあるような――？

『そうですね。今回紋章術師での参加は蓮れんだけです。正直、攻撃能力の低い後衛ジョブですから、対人戦には不向きです。それでどういう戦法を取るのかが注目ですね』

『なるほどありがとうございます！　しかし私個人としては、高代君は私の担任クラスの生徒ですので、是ぜ非ひとも頑張って欲しい所であります！』

　んんんん!?

　俺はスタンドを見み渡わたし、実況席を見つけた。

　やっぱいた！　仲なか田た先生！　何してんだ!?

「先生何してるんですか！」

『ＧＭとしてプレイヤーイベントを見守りつつ、趣味の実況中ちゆう継けいで～す！』

　趣味なのか、趣味なら仕方ないな。

　しかし相変わらず綿わた菓が子しみたいに軽いノリだなー。

『それでは、二人とも準備はよろしいですね、デュエルスタート！』

　俺達が一定の距離に離れ向かい合うと、仲田先生の号令が。

　同時にカーンとゴングの音が響ひびき渡わたった。

　周囲を取り巻く客席のボルテージが一気に上がる。

「さぁ、行くぞ！」

　ガシャンと鎧のバイザーを下ろし、先輩は完全フルアーマー状態に。

　ごつい造りの両手槍をグルンと一ひと振ふりすると、早速『名乗り』を発動してくる。

　それが成功し、俺は挑ちよう発はつ状態になった。

　重騎士の持つヘイト獲得タウントスキルだ。

　対モンスターならばヘイトを高める効果だが、対人戦で使用すると一定時間対象のターゲットを自分に強制固定する効果になる。

　回復や強化ですらターゲットを奪うばうので、それらの行為を妨ぼう害がいすることにも繋つながる。

　さらに、効果中の相手は自分と一定以上の距離を取れなくなる。相手の移動を制限し、逃とう亡ぼうを防ぐ効果もあるという事だ。

　かなり強力だが、必中ではなくレジストも発生するようになる。

　再使用時間リキヤストが30秒と高回転でもあるので、前線でこれをバンバン撒まかれると面めん倒どうな事この上ない。流石さすがはＡランク評価のスキルだな。

　だが――通常の『名乗り』よりレンジが広いような気がするな。

　こんなに届いたっけか……ああ、そういう効果のタレントや装備をしていると見た。

　なるほどこれさえ入れてしまえば、俺の自己回復を封ふうじつつ、効果レンジ外に逃にがさないようにできる。接近戦を強制してきているのだ。

　重騎士の固さは、全ジョブでもトップ。重騎士のみ装備可能な全身鎧には、物理攻撃を50％カットする効果が標準でついているからだ。

　常に盾ガードが発動している状態とでも考えるといい。

　重騎士にとっての脅きよう威いは魔ま法ほう攻こう撃げきだけだ。

　先輩は一気に俺との距離を詰つめてくる。

　一直線で、攻撃以外考えていないような突とつ撃げき。

　距離は制限しているから、俺が魔法の詠えい唱しように入っても潰つぶせる。

　物理攻撃には重騎士は滅めつ法ぽう強いから、モーションが相打ちならダメージ差で勝つ。

　ならば防ぼう御ぎよは考えず、突撃あるのみ――！

　そういうことだろう。それは一いつ般ぱん的てきな後衛相手なら非常に合理的だろう。

　だがお生あい憎にく様さま！　俺おれにとって、こういう避よける気のない奴やつは大好物なのだ。

　相手が50％ダメージカットするなら――

　相手のＨＰの２００％以上のオーバーキルをブチかませばいいだけだ！

　俺は大範はん囲いのディアジルサークルを放ち、ＭＰを空に持って行く。

「装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

　メインウェポンを『仕込杖』に変更。

「うおおおおおおおっ！」

　先輩がレンジ内に踏ふみ込んで来る！

　俺は心の中で手を合わせた。さぁ……いただきます！

「奥義――『デッドエンド』おおぉッ！」




　ズシャアアアアアァァァ！




　紫し電でんの一いつ閃せんが、全身フルアーマーの重騎士を薙なぎ倒たおす！

「何ィ!?　うわあああああああっ!?」

　先輩はピンポン玉みたいにぶっ飛び、闘場の壁かべに激げき突とつしてめり込んだ！

　おー！　壁にめり込むとか芸が細かいな！




　蓮のデッドエンドが発動。隼人に１３１１のダメージ！

　蓮は隼人を倒した。

　デュエル終しゆう了りよう！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は２勝０敗です。




　ログがそう伝えてくる。

　フッ……見たか１５０メートル級のホームランをなあ！

　こちとら飛ひ距きよ離りには自信がありましてね！

　ダメージカットされようが、その上から一撃必殺すればいいんですよ！

　これは気持ちいい勝利！　俺にとって最も相あい性しようのいい相手だったなー。

　一撃必殺できるやつが避ける気なく突っ込んでくるとか、どんなイージーモードだよ。

　１－１でク〇ボーを踏むのと何ら変わらん難易度だぜ。

　会場は一いつ瞬しゆん何が起こったかわからずシンと静まり返った後、割れんばかりの拍はく手しゆと歓声に包まれていた。

　うむ、お客さんに俺おれ達たちのロマン砲をお見せする事が出来て満足だ。

　これで皆みんなが興味を持ってくれるといいな。

『ただ今の試合は高代君の勝利でーす！　いやー高いＨＰと防御力を誇ほこる重騎士を一撃で倒すとは、会場は度ど肝ぎもを抜かれております！　解説の雪乃さん、ただ今の試合は如何いかがでしたか!?』

『やはりあの奥義が全すべてですね。重騎士の彼かれは一撃で倒されてしまいましたが、無理もないと思います。あれほどの一撃を紋章術師の蓮が繰くり出してくるなんて、全くの想定外だったでしょうから――レベル30という制限下では、あれに並ぶ攻撃手段は存在しないかも知れません。また防御手段も限られますし……あの奥義は驚異ですね。あれを持つ蓮の紋章術師は、低火力の後衛職の姿では無いですね。認識を改める必要がありそうです。ここで見れて助かりました』

『なるほど。ありがとうございます雪乃さん！　それでは次の試合に移りましょう！』

　そんな実況と解説を聞きながら、俺は控室に戻もどった。

　あきらが笑え顔がおで俺を迎むかえてくれる。

「蓮くんお疲つかれさま！　やったね！」

「おう！　まあ割と楽勝だったぜ。あきらも一回戦頑がん張ばれよ！」

「うん。頑張るよー！」

　そこに次の試合に向かうほむら先輩が通りかかった。

　先輩は俺を見て、若じやつ干かんひきつった笑えみを浮うかべる。

「や、やるじゃない君……！　相手にとって不足は無いわよ！」

「フン、ビビってるくせに何を強がってる。お前も蓮にワンパンでやられるがいい」

「お。雪乃先輩。解説はもういいんですか？」

「ああ、私の試合も近いからな。ああいうのはガラじゃないから勘かん弁べんして欲ほしいものだ」

「雪乃さん、ギルドマスターですもんね。あれもギルドマスターのお仕事なんですね」

　と、あきらが言うと雪乃先輩は首を振る。

「いや、それならギルドマスター権限で他の奴にやらせる。仲田先生からのご指名だからな……先生はうちのギルドの初代ギルドマスターだから、逆らうわけにもいかん」

「そうなんですか!?　そういやうちの学校の卒業生だって……」

「ああ、自分のいたギルドだから実況とかやって盛り上げてるのかねー」

「まあ、協力して頂けるのはありがたいんだがな。それにしても蓮、さっきの試合は良かったぞ。会場も度肝を抜かれて盛り上がっていた」

「うっす！　あれが魔改造の成果です！」

「フフフ……だが恐おそろしくハイリスクハイリターンだな。ＨＰを一気に減らしてダメージを引き上げたんだろう？　奥義を撃った後にＨＰバーが１ミリになっていた。あれで撃ち漏もらせばやられたのはお前だ」

「紋章術師でそれなりのダメージを出すには、あの方向性しかないですからね」

「相変わらずやることが極きよく端たんで蓮らしい。私があれを破って勝ってやるからな！」

「楽しみにしてますよ！」

「そうか……そうなんだ。そういうことなら、アレを――」

　俺達の会話を聞いていたほむら先輩は、何か難しい顔をして考え込んでいた。

「ふふふ、待ちなさいよ！　あんたらが戦う前にあたしが君に勝つわ！」

「馬ば鹿か言ってないでさっさと試合に行って負けてこい、アイテム集めしか能のない雑魚ざこに構ってる暇ひまはない」

「ふふん、だったらそのアイテムに頼るのみよ！　楽しみにしてなさい！」

　ほむら先輩はそう言い残し、闘場へと上がって行った。

「ま、あいつはどうでもいいが――蓮」

「へい？」

「紋章術師な。今はまだいいが、この先は苦労するかも知れんぞ」

「というと？」

「ああ。紋章術師と暗器使いを組み合わせての攻撃役アタツカー化な。私達も検討しなくは無かったんだ。これでも対人厨の集まりだからな。だがな――」

　と、先輩は少々言い辛づらそうだ。

　言いたいことは分かった。

「なるほど――結局は流行はやらなかったと？」

「ああ。全ての攻撃の銭ぜに投げ化と、暗器の自作強制仕様が運用面で大きなネックになって行ったんだ。この先レベルが上がれば加速度的に使う素材の単価も上がるし、合成レベルも上がっていく。私達には金策や合成スキル上げは辛くてな」

「ふむふむ……」

「何よりレベル帯が上がっていくにつれ、防御側に強力な手段が出てくるからな……例えば戦闘不能時の自動復活や、即そく死し級のダメージに対する無効化等だな。それらの手段に一戦闘に一回の奥義では分が悪すぎてな。全く勝てなくなって行ったんだ。それに一撃だけは確かに強力だが、紋章術師の通常攻撃は貧弱だ。総合的な火力は低い――結局、膨ぼう大だいなランニングコストのわりに、攻撃役アタツカーとしてはどうにも使い辛くてな」

「……つまり、今はいいけどこの先息切れするから、結局流行ってないって事ですね」

「すまんな、水を差すようなことを言ってしまって――」

「いや……っふふふ――逆にいいじゃないですか。そこを越こえた先に真の覚醒があるんですよね!?　わかります！　燃えてきましたよ！」

　みんなが諦あきらめた先が俺の勝負所なわけで！

　限界の向こう側ってやつだ！　ワクワクしてきたぞ！

「はははは。蓮には余計な心配だったみたいだな。やはりお前は面白おもしろいやつだよ！」

　先輩は嬉うれしそうに笑っていた。何か喜ばれたっぽいぞ。

「まあ、蓮くんですもんねー」

「ところで先輩、暗器のアーツは一戦一回しか使ってなかったんですか？」

「ああ？　それが何か……？」

「いや『ファイナルストライク』でぶっ壊こわした後、『流れ作業』付きの合成で作ればもう一回撃てるんで――」

「何!?　それは知らなかったぞ……？　それなら――いや、でもスキルの再使用時間リキヤストがあるものな……連発は――」

　俺は隣となりのあきらの肩かたにポンと手を置き、逆の手で指も差す。

「ああ、ソードダンサーか！　組めば劇的に火力を上げられる！　そうか……あきらがいるから、蓮は何のためらいもなく紋章術師をやっていられるんだなー。なるほど、紋章術師の新しい可能性……お前らなら開かい拓たくできるかもしれんな。何せ紋章術師をやっていた奴で、ソードダンサーの彼かの女じよがいた奴は知らんからな」

「ち、ちち違ちがいますよお！　別に付き合ってないです……！」

　と、あきらが顔を赤らめつつ手をパタパタ振っていた。

「あれ？　違うのか、あんなに仲がいいからてっきり……それは済まなかったなー。ああそうだ蓮、なら私が付き合ってやろうか？」

「「えええええぇぇぇっ!?」」

　俺もあきらもびっくりして声を上げ――

「…………」

　あれ、なんか横から身の毛もよだつような恐ろしい気配を感じるな……

「冗じよう談だんだよ。はっはっは。驚おどろいたか？　お前達を見ていたらからかいたくなってなー」

　先輩はにやりと笑って言った。

　あきらはふぅと大きくため息をついている。

「めっちゃビビりましたよ、今！」

「すまんすまん。どうにも私は無神経でいかんな。実はこの年になっても彼かれ氏しが欲しいとか、思ったことも無い！　ゲームが楽しくてな、はははは」
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　雪乃先輩らしいなー。サッパリした人だからな。

「いやいや、自分の楽しいことやってるのが一番ですよ」

　俺もそうだしな！

　我わが家やの教育方針が、好きなことをとことん突つき詰めろ――！　だからな。




　　◆◇◆




　というわけで――




　一回戦のその他の試合は、あきらに雪乃先輩、ほむら先輩、それから赤あか羽ばねさんは問題なく勝利していた。で、片かた岡おかは残念ながら一回戦負けと……

　赤羽さんにはすっげー冷たい目で見られていたが、それがちょっと快感だったらしく、なんか若干喜んでいた。あいつの考えはよく分からん……

　あと、ソードダンサー姿のあきらは大人気でした！

　本人はとても恥ずかしそうだったが、会場にいる男子はすげー喜んでた。

　赤羽さんもソードダンサーだから、あきらと同じで大注目を浴びていた。

　けど赤羽さんはそんな会場の空気はどこ吹く風かぜで、平気な顔をしていたのがあきらと正反対だった。

　ただ、二人とも観客のハートを鷲わしづかみにしていたのは間ま違ちがいない。

　さて一回戦はそんな感じで終了し、大会は二回戦へと移る。

　俺とほむら先輩の試合はもうすぐだ――

「次の試合を始めます！　山村ほむらさんに高代蓮君！　入場してください！」

　ギルドのスタッフの人が呼び出だしにやって来た。

「よし来た！　行ってくる！」

「頑張って蓮くん！」

　おれは準備オーケーだったが、ほむら先輩は少し慌あわてた様子だった。

「ちょ、ちょっと待ってちょうだい！　まだ準備が――必要な物が届かないの！　もう少しだけ時間を……！」

「後もつかえていますし、そういった要望にはお応こたえできません。入場を拒きよ否ひされるのであれば、不戦敗になりますが……」

　……ふーむ。

「あいたたたた！　痛い、腹が痛い――！　すいませんちょっとトイレに……！」

　と、俺は大声を上げてうずくまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　すぐに行って来いよ！」

「す、すいません――！」

　これは認められるらしく、不戦敗とは言われなかった。

　俺は一度ログアウトし、暫しばらくそのまま待った。

　多分あきらが気を利きかせて――

　ん。端たん末まつにメッセージ来た。

『ほむらさん、装備を届けてもらうのを待ってたみたい。大丈夫、もう届いたよ』

　よしじゃあ戻ろう！

「すいません！　もう大丈夫です！」

「そうか――じゃあ二人とも入場をお願いします！」

　闘場に向かう階段で、ほむら先輩が俺に話しかけて来た。

「ありがとう。待ってくれたのね、下手な芝しば居いだったけど」

「え？　けっこう上手うまいつもりだったんすけど……」

「ははは。君、雪乃の友達の割にいい奴ね。でも試合は負けないから……！」

「どんな手を用意したのか、楽しみにしてますよ！」

　みたところほむら先輩の装備は、ローブが黒一色のものから、真っ赤な羽はね飾かざりがあちこちに付いた、白基調のものに代わっている。見た目豪ごう華かでカッコいいな。

　これがその待っていたアイテムか？　俺への対策用装備――なのだろう。

　さて何が飛び出すかね――俺達は闘場に足を踏み入れた。

『さて二回戦の続いての試合は――先さき程ほどは驚きよう愕がくの一撃で魅みせてくれた高代蓮君に全覧博物館グランミユージアムのギルドマスター、山村ほむらさんの試合でーす！　全覧博物館グランミユージアムはギルドランクでもトップ10に入るほどの有力ギルドですが、ギルドマスター自らの出場とは気合が入っていますね！　解説の雪乃さん!?』

　今度の試合も、仲田先生の実況でお届けされるらしい。

『今大会の副賞のレイブラの魔筆が目当てでしょう。アイテムに目がない集団ですから。ですがアイテム収集ばかり行っているため、対人戦に関しては経験不足は否いなめません。蓮は一年ですが、プレイヤースキルは確かですし、ほむらに勝ち目はないでしょう。一撃でやられればいいと思います』

　それを聞いてほむら先輩が怒おこっていた。

「おいこらうるさいわねー！　公平に解説しなさいよ！　公平に！」

『なるほど、果たして雪乃さんの予言の通りになるでしょうか!?　私としては、ほむらさんの装備するローブが気になりますが……あれは――？』

『あれは……ほむらが使っても宝の持もち腐ぐされでしょうが――使う人間が使えば、かなり蓮を苦しめるでしょう。どんなものかは、見て頂ければわかると思います』

『なるほど分かりました、皆さん注目しましょう！』

　どんな装備なんだ――？　気になるな。

『それでは――試合を開始してくださいッ！』

　仲田先生の号令がかかる。

「ふふふ……待ってくれたのは感謝するけど、それが君の命取りになったわ。これが届いた以上は負けないからね！　かなりのレアものだけど、使わせてもらうわ！　レベル制限はあるけど、使う装備のレアリティは制限無しだもの！」

　ほむら先輩はそう不敵に笑うと、高らかに叫さけぶ。

「さぁフェニクスクロークよ！」

　号令一下、ほむら先輩は淡あわい緑色の光に覆われた。

　それは数秒の事で、光はすぐに小さく消えていく。

　そして、ほむら先輩のステータス表示には、天使の輪のようなアイコンが。

「む――！　これは……！」

　自動復活のアイコンだ！

　戦闘不能になると、一度だけ即そく座ざに復活することができるという状態だ。

　これはアイコンの右上に１の文字があるから、レベル１の自動復活だな。

　レベル１は最大ＨＰの30％回復で復活だ。

　普ふ通つうなら戦闘不能から復帰すると衰すい弱じやく状態になって各種ステータスは大おお幅はば低下する。

　だがデュエルモード時の自動復活には、衰弱がない。

　衰弱で弱体化しすぎると復活の意味も無くなってしまうが故ゆえの特別仕様だ。

　なるほどこれが対策か……！

　雪乃先輩も言っていたが、ＨＰ１からの一撃必殺スタイルの俺に、自動復活する相手は相性が悪い。一撃必殺スタイルなのに、二撃を要求されることになる。

　自動復活後即そく攻こう撃げきされると非常に危険で、俺は瀕ひん死しかつスキル各種の再使用時間リキヤスト待ちの状態で、敵の攻撃を凌しのがねばならない。

　そして奥おう義ぎ後もう一発撃うてるまで待つ間に、敵側に再び自動復活になられてしまうと、それこそもうどうしようもなくなってしまう。

『おおぉっと出ましたエンチャント効果！　自動復活がかかったようです！　そして、これが――レベル30制限下では、私の知る限り唯一の自動復活手段です！　僧侶クレリツクの自動復活魔ま法ほう習得も、レベル35です！　ただしこのフェニクスクロークは、幻まぼろしの剣けんと言われるスカイフォールに匹ひつ敵てきするレアリティを誇る装備！　さすがアイテムコレクター集団！　いい装備を取とり揃そろえていますねー！』

　ほむら先輩はにやりと不敵に笑う。

「これをミュージアムから運ばせていて、時間がかかっていたの。間に合った以上、君に勝ち目はないわよ！　さぁ覚かく悟ごしなさい！」

　自動復活のアイコンを身に纏ったほむら先輩が、魔法の詠唱を開始する。

「装備変更セツトチエンジ、セットＣ！」

　これで俺の武器装備はこうなる。




　メインウェポン　アイアンスタッフ

　サブウェポン　　なし




　狂きよう信しん者しやの杖つえはガード性能は高いが、特とく殊しゆ性能がこんなだからな――




　特殊性能：ＩＮＴ知性－60　ＭＮＤ精神－60　ＭＡＸＭＰ－50




　物理攻撃のガードには重宝するが、魔法攻撃を受けるのはきつい。

　魔ま法ほう防ぼう御ぎよに関かかわるパラメータが下がり過ぎる。

　そもそも魔法に対して、ガード性能というのは意味を成なさないからな。

　魔法をガードするならそれ用の性能が必要だ。

　一応ガードモーションを取れば、ある程度のダメージのカットは期待できるが。

　ならちょっとでもＩＮＴ知性やＭＮＤ精神の上がるアイアンスタッフをという事だ。

　ほむら先輩が、魔法の詠唱を完かん了りようする。

「『ブレイズコーティング』！」

　ほむら先輩の全身が、真っ赤な炎ほのおのエフェクトに包まれた。

　これは炎属性の強化魔法か。

　魔法の効果中は炎属性の属性攻撃を吸収し、また近接攻撃を受けると身に纏った炎が襲おそい掛かかり反はん撃げきする。

　――ということはつまり……

　今俺が先輩に『デッドエンド』を入れると、だ。

　先輩は一いち撃げきで戦闘不能⇒先輩は自動復活⇒俺には炎の反撃ダメージ⇒俺だけ戦闘不能。

　って感じになるな……これは迂う闊かつに手が出せん。

　とにかく、チャンスを窺うかがうしかないか。

　色々と確かめないと、このままでは勝負に出る事は出来ない。

　炎コーティング完了したほむら先輩が、続いて魔法を唱える。

「フレアスプリット！」

　こちらを向いた掌てのひらから、小こ振ぶりな炎の弾だん丸がんが三連射された。

　前田さんも使っていたファイアボールよりも一つ一つは小さいが、速射性が高い。

　弾たまの速さも上だし、こっちの方が実戦向きかも知れない。

　俺は放たれた弾を全てガードしておく。

　ガードの上からＨＰを削けずられるが、まだ問題はない。

　キャストタイムは大きいが、一応ＨＰ回復のポーションも持っている。

　避けようと思えば避けられたかもしれないが、ガードで得られるＡＰが欲しかった。

「どんどん行くわ！」

　再びフレアスプリットが飛んで来る。

　俺は再びガードし、弾が途と切ぎれるとディインテサークルの詠唱を開始。

　ほむら先輩の足元に展開した。

　これはＩＮＴ知性を下げるサークル魔法だ。

　この上に乗ったままなら、ほむら先輩の魔法の威い力りよくは下がる。

「ふん――！」

　先輩は唱えかけていた魔法を中断すると、サークルの範囲から走って離り脱だつする。

　まあ、簡単に逃げれるんだから逃げるわな。

　再び繰り出されるフレアスプリット。




　ほむらのフレアスプリットが発動。蓮はガード。40のダメージ。

　ほむらのフレアスプリットが発動。蓮はガード。41のダメージ。

　ほむらのフレアスプリットが発動。蓮はガード。40のダメージ。




　ダメージログが三つ連続表示される。

　少しダメージが蓄ちく積せきしてきたか――

　と、ここでほむら先輩の『ブレイズコーティング』の効果が切れる。

　――効果時間は２分くらいか。これはしっかり把は握あくしておかないと。

　すぐに張り直しのために再詠唱が開始される。

　じゃあこの隙すきに俺も――

　ポーションを使用し、減ったＨＰを回復させた。

　残りの数は少ないが、ここは使用を惜おしんでいられない。

　コーティングを張り直した先輩は、ポーションを使用する俺を見て、ならば自分もとＭＰ回復効果のマジックポーションを使用する。

　俺より明確にポーション使用のキャストタイムが早い。

　キャスト短縮のタレントが付いていると思われる。

　これでほぼ戦局は振ふり出だしに戻った。

　しかし先輩は、再び同じようにフレアスプリットを打ち込んでくる。

　本気でこちらを倒そうとするなら、違う手を持ってこないと無限ループなのに。

　俺は今度は、飛来する火か炎えん弾だんを走って回かい避ひした。

　距きよ離りもあるし、弾自体はまっすぐ飛ぶだけ。

　足を止めなければ、それほど苦労せず避ける事が出来る。

　俺が避け始めたのなら、先輩に変化があるか？

　そう思ったが、先輩は当たらないフレアスプリットを撃ち続けるだけ。

　……つまりそれでもいいと思っているわけだ。

　時間を稼かせぎたがっている？　何のために――？

「フレアスプリット！」

　俺は走ってそれを避け、今度こちらから魔法を撃つ。

「ディカリスサークル！」

　ＣＨＲ魅力を下げる効果のサークルだ。

　正直これは、下がった所で特に問題のないステータスだ。

　向こうもそう認にん識しきしているようで、別に避けずに中に留とどまっている。

　なるほどこれは意味のない行こう為いと認識されて無視られると――了りよう解かい了解。

　それはさておき、俺は思考を続ける。

　先輩の行動について、思い当たることが一つある。

　恐らく、フェニクスクロークの自動復活エンチャントの再使用時間リキヤストを待っているのだろう。

　再使用時間リキヤストが完了するまでにやられてしまうと、復活はできるが、次の自動復活をかけるには再使用時間リキヤストを待たねばならない。

　その間無防備になってしまう。それを嫌きらっているのだろう。

　先輩としては、常に自動復活がかかった状態をキープしたいのだ。

　こう見えて、慎しん重ちような性格をしている。

　さっきの一回戦で『デッドエンド』を見ているから、警けい戒かい心しんの表れなんだろう。

　なら、行動パターンを変えて来た時が、先輩が安心して攻撃に移れる時といえる。

　すなわち再使用時間リキヤストが完了したサインだ。

　俺はそれを待つ事にしよう。

　それによって、自動復活エンチャントの再使用時間リキヤストがどのくらいかが分かる。知っておいて損はない。

「よし――『ファイナルストライク』……！」

　俺はスキルの『ファイナルストライク』を単体で発動しておく。

　次の一撃で武器が消しよう滅めつするが大ダメージなわけだが――

　実はこれ『次の一撃』をいつ出すかは、時間的にかなりの余よ裕ゆうがある。

　ワタクシの検証成果によりますと、30分は大丈夫だ。

　どう検証したか？

『ファイナルストライク』発動⇒Ｎ分待機⇒『抜ばつ刀とう術』のルーティーンだ。

　Ｎを１ずつカウントアップしていきながら、『抜刀術』後に武器が壊れない分ぶん岐き点てんを探すだけ。実に単純な作業である。

　ええ、『仕込杖』は都合30個壊れましたが何か？

　しかしその甲か斐いあって分かった事。

『ファイナルストライク』後の一撃の猶ゆう予よは30分あり、スキル自体の再使用時間リキヤストは５分だ。

　つまり――『ファイナルストライク』⇒５分の再使用時間リキヤスト待ち⇒大ダメージ攻撃⇒『ファイナルストライク』⇒大ダメージ攻撃という、疑ぎ似じ的てきな二連打は可能という事だ。

　一度目の『ファイナルストライク』後、攻撃を出さなくてもスキルの再使用時間リキヤストのカウントは進むのである。５分待機で発動をずらすのがミソになる。

『ファイナルストライク』の発動ずらし連打とでも名付けよう。

　先せん輩ぱいが自動復活の再使用時間リキヤストを待つなら、俺も待たせてもらう！

　そこからも暫く、先輩による遠えん距きよ離りからの魔法攻撃が続き――

　やがて、戦せん闘とうが始まって５分ほどが過ぎた。

「らちが明かないわね！　もっとこっちから行くわよ！」

　ほむら先輩が、とうとう本気で動き始めた――！

「行くわよ！　本気でね――！」

　先輩が魔法の詠唱を終える。

「『ヴォルカニック・フレイム』！」

　聞いたことのない魔法だった。

　ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブックにも載のっていないはずだ。

　魔法が発動すると、俺の頭上の空中に炎で形成された巨きよ大だいな獅し子しの顔が現れる。

　怒いかりに牙きばを剥むく凶きよう暴ぼうな表情だ。

「おお――！」

　かっけぇ！　前田さんの竜言語魔法のディアボリク・ハウルみたいだな！

「いっけええぇぇぇ！」

　ほむら先輩の号令一下。

　炎の獅子は上空から、猛もう然ぜんと急降下してくる。

　ただガードするのは芸がない、動きを見み極きわめなければ。

　それを確かめるため、俺は斜ななめ後うしろに走った。

　軌き道どうから逃げれば、逃げ切きれる代しろ物ものなのか？

　それともソウルスピアのような誘ゆう導どう弾だんか？

　俺は『ヴォルカニック・フレイム』に注目しながら距離を取る。

　炎の獅子は地面にモロに着ちやく弾だんし――




　ドゴオオォォォンッッ！




　耳をつんざく爆ばく音おんと共に、盛大に弾はじけ飛とんだ。

　着弾位置からかなりの広こう範はん囲いに渡わたって、爆ばく発はつの炎が広がって地面を焼く。

　当然、俺もその範囲内ないだった。

　ガードも間に合わず、モロに魔法を浴びた。




　ほむらのヴォルカニック・フレイムが発動。蓮は４２２のダメージ。




「ぐぅ……！」




　いてぇ……！　半分持って行かれるか！

　次はきっちりガードしないとな。いきなり爆発とは予想外だった。

　あんな広範囲に爆発されたら、余波を避けるのは――

　いや、あれなら――

　いやいや、後の事を考えると、基本ガードをしておくのがいいだろう。

　仲田先生の実じつ況きようが入る。

『おぉっと出ました、アレはボスモンスターからのドロップ限定のスクロールで習得するレア魔法ですね！　さすがいい装備を揃えているぅー！』

『とてもレベル30で取れるような魔法ではないのですが――習得自体はレベル30から可能ですからね。このレベル帯では破格の攻こう撃げき魔ま法ほうになるかと』

　雪乃先せん輩ぱいも調子を合わせていた。

「もう一発！　『ヴォルカニック・フレイム』！」

　今度はただじゃ喰くらわん――！

　俺はほむら先輩の詠えい唱しようを見て、彼女に向けて走っていた。

『ヴォルカニック・フレイム』の炎はかなり広範囲に拡ひろがるからな。

　これに巻き込む――！




　ドゴオオォォォンッッ！




　ほむらのヴォルカニック・フレイムが発動。蓮はガード。３４３のダメージ。

　ほむらのヴォルカニック・フレイムが発動。ほむらは３２２回復した。




「あっ!?」

『ブレイズコーティング』の効果だ！　うっかり忘れていた。

　いや、どうせこっちは先輩のＨＰなんて１ミリも削っていない。

　だから損したわけではないのだが――

　しかしシンプルに強力な戦術だ。

　事故防止のために自動復活をキープしつつ、自分に炎バリアを張って広こう範はん囲い魔ま法ほうで爆ばく撃げきと。あの広範囲をバラ撒まきつつ、自分だけ回復してしまうのが非常にずるい。

　対策としては強力な攻撃で瞬殺を狙ねらいたいが、自動復活するのだ。

　ある意味力任せのごり押おし戦術なのだが、やることがシンプルな分、誰だれにでも実行できそうで、汎はん用よう性せいが高い。

　そこまで対人に慣れていないから、シンプルに強力なものを――という事だろう。

　ほむら先輩やるなあ！

　細かい読み合いとか駆かけ引ひきを拒否して、戦術で勝ちに来たな！

　俺おれのＨＰは残り１００を切った。すっかり追おい詰つめられてしまった俺だが、万ばん策さく尽つきたわけではない。
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　ここからの逆転――狙えないわけじゃない。

　脳内シーケンスには、勝ちルートがちゃんと記き載さいされている！

「次で最後よ――！」

　ほむら先輩が『ヴォルカニック・フレイム』の詠唱に入る。

「ちょっと待った！」

　俺は射程内に接近すると、既すでに発動済みのファイナルストライクを乗せ、暗器アーツの『影かげ矢や』を使用する。

「うっ……!?　くぅくぅ……」




　蓮の影矢が発動！　ほむらに75のダメージ！

　ほむらは眠ねむりに落ちた。




　よし効いた！

　先輩の動きを止めると、すぐに『吹ふき矢や』を再合成した。

『おっと、ほむらさん眠ってしまった！　これは高代君大チャンスだ！　奥義ぶっぱが来るかっっ!?』

　いや――ここは待機！

　１でもダメージを与あたえるとすぐに睡すい眠みん効果が切れてしまうのだ。

　ここで『ファイナルストライク』の再使用時間リキヤスト待ちが終しゆう了りようした。

　よし次が打てるぞ、タイミングばっちりだ！

　そしてさらにもう一つの現象を待つ――

　先に来い先に来い！　先輩が起きる前にな――！

　そして俺の願い通り、それはやって来た。

「よし！」

　俺は即座に、脳内シーケンスの続きを実行に移しにかかった。

　条件は揃った！

「装備変更セツトチエンジ、セットＣ！」

　これで俺の遠えん隔かく装備がこうなる。




　レンジウェポン　吹き矢（ＯＥＸ）

　矢や弾だま　　　　　　眠りの矢




　あとは待つだけ――

　何を待つかと言うと、ほむら先輩が眠りから覚めるのを待つ。

『おっと高代君は動きませんね？　今のうちに攻撃に出るわけでもなく、回復をするわけでもありません……！　何か狙いがあるのか!?』

　その通りです、先生！　俺はしばらくじっと待機し――

　やがて、このログが見える。




　ほむらは眠りから回復した！




「んっ!?　くっ！　どうなって――！」

　俺は間かん髪はつ入いれず、魔法の詠唱を始める。

「『ディカリスサークル』！」

　サークルの範はん囲いは極大化で、ほむら先輩も範囲に入るように。

　一気に俺のＭＰは空になった。

　サークルは発動したが、ＣＨＲ魅力を下げる効果なので意味はない。

　そのため、ほむら先輩はその場を動かない。先程からそうだった。

　更さらに俺は迅じん速そくに次の行動を取る。

「奥義『ソウルスピア』！」




　バシュウウウウゥ！




　紫むらさき色いろのレーザー光線エフェクトが飛び出す！

「なっ――!?」

　先輩は複雑な軌道で迫せまって来るレーザーに一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　だが――

『ソウルスピア』は『ディカリスサークル』の中に入れない。

　ぐるぐると周囲を回り始める。

　この間あきらとの検証で確かく認にん済みの現象だ。

『ソウルスピア』のレーザー光線は、サークルを障害物と見なし避さけようとする。

　若じやつ干かんバグ臭い挙動だが、そういうものである以上はそのように使わせてもらう！

　先輩は『ソウルスピア』の挙動に気を取られ、状じよう況きようを見るだけになってしまっている。

　サッカーに例えるとボールウォッチャーだな。

　俺はその隙にも止まらず、今度は『仕込杖』を合成した。

　そしてそのまま、ほむら先輩目がけて走り込む。

「む――！」

　俺の行動に気が付いた先輩が、『ヴォルカニック・フレイム』を詠唱する。

　奥義を撃ったばかりの俺のＨＰは１だ。

『ヴォルカニック・フレイム』で巻き込んでしまえば決着がつく。

　これまで俺は『ヴォルカニック・フレイム』をせいぜいガードするだけで、一度だって無傷でいられたことは無いのだから、当たるはずだ――先輩はそう考えたのだ。

　その考え、行動が俺の狙い通りだ！

『ヴォルカニック・フレイム』発動。巨大な炎の獅子の顔が降ふって来る。

　それが地面スレスレに迫ったところで――

　今だ！

「『ウィンドミル』！」

　杖のアーツで、杖をすくい上げながら昇〇拳のように飛び上がるアーツである。

　それで俺は、空中に高く飛び上がる。




　ドゴオオォォォンッッ！




『ヴォルカニック・フレイム』が着弾。

　俺のログウィンドウには一行だけが追加される。




　ほむらのヴォルカニック・フレイムが発動。ほむらは３２６のダメージ！




　俺は『ウィンドミル』で飛び上がったため爆発を回避でき、無傷だった。

　これまであれをガードしていたのは、この土ど壇たん場ばの行動を読まれないためだ。

　一度見せてしまうと、この可能性があると先輩を警けい戒かいさせてしまうから。

「くううぅっ……！　そうか、効果が切れて――！」

　そう、今の先輩は『ブレイズコーティング』の効果が切れていた。

　先さき程ほど先せん輩ぱいが眠っている間に俺が待っていたそれとは『ブレイズコーティング』の効果切れだ。

　先輩が起きてバリアを張り直す前に、一気に攻せめ込んだのだ。

　そして『ヴォルカニック・フレイム』に先輩だけを巻き込み、ダメージを与える。

　そうすれば――！

「くっ――！　回復っ！」

　先輩はポーションを使おうとするが、その前に『ウィンドミル』で飛び上がった俺が、すぐ側に着地する。

　すでに空中で、武器は仕込杖に変更済みだった。

「くらええぇぇっ！」

　着地して即座に、ＨＰ１状態での暗器アーツ『抜刀術』を発動！

　鋭するどい銀閃が走り、ほむら先輩をモロに捉とらえた。

「きゃあああぁぁっ!?」




　蓮の抜刀術が発動。ほむらは４５２のダメージ！




　一いつ閃せんを受けた先輩は大きく吹っ飛び、地面に叩たたきつけられる。

　攻撃のダメージにより、ＨＰは０になった。

　しかし先輩には自動復活がかかっている。

　淡い色の優やさしい光に一瞬包まれると、ふわりと浮うくように起き上がる。

　レベル１の自動復活は、最大ＨＰの30％回復で復活だ。

「やるわね――！」

　起き上がると、先輩は即座に自動復活の掛け直なおしを行おうとする。

『抜刀術』で吹っ飛んだ先輩と俺には、割と距離が出来ていた。

　このままでは、また自動復活モードに入ってしまう。

　が――！

　先輩の足元に注目！　そこに光の文様はなく、ただの地面だ。

　つまり――先輩は既に、展開されたディカリスサークルから出ていたのだ。




　バシュウウゥンッ！




　紫色のレーザー光線が先輩を穿うがつ！

　サークル外で出待ちしていた『ソウルスピア』が、ここぞとばかりに仕事をしたのだ。

「な――!?　そんな……！」




　蓮のソウルスピアが発動。ほむらに２５１のダメージ！

　蓮はほむらを倒たおした。

　デュエル終了！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は３勝０敗です。




「「「おおおおおおおおおおおっ!?」」」

　会場がどよめきに包まれる。

『おっと決まったああぁぁ！　高代君の勝利です！』

　仲田先生の実況が響ひびいた。

「よおっしゃーああぁぁ！　勝った！」

　正直結構危なかったぞ！　けど緊きん張ちよう感あって楽しかったな！

　初回撃げき破は後に自動復活再使用を封ふうじて勝つには、その隙を与えず連続攻撃で仕留める他ない。

　そこで『ソウルスピア』がサークルに入らない現象を利用しディレイをかけ、一度撃破後即そく入るように調整した。

　自動復活レベル１はＨＰ30％回復だから『ソウルスピア』で十分倒せると判断した。

　そして『ソウルスピア』がとどめになる都合上、初回撃破は『抜刀術』頼だのみになる。

　ＨＰ１の素撃ちではダメージが足りないため、ほむら先輩の『ヴォルカニック・フレイム』に協力頂いたというわけだ。

　これが、俺の脳内シーケンスによる勝ちルートの概がい要ようだ。

　我ながらバッチリはまってくれたな！

『いやー見事な一連の流れでしたねー！　どうでしたか解説の雪乃さん!?』

『見事と言う他はありませんね。最後の一連の流れ――あれを全すべて蓮は計算していたでしょう。速さと正確性を兼かね備そなえた思考力に、大だい胆たんな実行力……やはり対人戦のセンス抜ばつ群ぐんです。私も相手にとって不足はありません。試合が楽しみです』

　そう解説する雪乃先輩の表情は、本当に嬉うれしそうだった。

　楽しそうで何より――しかし次のバトルは、今回以上に大変そうだな。

　よし、気合入れていくぞ！　相手は雪乃先輩だろうからな！







第４章　２００万ミラ分の『Ｖ』







「蓮れんくん！　おめでと～！　凄すごかったね、最後のコンボ！」

　控ひかえ室しつに戻もどると、あきらは興奮気味に俺を迎むかえてくれた。

「フフフ――見たか!?　我ながら上手うまく行ったぜ！」

「うんうん！　かっこよかったよ～！　置き『ソウルスピア』からの自じ爆ばく誘ゆう導どうプラス『抜刀術』で一機減らして、復活した瞬しゆん間かんに遅おくれて『ソウルスピア』が着弾！　自動復活の張はり替かえ前に二機目撃破！　だよね！」

　一目で完全に俺の狙いが理解できているあたり、さすがマイベストフレンド。

「あれだけアクションしながらよくそこまで考え付くよねー！　最後に『ソウルスピア』が当たるとことか、孔こう明めいの罠わな！　って感じで、見てて気持ちよかった～！　『ソウルスピア』のレーザーがもう関かん羽うに見えたよね！」

　目を輝かがやかせ、ちょっとぴょんぴょんしつつ語るあきら。

　どうも、俺の戦いっぷりがお気きに召めしてくれたらしい。

　何だかんだ、あきらに喜んでもらえるのは俺としても嬉しい。

「ははは――『げぇっ、関羽！』って？」

　こんなに可愛かわいいのに、嬉き々きとして三国志ネタぶっこんでくるのはどうかと思うが？

　いやまあ付き合うけどな。

「そうそう。ほむらさんの心境的にはきっとそうだよねー」

「ま、これもちゃんと検証しといたお陰かげだぜ。『ソウルスピア』がサークルを避けるのを知らないと、できない作戦だったからな。付き合ってくれてありがとさん」

「どーいたしまして♪」

　パチン。と俺おれ達たちはハイタッチを交かわした。

　そこに、ほむら先輩が近づいてきた。

「高たか代しろ君、ちょっといい？」

「あ、ほむら先輩。お疲つかれ様さまっす」

「うんお疲れ。君……強いわね。雪ゆき乃のが認めるだけはあるわ――」

「ああ、どうも」

「悔くやしいけど、潔いさぎよく負けを認めるわ。で、君にお願いがあるの」

「はあ、何っすか？」

「次はきっと君と雪乃の試合になるでしょ？」

「でしょうね」

　今雪乃先輩は試合中だが、まあそうなるだろうな。

　実質ここがラスボス戦になる予感がする。

「お願いだから、絶対あいつに負けないでよ！　あたしが負けてあいつが勝ったら、後で調子に乗りまくってウザいのよ！　どっちも負けなら引き分けノーカンだからね！」

「はははっ。まあ負ける気は無いんで頑がん張ばりますけど――」

　雪乃先輩相手だからなー。

　絶対勝てるかと言うとちょっとあれだな。

「いいえ勝って貰もらわないと困るわ！　あたしの精神衛生上ね！　というわけで君に力を貸すわ！」

「？　力を貸す？」

「ええ。これを試合に使って勝って！」

　と、ほむら先輩は俺にアイテムを手て渡わたしてくる。

　それは――




　ハヤブサの極光石


　　種類：鉱石

　　説明：合成素材。武器に混ぜ込んで鍛きたえ上あげる事で、

　　　　　ハヤブサのように素す早ばやい攻こう撃げきを可能とする魔ま力りよく鉱石。

　　　　　非常に希少で、産出されること自体が稀まれである。






「！　うぉ！」

「!?　ええっ！　これは――！」

　俺も、見ているあきらもびっくりしていた。

　これはめちゃめちゃ高いアイテムだぞ！

　ギルドショップ街で見かけたやつは、どれも２００万ミラを下らない値段だったのだ。

　効果は説明の通りの合成素材なのだが、武器と合成することによってその武器に二回攻撃の力を与えるのだ。

　一つの攻撃モーションで、二ヒットするようになる。

　皆みんなの憧あこがれ、二回攻撃武器の作成用素材なのである。

　非常に希少で、ショップに出回ること自体稀だが、出たら出たで相当な高値だ。

　それをポンと渡してくるとは――!?

「ちょっと待ってくださいよ！　こんな高いもん貰えねーっすよ！」

「遠えん慮りよすることはないわ。それを使った武器であいつをぶっ飛ばして！」

「でもですねえ……俺が使うとこれ仕込杖つえになるんですよ。奥おう義ぎで壊こわすことになるっす」

「知ってるわよ。それで勝つならいいじゃない。あげるから使ってよ」

「さ、さすがにもったいねえな……」

　一発２００万ミラの奥義が完成してしまうんですが――

　いやいや恐おそろし過ぎるだろ！

　今俺１３０ミラしか持ってないんだぞ！　換かん金きんして２００万ミラ欲ほしいぞ！

　それか俺じゃなく、あきらのスカイフォールをこれで強化したいなー！

　その方が絶対長期的な視点で有意義だろ！

「あ、流石さすがに別の事に使ったり換金したりしたら怒おこるわよ。あくまで対雪乃用だからね。ほら、後あと戻もどりできないように今武器に合成しちゃってよ。見てるから」

「う、うむむむむ……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。こう見えてもアイテム厨ギルドのギルマスなのよ。その位あげてもどうって事ないわ。それより君が勝つ方が重要なの」

『ハヤブサの極光石』を組み込んだ仕込杖か――

　そしてそれで撃うつ『デッドエンド』――

　ロマン砲ほうに２００万ミラの現ナマが上乗せされた姿か……確かに見てみたくはあるな。

「なああきら、どう思う？」

「んー？　まあ単純な興味としては見てみたいけどねー……」

　だよな。そこはそうだ――

　うーん。うーん。うーん……

「よし――分かりました！　やります！　ありがとうございます！」

　結局好こう奇き心しんに負けたぜ！　見たいものは仕方ない！

　フフフ……ワクワクして手が震ふるえてきたぞ！

「うん。よろしいっ！　じゃあ合成してみてね」

「うっす！」

　俺は簡易鍛冶かじツールセットを起動した。

　そして、『アイアンソード』と『ハヤブサの極光石』を合成する。

　合成に要求されるレベルはそう高くはなく、すんなりと成功した。

　そして――二回攻撃が付加された『アイアンソード』が完成する。

　その名も『隼はやぶさのアイアンソード』。

　説明にも二回攻撃と記載されていた。

「よし。『仕込杖』への合成はバトル中にやりたいんで――」

「うん。いいわ、しっかり使ってね」

「はい」

『仕込杖』化した時の性能でも見てみようか。

　合成メニューで『隼のアイアンソード』と『アイアンスタッフ』の組み合わせを選ぶ。

　合成結果予測の情報は、『仕込杖』のままだ。

　が――暗器アーツの表記に違ちがいがあった。

「ほほう――！」

「おおおおっ～！」

　俺もあきらも驚おどろきの声。

　普ふ通つうなら『抜刀術』なのだが――。




　抜刀ツバメ返し（消費ＡＰアーツポイント　０）


　〈効果〉　暗器技わざ　不意を打つ強きよう烈れつな抜ぬき打うちの後、高速の切り返しを放つ

　　　　　　２回攻撃　１戦闘に１回のみ発動可能　現ＨＰが低いほどダメージ上じよう昇しよう

　　　　　　防ぼう御ぎよ力りよく無視　スウェイ不可






『抜刀ツバメ返し』とか！　やばいな、なんかカッコよさげだぞ……？

　隼なのにツバメとはこれ如何いかにって感じだが、仕様なので仕方ない。

　ゲームの世界は仕様が正義ですからな。

　野球で言う審しん判ぱんがルールブックみたいなもんだ。

「いいね！　何か厨二力が上がった感じがするよ！」

「おー！　どんなんか楽しみだな！」

「で、こいつを奥義にしたらどうなるのかしら？」

「どれどれ――」

　一度画面に出したアーツやスキルなら『スキルチェーン』で合成候補にできる。

　俺は『ターンオーバー』『ファイナルストライク』『抜刀ツバメ返し』をセット。

　そして――




　デッドエンドＶ（ターンオーバー⇒ファイナルストライク⇒抜刀ツバメ返し）




　ほほほーう！　来たぞこれ！　このＶに２００万ミラの価値があるわけだな！

　こうなったら俺は撃つからな！

　ダブルミリオンの花火をぶっぱしてやるぜ！

　さぁ――次の試合が楽しみになって来たな！




　　◆◇◆




　さて俺以外の二回戦の結果だが――

　まあ雪乃先輩は当然勝利。やっぱり次は俺と雪乃先輩になったな。

　で、あきらもしっかり勝ち残っている。流石さすがマイベストフレンド。

『スカイフォール』の剣けんから衝しよう撃げき波はを発する攻撃性能。

　タレント『闘神の息い吹ぶき』によるＡＰアーツポイントの自動回復。

　同じく『ＡＰアーツポイント限界突とつ破ぱ』によるＡＰ最大値の上昇効果。

　そして『スキルチェーン』による奥義で大ダメージも取れる。

『スカイフォール』の衝撃波で敵を牽けん制せいしつつ『闘神の息吹』でＡＰを蓄ちく積せき。

　それをかいくぐって相手が近寄って来た所を、溜たまったＡＰアーツポイントによる奥義で迎げい撃げきというカウンター気味のスタイルがバッチリはまっていた。

『スカイフォール』の牽制力とＡＰアーツポイント自動回復が好こう相あい性しよう過ぎる。

　相手があの衝撃波に手を焼いている隙すきに、あきらはどんどんＡＰアーツポイントが溜まって奥義による処しよ刑けいＯＫ状態になってしまうからな。

　多少攻撃を貰ってもダンスで即回復だし、やっぱりソードダンサーは強いな。

　ただ、今日は『エリアルクレセント』は自重しているみたいだが――

　使わないのか聞いたら『こんな所で使えるわけないよ！』ってジト目で睨にらまれました。

　何はともあれ、逆サイドであきらも順調に勝ってくれて何より。

　できれば決勝であきらと戦えるといいな。

　あと、あきらのリアル知り合いの赤あか羽ばねさんも残ってた。

　俺か雪乃先輩の勝った方が、次彼かの女じよと当たるっぽいかな。

　――と、そんな状況だ。

　そして俺と雪乃先輩は、闘場への階段を並んで上っている最中だった。

　これから、俺と雪乃先輩の試合が始まるのである。

「いよいよだなあ、蓮！　いい試合をしような！」

「お願いしまっす！」

　グータッチ。お互たがいの健けん闘とうを祈いのる！

「ふふふ……このゲームはいいよなあ。何せ本当に人やモノを殴なぐったり斬きったりする感かん触しよくがするんだからな。他のどんなゲームの対人戦より刺し激げき的てきだよな？　ふふふ……」

「いや怖こわい怖い！　なんか物ぶつ騒そうなんですが！」

「む？　おおすまんすまん。ワクワクし過ぎてな」

　だ、大丈夫かな？　この人……若干心配になって来たぞ！

「まあ、とにかく全力でかかって来るんだぞ！　何の遠慮もいらんからな」

「はい、そのつもりです！」

　言われなくても、２００万ミラの花火をぶっぱなすつもり満々です！

　出来るんだから、やらない手はない！　俺自身撃ってみたいしな。

　それに『レイブラの魔ま筆ひつ』は俺達に必要だ。

　目的のためなら容よう赦しやのない残ざん虐ぎやくファイトだろうが、俺はやってやる！　鬼おにになるぜ！

　俺達が登場すると、会場がわっと歓かん声せいに包まれる。

『さぁ！　続いての試合は、紋もん章しよう術師でここまで勝ち上がった期待の超ちよう新しん星せい、高代蓮君対この大会を主しゆ催さいする神秘の武技ミステイツク・アーツのギルドマスター山やま村むら雪乃さんの対決です！　今大会屈くつ指しの好カードと言えるでしょう！　プレイヤー解説の青あお柳やぎあきらさん、どうですか？』

　そう、さっきあきらが放送席に連れて行かれてたんだよなー。

『えーっと……そうですね、二人ともプレイヤースキルがすごく高いですし、ハイレベルな試合が期待できると思います。わたしも楽しみです』

『なるほど、ではどちらが有利と予想されますか!?』

『分かりません。どちらも頑張ってほしいですね』

『おっとぉ！　模も範はん的てき回答ですが、実は高代君を応おう援えんしているんですよね!?』

『え……？』

『お二人は入学以前からのゲームフレンドらしくとても仲が良く、今では付き合っているようにしか見えないとのもっぱらの噂うわさですが？　彼かれ氏しを応援するのは当然かと！』

　との先生の実況に、会場がざわざわし出した。

「何ィ!?　久しぶりに現れてくれた美少女ソードダンサーなのに……！」

「俺達のあきらちゃんがああああぁぁぁっ！」

「リア充は死すべき――！　死すべき――！」

「爆発しろおおおおおぉぉ！」

　うっ。何か俺の方に殺気が向いて来るんですけど！

　もう既にこの会場では、あきらと赤羽さんはアイドル的人気だからな。

『ち、ちちち違いますって……！』

　あきらは否定するのだが、観客のヘイトは俺に向いたままだった。

　そんな中、観客席でスッと立ち上がった男がいる。

「馬ば鹿かな事言って騒いでんじゃねえぞ！　あいつらはそんなんじゃねえんだよ！　付き合う付き合わないなんぞどうでもいい、崇すう高こうな関係なんだ……！　分かるか!?　青柳さんは高代のHimechanなんだよ！　あいつは従者頑張ってるだけだ！　馬鹿にするやつは俺が許さねぇぞ！」

　まあ、発言内容から容易に想像はつくが――

　うん片かた岡おか。お前観客席にいたのな。

　庇かばおうとしてくれてるらしいのはいいんだが……意味が分からんぞお前。

「なるほど従者なら仕方ない」

「おｋ。理解した」

「そういう事なら許可する」

「お仲間かよ。そうか、頑張るがいい」

　通じたあああぁぁぁ！

　何、みんなHimechanが一人はいるのが普通なのか!?　んなわけないよな？

　何かよく分からんが、観客のヘイトは抜けたらしい。一応片岡ナイス！

「ははは。大変だなあ、蓮も」

「……やれやれ、って感じですね」

「まあいいさ、それでは私達たちのバトルを始めるとするか」

「ですね！」

　俺と雪乃先せん輩ぱいは、少し距きよ離りを取り向かい合った。

　さぁて――雪乃先輩は魔ま剣けん士しだ。

　攻撃役アタツカーで一番の優ゆう遇ぐうジョブである。

　装備できる武器は短たん剣けん、片手剣、片手斧おの、片手棍などの片手武器全ぜん般ぱん。

　ステータス的にはＳＴＲ筋力は並み以上、ＤＥＸ器用やＡＧＩ敏捷はかなり高く、素早い上に攻こう撃げき力りよくもある感じだ。

　更にいくらかの攻撃魔ま法ほうも扱あつかえるためＩＮＴ知性も低くはない。

　ステータス的に見るとスピード型の魔法剣士って感じか。

　魔法剣士ってみんな好きだよな。

　だが、それだけでは人気ＮＯ１攻撃役アタツカーの座を決定づけるには弱い。

　何がいいのかと言うと――

「さあやろうか、蓮！」

　先せん輩ぱいは左右の手に一本ずつ、得え物ものである両りよう刃ばの片手斧を構える。

　そう、左右に一本ずつ――だ。

　魔剣士最大の特とく徴ちようはやはりこの『二刀流』である。

　そう――みんな大好き『二刀流』ですよ！

　やっぱりどんなゲームでも強いし、優遇の象しよう徴ちようと言うか、むしろ『二刀流』が存在してるゲームで、それが弱かったら文句が出るレベルだ。

　これはもはや国民的人気スキルと言っても過言ではない。

　誰だれもこれが弱いのは望んでないんだよ。まあカッコいいしな。

　だが――俺にとっては、どんなゲームでも立ちふさがる目の上のタンコブだ！

　許すまじ――！　またもや俺の前に立ちふさがるか『二刀流』め！　負けんぞ！

「はい。ダメジョブマイスターとして『二刀流』には負けられないんで！」

　俺も『狂きよう信しん者しやの杖』を構えて戦せん闘とう準備。

　――で、魔剣士についての続きだが、まずレベル１から『二刀流』が使える。

『二刀流』モーションは攻撃が素早く、手数が稼かせげるためＡＰアーツポイントの溜まりが良く、アーツを高回転で撃てる。
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　また、攻撃のモーションパターンが一刀時より複雑で読みづらくなるため、特に対人戦ではその事が有利に運ぶ。

　常に相手に対し、左右のどちらが出てくるかという択を突つきつける事が出来るのだ。

　装備できる武器種類も多く、モーションもそれにより変わって来る。

『二刀流』自体は、他にも覚えるジョブがあるが、レベル１からは魔剣士だけだ。

　装備武器の種類も魔剣士が一番多い。

　そして、そこをスタートに魔剣士専用の『魔ま剣けん術じゆつ』の存在がある。

　これはＡＰアーツポイント消費で様々な効果を引き出す専用アーツ群と言っていい。ソードダンサーのダンスみたいなものだ。

　これにより武器に魔ま法ほうの力を付ふ与よして攻撃能力を引き上げる事が出来、まず火力が全攻撃役アタツカーの中でもトップを争うレベルだ。

　更に『魔剣術』の中には『シャドウスレイブ』なる補助技もあり、これが地味にこのジョブの性能を爆上げしている。

　単体攻撃に対し、発動率１００％の分身回かい避ひ技わざなのだ。

　ＡＰアーツポイント消費技なので再使用時間リキヤストが短く、ＡＰアーツポイントの続く限り分身が維い持じできてしまう。

『二刀流』でＡＰアーツポイントの溜まりがいい魔剣士なので、常に分身を維持することは難しくない。

　そしてバトルでタゲを取ってしまっても、分身で回かい避ひしてしまうため盾役タンクにフォローしてもらわなくてもやられることがない。

　攻撃力と生存能力を兼けん備びしているため、前衛を魔剣士で固めれば、盾役タンクすらいらないかも知れない。

　正直『シャドウスレイブ』を維持しながら『二刀流』でズバズバ殴っているだけですげー強いのだ。

　どうせ分身で回避するからタゲを取っても構わない。

　どうせ分身で回避するから余計なガードモーションなど考える必要もない。

　むしろその間攻撃に専念できるから、余計にダメージが伸のびるのだ。

　うーん『シャドウスレイブ』やべえなー。

　みんなこいつが悪いよ、こいつが。

　そんな甘あまえに甘えた脳死プレイでもパフォーマンスを発揮するし、『二刀流』と装備武器の豊富さは多た岐きにわたるモーションパターンを提供してくれるので、雪乃先輩みたいな対人厨のやり込みにも応こたえてくれるという、初心者にも玄人くろうとにも愛される人気ジョブだ。

　俺おれみたいに、ボンクラーズに拘こだわろうという思考は先輩にはないからな。

　いいレーサーがいいマシンを選ぶのは、ある意味当たり前だろう。

　弱点は前衛にしてはＶＩＴ耐久やＨＰが低めで低耐久なところと、『シャドウスレイブ』の分身は範はん囲い攻こう撃げきを貰うと全部消えるというところだな。

　調子に乗ってタゲを取りまくっていると、範囲攻撃で分身剥はがされてからの高威い力りよくアーツで事故死みたいな事はあり得る。

　純じゆん粋すいな盾役タンクと違って打たれ強いわけではないから。

　とはいえそれで人気ＮＯ１攻撃役アタツカーの座が揺ゆらぐ程ほどでもない。

『それでは、二人とも準備はよろしいですね！　デュエルスタート！』

　仲なか田た先生の号令。カーンとゴングの音が響き渡わたる。

　わっと客席から歓声が上がる。

「行くぞ！　蓮！」

「うっす先輩！」

　さて今回の俺の作戦は――勿もち論ろん決まっている。

　先・手・必・勝！

　魔剣士の雪乃先輩相手にＡＰアーツポイントを溜めさせてしまうと『シャドウスレイブ』による分身が来る。

　まだＡＰアーツポイントの溜まっていない試合開始直後こそ、一番のチャンスなのだ。ここは俺は仕し掛かけるぞ！　一気に行く！

　想定シーケンスは眠ねむりの矢を仕込んだ『ソウルスピア』からの『抜ばつ刀とうツバメ返し』だ。

『ソウルスピア』から『抜刀術』だと削けずり切れないが、『抜刀ツバメ返し』なら削り切れるはずだ！

　２００万の花火こと『デッドエンドＶ』も撃ちたいが『ソウルスピア』で動きが止められる分こちらが確実性で上だろう。

　そこは冷静に勝てる戦い方をするぞ、俺は！

「よし奥義――！」

　と発動させる前に――

「ふっ！」

　雪乃先輩がアイテムを使用した。

　それは――『毒薬』だった。

　自分自身が毒になるアイテムだ。

　毒になると数秒おきにＨＰがスリップする。

「あっ！　くっそ！　やられた……！」

　ああこれは、『ソウルスピア』はだめだな……！

　眠り状態は、ダメージを負うつまりＨＰが１でも減ると解除される仕様だ。

　つまり、毒状態なら眠ってもすぐ起きてしまう。

　雪乃先輩はそれを利用して――

　眠らせてからの大ダメージ攻撃のパターンを潰つぶしに来たのだ。

「眠っている間にやられるなど、つまらんからな！　真っ向から殴り合おう！」

　先輩は不敵に笑うと、今度こそ真っ向から突っ込んで来た。

　雪乃先輩は二丁斧を構えた前ぜん傾けい姿勢で、一気にこちらの間合いに走り込んでくる。

　先輩は水色ポニテのモデル体型の美人だが、それがいかつい二丁斧スタイルでキメているのは、何と言うか独特のカッコ良さがあった。

「はああぁっ！」

　肉にく薄はくしてきた先輩は、右の斧を振ふりかぶり叩き下ろして来る。

　――ガード！




　雪乃の攻撃。蓮は攻撃をガードした！




　よしナイス『狂信者の杖』！　さすがのガード性能だな！

　攻撃をガードされた場合、攻こう撃げき側がわの取得ＡＰアーツポイントは０だ。

　ガード側も基本０なのだが、俺は『パリィリング』装備なのでＡＰアーツポイントが溜まる。

　続く左の打ち下ろし、右の横薙ぎとガードして行き、ＡＰアーツポイントが溜まって行くが――

「くっ……！」

　ガードがし辛い――！

『二刀流』のせいである。

　攻撃が矢や継つぎ早ばやで単純に速いのもあるが、常に右か左のどちらを出してくるかという択を見み極きわめ反応しなければならないので、普通の攻撃より先読みが効きにくいのだ。

　格ゲー的に言うと、〇×の攻撃ボタンがあるとして、〇の攻撃の後に〇と×はどちらもコンボが繋つながり、しかも上段と下段で分かれているとでも考えればいいか。

　実際は左右の択になるわけだが、決めつけでガードすると外した時は当たる。

　右！　左！　右！　右！　左！　左！

　怒ど涛とうのような攻撃を、俺はガード専念で凌しのいで行く。

　攻撃前の足捌さばきをよく見ていれば、多少なりとも先読みして備える事が出来た。

　決してチラッと見える先輩のフトモモをガン見しているわけではない！

「やるな！　さすがの反応だな、蓮！」

「――まだまだですよっ！」

　今の所、攻撃は貰っていない。

　先輩のＡＰアーツポイントは溜まっていないはず。

　このまま凌ぎつつ、隙を見つけて――！

「ならばこれはどうだ――！」

　先輩の体がマナ粒りゆう子しに覆おおわれるエフェクトが入る。

　これは魔ま法ほう詠えい唱しよう中のもの――！

　だが、先輩は変わらず二丁斧の攻撃も繰くり出して来る。

　これは『ムービングキャスト』の効果だな！

　動きを止めずに魔法詠唱を可能とするタレントだ。

　ＭＥＰメリツトポイント的にもお高い上級タレントである。

　さすが先輩ならその位は持ってるか……！

「『ブリザードエッジ』！」

　先輩の魔法詠唱が完かん了りようし、左右の斧の刃はが水色の輝きに包まれる。

　凍こおり付つくような冷気が纏まとわりついた魔ま法ほう剣けんである。

　これで先輩の攻撃には魔法の力が乗る。

　単なる物理ガードだけでは防ぎきれなくなるか……！

　そして更さらに――

「『シャドウスレイブ』！」

「!?」

　来た分身！　先輩の体が三つに歪ゆがんで見える。

　分身が二つ出たという事。

　これで二発は無条件で相手の攻撃を回避できる。

　回避対象は単体攻撃のみで、範囲攻撃の魔法なら分身を消してダメージも通せる。

　しかし――そんなものは俺にはない！

　また、多段ヒットのアーツならそのヒット数だけ分身を消せる。

　二回攻撃アーツなら二体消せるわけだ。

　とはいえ先輩もＡＰアーツポイントさえあればすぐ分身を補ほ充じゆうしてくるからな。

　しかし厄やつ介かいなことになった――使わせてしまったか。

『抜刀術』や『デッドエンド』も分身で回避されてしまうのだ。

　分身を剥がして打ち込む必要があるが、俺の通常攻撃はまるで当てにならない。

　攻撃が回避スウエイされてしまうと、分身が剥がせないのだ。

　遠えん隔かく攻こう撃げきアーツなら確定で剥がせるという情報も聞いたが、俺の手持ちの遠隔攻撃アーツは吹ふき矢やの『影かげ矢や』だ。

　はじめから回避スウエイ無効ついてるし！

　しかも暗器の仕様上『影矢』は分身剥がしのためにと連打できるようなものでもない。

　タレントで範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうでも使えるようにしていれば別だったが――

　それにしても、俺は先輩にＡＰアーツポイントを与あたえていなかったはず――

　という事はあきらと同じ『闘神の息吹』でＡＰ自動回復か、ぐぬぬぬ……！

「さぁこれでも防げるか！」

　先輩の攻撃モーションは変わらない。

　が――今度は武器に魔法剣がかかっている。




　雪乃の攻撃。蓮はガード。25のダメージ。

　雪乃の攻撃。蓮はガード。27のダメージ。

　雪乃の攻撃。蓮はガード。28のダメージ。

　雪乃の攻撃。蓮はガード。22のダメージ。




　連続攻撃があっという間にガードの上からダメージを積み上げてくる。

　まずい――！

　そう思いながら右の縦斬りをガードした瞬間――

　雪乃先輩は下段にローキックを打ち込んで来た！




　雪乃の攻撃。蓮に65のダメージ！




「!?」

　蹴けりモーションだと!?

　左右の斧に集中していた俺は、まったく反応出来なかった。

『皆かい伝でんの証あかし〈格かく闘とう〉』か！

　二刀流に格闘まで組み合わせているとは。

　さらに複雑で対処の難しいモーションパターンをという事か。

　先さき程ほどまでの猛もう攻こうも、まだまだ小手調べレベルだったと！

「フフ――！　ほむらのように下手に時間を置けば、お前は何かしら対策を捻ひねり出して来る！　押おせるときに一気に押し切きるべきなんだよ！」

「くっ――！」

　一度、距離を置く！

「『ウィンドミル』！」

　俺はＡＰアーツポイントを消費しアーツ発動。

　杖をすくい上げながら高く飛び上がり、先輩を飛とび越こえて後方に着地した。

　一応攻撃判定もあるのだが、当たり前のように回避スウエイだった。

　完全にＡＰアーツポイント消費の移動技と化してるな……

　ともあれ、着地するとすぐ走り、更に距離を取ろうと試みた。

「逃にがさんぞ！　『ブーメランアクス』！」

　先輩はそれを許さず、二丁の斧を俺に向かって投とう擲てきしてくる。

　片手斧のアーツだが、消費ＡＰアーツポイント10とかなりの低燃費で、使いやすいアーツだ。

　気軽に遠隔攻撃を発動できるので、片手斧というのは実は攻こう撃げき範はん囲いがかなり広い武器だと言える。それが片手斧の強みであり、特徴になる。

　放たれた『ブーメランアクス』は、猛もう然ぜんと俺を追いかけてくる。

「っ!?」

　俺はガードするが、氷の魔法剣がかかっているためダメージを負わされる。

　接近しても離はなれても、先輩は隙が無いな……！　さすがに強い！

　ＨＰを削られながら『ブーメランアクス』をガードした俺を、雪乃先輩のさらなる追つい撃げきが襲おそう。

「雷らい迅じん閃せん！」

　高く飛び上がり、前方に急降下しながら強烈な飛び蹴げりを放つ格闘アーツだ。

　片手剣の『ホークストライク』と似たような動きである。

　トマホークから間かん髪はつ入いれずの強きよう襲しゆうだった。避よける暇ひまは無く、俺は再びガードする。

　蹴りに魔法剣は乗っていなかった。

　が、アーツは通常攻撃よりガードブレイク性能が高い。

『狂信者の杖』とはいえ多少のダメージは貰もらってしまった。

　しかし取ろうと思っていた距離が、あっという間に詰つめられてしまった。

　さすが雪乃先輩だな、つえーな！

　まだこっちは攻撃用の『仕込杖』さえ合成できてないんだが――！

『ソウルスピア』⇒『抜刀ツバメ返し』のつもりで『吹き矢』装備で入ったから。

　ここからどう巻き返すか――！

　しかしその思考は中断される。

　格闘アーツで飛び込んできた雪乃先輩の体が、魔法詠唱のマナ粒子エフェクトに包まれていたのだ。

『ムービングキャスト』か！　まだ攻撃がある――！

「『フローズンバレット』！」

　こちらに向けた掌てのひらから氷結弾が連続発射。

　マナ粒子エフェクトに気が付くことが出来た俺は、一いつ瞬しゆん早く『ウィンドミル』発動で上に逃のがれていた。

　そして空中で振り向むき雪乃先輩に向け、更にアーツを重ねる。

「『スティングシュート』！」

　魔ま力りよくで杖を操あやつり、離れた敵にぶつけるアーツだ。

　これは空中でも撃てる。

　だが、攻撃力がＩＮＴ知性依い存そんで命中率はＤＥＸ器用依存だ。

　つまり当たらない技なのだが――

　この技のモーションには杖を魔力で発射する際に若じやつ干かんの反動がある。

　空中で打つと後方に移動距離が稼げるわけだ。

　はい、アーツ二連打で逃げようとしてるだけですが何か!?

　そのくらい切せつ羽ぱ詰つまってるんだよ！

　俺の狙ねらい通り『ウィンドミル』と『スティングシュート』で距離はそこそこ稼げた。

　だがそこで、予想していなかった事態が起きた。




　蓮のスティングシュートが発動。雪乃の分身が一体消えた。




　――んん!?　当たったか!?　全然期待してなかったが。

　いや待て待て――そうか！　『スティングシュート』は遠えん隔かく攻こう撃げき扱あつかいなんだな！

　遠隔攻撃のアーツは回避スウエイの前に分身消費するらしいからな！

「逃げても少々の延命にしかならんぞ！　蓮！」

　先輩は速そつ攻こうで追いかけてくる。

　シャドウの残りは一体だ。もう一体はがせば、掛かけ直なおしに持ち込めるのだが――

　しかし『スティングシュート』を撃つＡＰアーツポイントがもう無かった。

　なら――背に腹は代えられん！

　俺は突っ込んでくる先輩に、吹き矢アーツ『影矢』を放った。




　蓮の影矢が発動。雪乃の分身が一体消えた。




　よし消えた！




「む――！　『シャドウスレイブ』！」

　先輩が『シャドウスレイブ』の分身を掛け直す。

　その隙を待ってた！

　俺はすかさずアイテムボックスをオープン。

『隼のアイアンソード』と『アイアンスタッフ』で『仕込杖つえ』を合成した。

　この一瞬の間を買うために『影矢』を素撃ちしてしまった。

　もうこのバトルで吹き矢は使い物にならないな。

　だが――とうとう伝説のダブルミリオン砲ほうがこの手に！

　もうやるっきゃねえ！　これしか勝機がない！

　俺は撃うつぞ！　サヨナラ２００万ミラ！

　心でそう念じながら大範はん囲いの『ディインテサークル』も詠えい唱しよう完かん了りよう。

　俺を中心に発動し、ＭＰが空になる。

　魔法ダメージが痛いから、一応これを選んだ。

「もう逃げられんぞ！」

　俺は再び繰り出だされる先輩の猛攻をガードで凌ぐ。

　ＡＰアーツポイントを溜めるためだ。

『スティングシュート』で分身を剥がすＡＰアーツポイントが必要だ。

　何度か攻こう撃げきを受け流し、俺のＨＰはレッドゾーン。

　だが、ＡＰアーツポイントは溜まった！

　さぁ――見るがいい！　今世紀最大の銭ぜに投げを！

「『スティングシュート』！」




　蓮のスティングシュートが発動。雪乃の分身が一体消えた。




　分身は残り一体――！

　先輩は構わず突っ込んでくる。

　ここだ！　撃つのはここでいい！

「装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

　武器装備を『仕込杖』に変更。

「奥おう義ぎ――！」

　先輩は『デッドエンド』の事を分かっているから――

　分身で避けられるのだから、当然ガードや回避を試みない。

『デッドエンド』を撃つ以上俺のＨＰは１になるから、あと一いち撃げきで倒たおせるのだ。

　無視して攻撃してくるはず！

「『デッドエンド』――！」




　ズバアアァァァッ！




　紫むらさき色いろの光に包まれた一いつ閃せんが、先輩に襲い掛かる。

　しかしその初撃は先輩を捉とらえず、横についている分身だけが消失する。

　だがそこから俺は――

　強く一歩を踏ふみ出しつつ、刀身をＶ字に切り返すようなモーションに移行する！

　これが――！

「！」

「Ｖだああぁぁっ！」




　ズシャアアアアアァァァ！




　一段目はオトリ。虚きよを突いて二段目を当てる狙いだ！

　これは想定外のはず！　当たる！

　二段目を浴びた先輩は大きく吹き飛んで――

　だが倒れず、何とか踏ん張ばって立っていた。




　蓮のデッドエンドＶが発動。雪乃はガード。７１１のダメージ。




「くうぅぅっ……！」

　咄とつ嗟さにガードした!?　俺のモーションを見て異変を察知したのか！

　さすが雪乃先輩だな――！

　しかしこうなるとマズイな……！

　お互いＨＰバーは残り１ミリだが、こっちが圧あつ倒とう的てきに不利だぞ！

「やるな……！　だが凌いだぞ、蓮！　とどめを刺ささせてもらう――！」

　先輩が全力で斬り込んで来る！

「装備変更セツトチエンジ、セットＡ！」

　俺もガード準備を整えるが、魔法剣でガード削りされればお終しまいだ。

　まずいまずい。打開策は――！

　いやもうこの期ごに及およんでは無いんですけど!?

　うがああああああああーーーっ！

「喰くらえ――！　奥義……！」

　しかし――先輩の奥義が放たれることは無かった。

「うぐうぅっ……!?」

　先輩の動きが急に止まった。

　びくんと震ふるえると、ぱたりとその場に倒れ伏した。

　あれ、戦闘不能になってるぞ……？

　何なに故ゆえに――？　あ！

「あっ!?　そうか毒スリップかよ！」

　そういや初手で眠り防止のために服毒してたよなー、先輩……

　ミリ残ったＨＰを毒が削ったのか。

「はははは……いやあミスったな。最後は急いで止め狙いより回復だったな……」

　倒れて地面にキスしている先輩が、そう笑っていた。




　デュエル終しゆう了りよう！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は４勝０敗です。




　ログが俺の勝利を宣言していた。

『試合終了ーっ！　この試合は高代君の勝利でーす！』

　仲田先生の実じつ況きようが、会場に響ひびいた。

　歓かん声せいと拍はく手しゆが、俺おれ達たちを包つつむ。

　――何はともあれ勝ったのはいいことだ！　やったぜええぇ！

『いやーそれにしても驚おどろきました！　高代君が繰り出した奥義『デッドエンドＶ』は『ハヤブサの極光石』を使用した『仕込杖』から繰り出されるものです！　つまり！　今高代君は時価２００万ミラを銭投げした計算になります！　そうまでして勝ちたいのか!?　中々に頭のネジがぶっ飛んでおります……！』

　いやーまあ仰おつしやる通りですよねー。

　会場も先生の実況を聞き、呆あきれたようにざわざわしている。

　そうだよな。俺だって普ふ通つうだったら流石さすがに躊躇ためらうぞ。

　そもそも『仕込杖』に『ハヤブサの極光石』を仕込もうとしない。

　どうせ壊こわすのにもったいなくて組み込めるか！

　――とは言うものの、究極奥義『デッドエンドＶ』の存在を知った以上、いざという時の切り札として確保しておかねばなるまい……知った以上は仕方ない。

　今は無理だから将来的には――だが。

　まあ、今回はほむら先輩が２００万ミラ以上に雪乃先輩にマウンティングされるのを嫌いやがった結果ですね。

　デュエルが解除され、雪乃先輩のＨＰも１に復帰。

　俺は先輩を助け起こした。

「紙かみ一ひと重えでしたねー。あそこ回復されてたら、確かにヤバかったです」

「ああ……判断ミスだったよ。だがまあ面白おもしろかったぞ。あれは中々見れん光景だったからな！　私とのバトルのために２００万ミラも銭投げしたお前に敬意を表するぞ！　いやー馬鹿だなお前は！　はっはっは！」

　ほむら先輩に貰ったんだけどなー。

　でも雪乃先輩には言うなって言われたんだよな……

「いやー。そうっすね！　はっはっは！」

　まあ、黙だまっておこうか。

「この先レベルが上がれば、もっといろんな武器防具やアーツや魔法で戦えるぞ！　ガンガンレベルを上げてもっと強くなってくれよ。今度はレベル無制限で戦おうな！」

　握あく手しゆを求められたので、素す直なおに応じる。

　先輩は凄すごい綺き麗れいな手をしていた。それにこの爽さわやかな笑え顔がお。美人さんだよなー。

　しかしほんと対人戦好きだよな、この人は。

　まあ、俺としても２００万ミラの花火は思い出深かったな。

　ちょい不発気味だったのが悔くやまれるが……

　いつか俺の金で撃つ時は、絶対クリーンヒットさせないとな。

　さぁラスボス的存在には何とか勝てたぞ！

　こうなったら絶対『レイブラの魔ま筆ひつ』をゲットして帰るぜ！







第５章　ネトゲ廃人の世間は狭い２







「蓮れんくんお疲つかれさま～！　やったね！」

　控ひかえ室しつに戻もどると、笑顔のあきらが俺を迎むかえてくれた。

「いやー、ヤバかった……！　『ハヤブサの極光石』さまさまだったなー！」

「何だかんだで勝ってるんだから、いいんじゃない？　強いやつが勝つんじゃなくて、勝ったやつが強いんだよ～。銭さえ投げれば魔ま剣けん士しにも勝てるって事を証明したわけでもあるし。やっぱロマンはあるよ、ロマンは！」

　まあ……ガードされてなおかつ瀕ひん死しまで削れたのはバカ火力のおかげでもある。

　そこはまあ、誇ほこれるところだ。そこしか誇れないとも言えるが。

　しかしそういう一点だけが尖とがりまくった性能こそ、ロマンがある！

　やはり大ダメージはロマンですな！　コストを盛大に度外視してますがね！

「プっ。大物ぶってたくせに自分もやられてんじゃん、うわ～恥はずかしっ！　ざっこ！」

　と、ほむら先輩が俺と一いつ緒しよに引き上げてきた雪ゆき乃の先せん輩ぱいを煽あおった。

　嬉うれしそうだな。まーある意味このために２００万ミラのアイテムくれたんだし当然か。

「フン、うるさいぞ。別に蓮に負けても恥はじではない。蓮のプレイヤースキルは私も認めているところだからな」

「だから何だってのよ、負けは負けよ、負け負け！　この負け犬っ！」

「あぁ!?　何なら今すぐに決着をつけてやろうか!?　お前部屋から動くなよ！　今すぐ叩たたき潰しに行ってやる！」

「あっ！　ちょっとリアルでの物理攻撃は無しでしょ!?　邪じや道どうよ邪道！」

　……あ、二人ともログアウトしていなくなったぞっと。

　なんかリアルファイト的な何かが起こってるっぽいが、どうなってるんだろう。

「ま、まあでも雪乃さんに勝ったんだから、最大の山は越えたよね？　これはわたし達たちふたりの決勝戦も見えてきたね！　特に次は絶対勝ってね！」

「ああ、次俺赤あか羽ばねさんとなんだよな～」

　彼かの女じよはもうすでに準決勝進出が決まっていた。

　で、今の試合で相手が俺になったと。

　あきら側の準々決勝が次の試合から始まる感じだ。

「うん、あの人には必勝！　必勝でお願いします！」

　ずいと顔を寄せて詰め寄よってくる。

「お、おう……でも珍めずらしいな、あきらが人を嫌がるのって」

「わたしだってお釈しや迦かさまじゃないからねー……幼よう稚ち園えんからずっと粘ねん着ちやくされてれば、嫌にもなるよ。蓮くんと一緒にいる時はいつも楽しいから、いつもニコニコしてるように見えるんじゃないかな？」

「なるほどなあ……」

「とにかく一緒に決勝戦やろうね！　約束だよ！」

「おう――！」

　と、そこに例の赤羽さんがやって来た。

「あら、そう簡単にわたくしに勝てると思わないで頂きたいですわね」

「……希のぞ美みさん」

　あきらが表情を硬くしていた。

「よお赤羽さん。次の試合よろしくな」

「ええ、よろしく。ですが次の試合はわたくしが貰いますわ。いくら『ダメジョブマイスター』といえども、これまでの試合で手の内を見せ過ぎですものね。それなりの準備を持って臨のぞませて頂きます」

「あ、赤羽さんも俺のこと知ってたりするんだなー……」

「ええ。わたくしも少々ゲームは嗜たしなみますので、それなりには」

　微び笑しようがクールで美しい感じだなー。

　うーむ。俺が話してる限り、別に嫌な印象は受けないんだけどなー……

「まあ、中の方がこんなに冴さえない感じだとは、少々がっかりですけれどもね」

　はい、３秒で前言撤てつ回かいします！

「……蓮くんを悪く言わないでください」

　と、あきらが赤羽さんの前に進み出た。

「まあ、わたくしは事実を言ったまでですが？」

「事実じゃないです。蓮くんは冴えないかもしれませんけど、可愛かわいいです」

「あら、恋こい人びとをけなされてお怒いかりになって？　失礼ですが、青あお柳やぎ家のご令れい嬢じようともあろうお方が、一いつ般ぱん人じんに入れ込み過ぎではなくて？」

「違ちがいますけど、あなたに言われたくないです。あなたのその性格じゃ、一生彼かれ氏しなんてできないじゃないですか」

「ふふふ……あなたも人のことを言えるような立派な性格でして？」

「少なくともあなたよりは」

「奇き遇ぐうですわね、わたくしもそう思いますわよ」

　おおなんか二人の間にダーク寄りのオーラが見えるぞ、怖え。

　うーむ……何とかならんのかねこの二人は。

　赤羽さんの後ろにくっついてる片かた岡おかもビビってるぞ。

　つんつん、と誰だれかが俺おれの背中を突つっついてくる。

「あれ雪乃先せん輩ぱい？」

　戻ってきたらしい。

「おい蓮、ちょっと来るんだ」

　と、少し離れたところに引っ張られた。

「さっきから思っていたが、お前達は何をそんなに殺気立っている？」

「はあ……いや、先輩たちもあれだと思うんですが」

「私達のは息をするようなものだから仕方がない」

　なんて雪乃先輩が言う間に、ほむら先輩も戻ってきてあきらと赤羽さんの間に入って宥なだめていた。

　何だかんだでいいコンビネーションなのかこの二人。

　雪乃先輩は抑おさえめの声で続ける。

「お前達はＥＦエターナルフアンタジーでは普通に仲がいいじゃないか？　なんでここで揉もめるんだ？」

「はぁ!?　それ何のことっすか!?」

　まさか、赤羽さんもあっちの知り合いなのか!?

「ああ、あいつめまだ言っていなかったのか……自分から言うとは言っていたが――」

「だ、誰なんです？」

「スカーレットだ。お前ら仲いいだろう？」

「ま、まじですか……！」

　雪乃先輩のスノウと同じく、俺とあきらの共通のフレだった。

　一年位前に始めたプレイヤーで、ログイン初日の初心者の時にたまたま知り合い、結構色々ゲームのことを教えたり、手助けしたりしたなー。

　今ではすっかりゲームの腕うでも上がり、スノウこと雪乃先輩も認めるレベルだ。

　ちなみにキャラは赤髪の美青年剣けん士しだった。大剣使いでその腕は確かだった。

　うん雪乃先輩の証言が正しければ、バリバリの知り合いです！

　ネトゲ廃人の世間狭すぎだろ！

　しかし確かにあっちで仲良くできるなら、こっちで揉める必要もないよなあ。

　色々経けい緯いはあるのかもしれんが……

「蓮、お前あの娘むすめ達たちの仲を取り持ってやれ。顔の隠かくれた、ある意味素同士の関係なら仲良くなれるんだ、あいつらは。なのにギスギスするのはもったいない」

「そうっすね。わかりました」

　先輩の言う通りだと思う。俺は頷うなずいて引き受けたのだった。




　　◆◇◆




『試合終了ーっ！　この試合は青柳あきらさんの勝利でーす！』

　仲なか田た先生の実況が会場に響くと、野太い歓声が会場を包み込んだ。

「「「あきらちゃあああぉぉん！」」」

　で、あきらは『魔導式映写機』によるスクショをバシバシ撮とられていた。

　うーん人気だ！　なにせ見た目が素す晴ばらしいからな。

　ソードダンサーの美少女とか、皆みんな大歓喜だろう。

　それでいて姫ひめプレイでもなく普通にプレイヤースキルも高いとか、非の打ち所がない。

　そりゃまあみんなのアイドルにもなるわな。

　改めて思うが、何であんな子が俺のフレなんだろうなー。

　柔じゆう道どう部ぶが似合いそうな、ガチッとした感じのオタク男を想定してたはずなのに……

　おかしな話だ。どんなルート選せん択たくでこんな奇き跡せきのルートに入ったのか。

　――さて、それはさておきあきらを出で迎むかえに行くか！

「先生、じゃあ俺失礼します！」

「ほい、おつかれー。またよろしくねー」

　俺は実況席を立った。

　この試合は俺がプレイヤー解説をやっていたのだ。

　結構キンチョーしたが割と楽しかったぞ！

　で、先に控室に降りあきらを出迎える。

「お疲れ！　ナイスナイス！」

「きゅーきゅーきゅきゅきゅー！」

　俺に合わせてリューもパチパチやっていた。

「ふふふっ。ありがと蓮くん！　リューくんもね」

「危なげなかったなー」

　これで俺もあきらも準決勝まで残る事が出来た。

　あと一つずつ勝てば、決勝で対決できるな！

「うん！　問題はあれかなー。この格好をあんなに大勢に見られると恥ずかしいって事くらいかな……」

「俺も楽しませていただきました！　皆を代表してお礼を言います！　あざーす！」

　俺が体をくの字に折り曲げて礼をする。

　俺の真似まねをして、リューもぺこりとやっていた。可愛い。

「もー。はいはい、どういたしまして。でもいい加減見慣れて来ない？」

「いや？　いいものは何回見てもいいものだからな」

「ふぅ～ん。まあ飽あきられるよりいいけど……」

「赤羽さんなんか堂々としてるけど、あきらもそういう風にはいかないのな」

「そりゃそうだよお。わたしには羞しゆう恥ち心しんってものがちゃんとありますから」

「聞き捨てなりませんわね。人を恥はじ知しらずみたいに言わないで下さるかしら？」

　赤羽さんが聞こえる所にいたらしく、割って入って来た。

　あーまたアレな感じになりそうだなー。

　と思ったので、俺は強ごう引いんに会話を別の方向にやってみる。

「あ！　なああきら、そういやＥＦエターナルフアンタジーでさ、スカーレットがいるだろ？」

「？　スカーレットくんがどうしたの？」

　あきらは突とつ然ぜん話題が飛んできょとんとしている。

　で、俺は赤羽さんの様子にこっそり注目する。

　口を挟はさむ様子は無く、目の前で話題を出されて聞き入っている感じだ。

　うん気になってる気になってる。

「雪乃先輩のスノウとはこの間遊んだけど、スカーレットはご無ぶ沙さ汰ただろ？　近々一緒にスカーレットと遊ばねえかなと」

「うん！　いいよー。じゃあ今日これが終わった後とかＥＦエターナルフアンタジーやっちゃう？　スカーレットくんがいればだけど」

「おお。じゃあ俺後であいつにメッセ送っとくから」

「楽しみだな～。暫しばらくぶりだもんねー、スカーレットくん。また絶景ツアーに連れてってあげなきゃ！」

　と、絶景マニアのあきらが嬉しそうに語る。

　で、それを目まの当あたりにしたスカーレットの中の人であるらしい赤羽さんは――

　あ、なんかニヤニヤしてる。そっぽを向いて隠してるが、口元が嬉しそうなのだ。

　あきらがスカーレットと遊ぶのを楽しみにしているのが、嬉しいらしい。

　なるほどこれはやっぱり、本人だろうな。

　と、俺の視線に気が付いたか、赤羽さんはフンと鼻を鳴らすとそのまま離れて行ってしまった。うーん何と言うか、ツンデレな感じだなあの子。

「あら？　行っちゃったね」

「全然関係ない話したから、なんか面めん倒どうになったんじゃね？」

「そうかなあ……まあいいや！　次蓮くんたちの試合だよね、頑がん張ばってね！」

「おうよ絶対勝つぜ！　の前にちゃんと装備とか見直しとかねえと……解説とかやっててヒマが無かったんだよ――っと更さらにその前に、ほらリューおやつ食べていいぞ」

　と俺は、アイテムボックスからリンゴを取り出しリューに手て渡わたす。

　お腹なかが空いたらかわいそうだからな。

　ではセッティングを――

「きゅーきゅー！　きゅーきゅー！　きゅきゅー！」

　あ、リンゴを頬ほお張ばったリューの体が光り出した！

　これはあれか……！




　リューの成長段階が上がりました！　習得するスキルを選んでください。




　キターーーーー！　前から予兆はあったけどここで来たか！

「おおおおおー！　また来たね！　これあれでしょ？　新スキル！」

「だな！　ねんがんの新スキルを手に入れたぞ！」

「で、どんなのどんなの？」

「ああ、今出すわ」




　リジェネレート（常時発動）


　　　　〈効果〉　守護竜の近くにいるプレイヤーのＨＰが

　　　　　　　　　徐じよ々じよに回復するようになります

　　　　　　　　　マスター以外のＰＴメンバーにも有効です

　　　　　　　　　回復量は１秒あたり５ＨＰです






　オート採集（常時発動）


　　　　〈効果〉　近くに素材の収集ポイントがある場合、

　　　　　　　　　時々自動で素材を回収してきます（採集道具は不要）

　　　　　　　　　マスターがログアウトしている間にも、素材を収集してきます






　ベビーブレス（戦せん闘とう中）


　　　　〈効果〉　幼竜のブレスを吐はき、マスターを援えん護ごします

　　　　　　　　　ブレスの対象は、マスターのターゲットと同じです

　　　　　　　　　本スキルによるヘイトは、マスターが引き受けます






「ほほぉう！　戦闘系スキル来たね！」

「ああ、残り二つは前から一緒か――なるほどな」

「……で、どうするの？」

「どうすると思う？」

「『ベビーブレス』があると、普通のＰＴ戦とかでもちょっと固定火力が出来て助かるんじゃないかなあと思うもののここは『オート採集』かな？　いずれは両方欲ほしいよね」

「だなー。ここは完全同意だわ。じゃあ『オート採集』で！」

『ターゲットマーカー』程ほどの破は壊かい力りよくは無いだろうが『オート採集』も魅み力りよく的てきだ。

　俺は『オート採集』を選択して決定。どんなもん拾ってきてくれるのかなー。

「きゅきゅ？」

　リューがぴくん、と何かに反応する。

「ん？」

「きゅーきゅーきゅー！」

　で、そのまま控室にある窓から外に出て行ってしまった！

　ここは闘とう技ぎ場じようの地下ではあるが、元々闘技場は人工浮島ラグーンに建っている。

　ゆえに地下部分にも窓はある。

　外には人工浮島ラグーンの庭園や、真っ白な雲や青い空が見えた。

「おいどこ行くんだよリュー！」

「『オート採集』しに行ったのかな……？」

　リューは窓の外に見えた庭園部分に降りて行き――




　リューは『ヒールポーション』を見つけた！

　蓮は『ヒールポーション』を手に入れた！




「おお！　『ヒールポーション』見つけてくれたっぽい！」

「へー！　早さつ速そく能力発揮だねーリューくん！」

「きゅっきゅーきゅっきゅー♪」

　得意げな顔をして戻って来るリューである。

　ああこれいいなー。この常にガチャ引かせてもらえる感じ。

　取って正解だろう。この先どんなもの引いてくれるかね。楽しみ楽しみ。

「準決勝第一試合を始めます！　出場者の方は舞ぶ台たいに上がってください！」

　お。もう呼び出しが来てしまった。しゃーない行くか。

　で――俺と赤羽さんは控室を出る。

　闘場へ上る階段は、選手だけの密室と化す。

　俺はここで、例の件について話してみる事にした。

「……というわけで、今日この後ＥＦエターナルフアンタジーやる時間ある？」

　と、すぐ後ろを歩く赤羽さんに呼よび掛けてみた。

「な……!?　な、ななな……ななな何を仰っているのか意味が分かりませんわね……！」

　赤羽さんは驚いて目を見開き、あたふたしていた。

「無理に隠さなくてもいいって、知ってんだからさ。な、スカーレット！」

　俺はぽん、と赤羽さんの肩かたを叩く。

「うぅ……な、なんであなたがその事を知っていますの……!?」

「いや、雪乃先輩が言ってたから」

「ス、スノウめえええぇぇぇ！　わたくしを売りましたわねえええぇぇぇ！」

「いや、あきらに言うなとは言われたが、俺に言うなとは言われてないってさ」

「そんなの屁へ理り屈くつですわ！　あなたに知れればあきらさんにも筒つつ抜ぬけでしょう!?」

「いや、俺はまだ言ってねえよ？　言っていいなら言うけど――？」

「余計なお世話ですわね！　そんなことは自分でやります、あなたは余計な事をしないでくださるかしら!?」

「いやでもさ、じゃあ何で早く言わないんだよ？　無む駄だにギスギスするの疲れねえか？」

「余計なお世話と言っていますわ！　わたくしにはわたくしの考えあっての事です！」

「だからその考えとやらを教えてくれよ。単に言い出しにくいとかなら、俺が言っといてやるから任せろよ」

「あなたにそのような事を教える義理もつもりもありませんわ！」

　……うーん。現実のスカーレットはツンデレ気質だなー。

　ＥＦエターナルフアンタジーだと素直な好青年っぽいんだが。

「よし！　じゃあ賭かけでもするか？」

「賭け？」
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「俺が勝ったら、何であきらに言わないのか理由を教えてもらう！」

「わたくしが勝ちましたら？」

「二度とこの件に関しては口出ししない！」

「……いいでしょう。その勝負、乗りますわ」

「よし、悪いけど勝たせてもらうからな！」

「それはこちらのセリフですわ！」

　そして俺達は、階段を抜ぬけて闘場へと出る。

「「「希美さまあああぁぁぁっ！」」」

　会場がわっと沸わき立たち、赤羽さんへの声せい援えんが飛ぶ。

　赤羽さんもあきらと同じくソードダンサー。そしてすげー美人。

　となると、あきらと同じくアイドル化するのは大自然の摂せつ理り。

　俺にとっては完全どアウェイな試合になりそうだ。

『さぁ春の新人戦は準決勝の第一試合を迎えております！　大会を盛り上げてくれている二人のソードダンサーの一人、赤羽希美さんの登場という事で、皆さんスクショ撮さつ影えいに余念がありませんねー！』

「おうよー！　最高のワンショットを撮とってやるぜーっ！」

　片岡のやつ、はしゃいでんなあ。

　そんな中赤羽さんは俺と少し距きよ離りを取って向かい合い、武器を構える。

　装備しているのは両手剣だ。ソードダンサーは片手剣も両手剣も持てるからな。

　両手剣なのはＥＦエターナルフアンタジーのスカーレットも同じ。

　両手剣好きなのかな、赤羽さんは。

　で、これまでの試合を見たところ、あの剣は『ハヤブサの極光石』の合成武器である。

　例の２００万ミラのあれだが、片岡が貢みついだのかなー。あいつならやりかねん。

　まあとにかく、二回攻こう撃げきでバシバシ攻撃してくることが予想される。要注意だな。

　俺の武器の装備は、とりあえず『狂きよう信しん者しやの杖つえ』で入る事にする。

『さて――それでは両者準備が整ったようですね！　試合開始してください！』

　仲田先生の号令に、ゴングの音。

　試合開始だ！　俺は赤羽さんの動きに注目する。

「――参ります！」

　赤羽さんの初手は――『毒薬』使用だった。

　雪乃先輩と同じである。眠ねむり防止だ。

　まあ、そう来るわな。俺が赤羽さんの立場でもやるだろう。

　しかしこれで『ソウルスピア』の有用性は下がる。

　やはり如何いかに『デッドエンド』を当てるかに尽つきる。

　中ちゆう途と半はん端ぱにダメージを与あたえても、ソードダンサーの回復力は高い。

　一いち撃げきで倒たおせないと、たちまち回復されてしまうだろう。

　ともあれこの赤羽さんの服毒は想定内。

　だから俺は即そく座ざに反応し『仕込杖』の合成に入っておく。

　アイテムボックスオープン。合成メニュー起動。

『アイアンスタッフ』と『アイアンソード』を合成――

　タレントの『流れ作業』の効果で即そく終しゆう了りようと。

　これでアイテムボックスの残りは――

　素材的には『アイアンスタッフ』と『アイアンソード』が残り３ずつ。

　この二つの材料になる『アイアンインゴット』も12個ほど残っていた。

「はあああっ！」

　合成を終えた俺に、赤羽さんが猛もう然ぜんと突っ込んでくる。

　――ガードだ！

『パリィリング』のおかげで、完全ガードでもＡＰアーツポイントは溜たまる。

　受けるだけこっちに有利になる。

　素す早ばやい突とつ進しんから放たれる、振ふり下おろしの一撃。

　俺は『狂信者の杖』を剣の軌き道どう上に差し込みガードする。




　希美の攻撃。蓮は攻撃をガードした！




　よし大だい丈じよう夫ぶだ。さすが『狂信者の杖』！

　そしてガードの直後、同じ軌道をなぞる様に発生した幻げん影えいの刃はが俺に向かって来る。

　これが、『ハヤブサの極光石』の合成武器の効果だ。




　希美の攻撃。蓮は攻撃をガードした！




　軌道はほぼ同じなので、初撃がガードできれば付属の二撃目のガード自体は簡単だ。

　一撃目と同じ姿勢でいればいいだけだからな。

　だが、二撃目をこちらがガードしている間、向こうは次の行動に移る事が出来る。

　僅わずかの差かも知れないが、攻撃モーションの当て合いの上ではこれが無視できない。

　通常の攻撃よりも、相手をガードで固める時間が長くなってくれるのだ。

　結果防ぼう御ぎよ側は、反はん撃げきに移るスキが少なくなってしまう。

　ダメージ増に相手を圧する制圧力の向上、これが２００万ミラの本来の価値である。

「いい反応ですわね！」

「そりゃどーも！」

「ふふ――ですが、いつまでその余よ裕ゆうの顔が続くかしら!?」

　赤羽さんが不敵な笑えみを浮うかべる。

「『レイジングアーム』！」

　ブゥンと音がして、赤羽さんの剣がオーラに包まれる。

　これは強化系の両手剣アーツで、一時的に武器性能を引き上げる効果がある。

　効果時間は２分。消費ＡＰアーツポイントは１００だ。

　この消費量を高いと捉とらえるか安いと捉えるかは効果時間２分をどう使うか次し第だい。

　しかしＡＰアーツポイントは与えていなかったはずなのにアーツが来たな。

　なるほど、これは赤羽さんも『闘神の息い吹ぶき』を持っている。

　ＡＰアーツポイントが自動回復する高級タレントだ。

　獲かく得とくするにはＭＥＰメリツトポイントなら１０００はいるが……

　これも片岡達たちが貢いだんだろうなー。

　まさかあきらみたいな豪ごう運うん持ちでもないだろうしな。

「喰くらいなさい！」

　豪ごう快かいに薙なぎ払はらう両手剣の攻撃！




　希美の攻撃。蓮はガード。21のダメージ。

　希美の攻撃。蓮はガード。20のダメージ。




　強化した分ガード削けずりが発生するようになった。

「けど大して痛くねーな！」

「ですが十分ですわよ――『マテリアルブレイク』！」

　今度は、赤羽さんの両手剣自体が淡あわい緑色に変色。

　これは『ファイナルストライク』のようにタレント枠わくにセットして覚えるスキルだ。

　存在は知ってたが――これを使ってくるか!?

「……!?　なるほど――！　そう来るかよ……！」

「逃にがしませんわっ！」

　赤羽さんは休む間も無く攻撃を浴びせてくる。

　間合いとタイミング的に、俺はガードするしかない。

　だが――




　希美の攻撃。蓮はガード。20のダメージ。

　蓮の仕込杖は破は壊かいされてしまった！




　希美の攻撃。蓮はガード。19のダメージ。

　蓮のアイアンソードは破壊されてしまった！




「ぐっ……！」

　マズいな……！

　ダメージは何てことないがログの通りだ。

『マテリアルブレイク』の効果は、攻撃をヒットさせると相手のアイテムボックス内のアイテムを一つ破壊するというものだ。

　破壊されたアイテムは消しよう滅めつするわけではなく手元に残る。

　が、破壊されて性能が劣れつ化かしてしまう。

　アイテム名も『壊れた仕込杖』のように変化する。

『壊れた仕込杖』になってしまうと『抜ばつ刀とう術』が使えない。

　新しく『仕込杖』を合成することはできるが――

　だが、合成素材になる『アイアンソード』も壊されてしまうと合成不可になる。

　修理をしないと、使い物にならなくなってしまうのだ。

「あなたの戦闘スタイルは、ランニングコスト度外視の銭ぜに投げでの一撃必殺狙ねらい！　その中でアイテムボックスはフル回転していますわ――一撃ごとに武器が壊れるのですから当然ですわね。ですが、武器や素材を破壊されればどうなるかしら!?」




　希美の攻撃。蓮はガード。21のダメージ。

　蓮のアイアンソードは破壊されてしまった！




　希美の攻撃。蓮はガード。22のダメージ。

　蓮のアイアンソードは破壊されてしまった！




　うごごごごご……！　『アイアンソード』が全部壊れた！

　これで『仕込杖』を新しく作るには『アイアンインゴット』を『アイアンソード』にする所から始めないとだ――！

　完全ガードならアイテム破壊は貰もらわないが、１でもダメージが通るとダメなのだ。

『マテリアルブレイク』は、効果時間１分。再使用時間リキヤストは５分。

　アイテムボックス内のアイテムを上から順に破壊していくのだが――

　そこに武器や防具や薬品や素材の区別はない。純じゆん粋すいに上から潰つぶして行く。

　ＮＰＣのアイテムを潰す意味は薄うすいのでメイン用よう途とは対人戦用なのだが、基本的に戦闘中に合成不可能なこのゲームで素材を破壊する恩おん恵けいは薄い。

　アイテム破壊なら『ドラッグブレイク』が薬品狙い撃うちだし『ウェポンブレイク』『アーマーブレイク』はそれぞれ武器防具狙い撃ちだ。

　用途に合わせてそっちを使う方が確実だしよく使われる。

　無駄に素材を破壊してしまう『マテリアルブレイク』はそれらの下位互ご換かん扱あつかいで、ほぼほぼ使われないマイナースキルなのだが――

　戦闘中合成を最速で行うためにアイテムボックスの上から材料並べてた俺にはクリティカルヒットです！　これは完全に俺おれ狙ねらい撃ちの対策だわ！

　本当にありがとうございます！　ぎゃわーーーー！

　そういやＥＦエターナルフアンタジーのスカーレットも、プレイが堅けん実じつだし観察眼が確かだったなあ！

　ソート順変へん更こうでどうでもいいアイテムを挟もうにも、それをやっている時間がない。

『ハヤブサの極光石』の合成武器の手数が許してくれない。

　何とか時間を――！

「『ウィンドミル』！」

　昇〇拳的に飛び上がる動きで、向こうの連続攻撃を回かい避ひ！

　上に逃げるしか、方法が無かった。

「逃がしません！」

　着地の背中側に回り込み、攻撃を繰くり出だしてくる構えだ。

　しかし――！

「『スティングシュート』！」

　全然関係ない方向に撃ったが、これは着地ずらしのため。

　おかげで背後から斬きられるのは防げた。

「まあ、ちょこまかと――！」

　こう見えても両手杖もそんなに捨てたもんじゃないぜ。

　まるっきり攻撃には使えないが、受け凌しのぐには結構使える。

『ほう！　動きだけはなかなかのものだ』って感じですよ。

　そして僅かに離はなれた間合いを赤羽さんが詰つめてくる間、俺はアイテムボックスを開く。

　ソート順を変更だ！

『アイアンソード』の次には『アイアンスタッフ』×３が来て『アイアンインゴット』×12が続いていた。

　ここらの素材は、壊されると困る。

　どうでもいい感じのアイテムを上に持ってきて――！　よし！




『木くず』×56

『アイアンインゴット』×12

『アイアンスタッフ』×３

『ヒールポーション』×６




　こんな並びに。一番上にいらなくて数がまとまったもの。

『アイアンインゴット』の方が数が多いので次に。

　僅かな時間ではこれが限界だが、十分対策になるはずだ。

「大人しくなさいませ！」




　希美の攻撃。蓮はガード。21のダメージ。

　蓮の木くずは破壊されてしまった！




　希美の攻撃。蓮はガード。19のダメージ。

　蓮の木くずは破壊されてしまった！




「よし……！」

　と同時に、赤羽さんの淡い緑色に変色した両手剣の色が元に戻もどる。

　――効果切れ！　次の『マテリアルブレイク』は４分後！

　やり過ごしたぜ――さあ反撃を……！

「安心するのは早いですわよ！　『剣の舞まい』！」

『マテリアルブレイク』の再使用時間リキヤスト回復か！

　だがアイテム順は並ならべ替かえしてある――！

「そして奥おう義ぎ――！」

「！」

　何が来る!?　俺は身構えた。

「『ヘカトンウェーブ』！」

　赤羽さんを中心に、淡い緑色エフェクトの衝しよう撃げき波はが放射される。

　その速度に俺はガードを固めるしかない。




　希美のヘカトンウェーブが発動。蓮はガード。74のダメージ。

　蓮の木くずが54個破壊されてしまった！




　希美のヘカトンウェーブが発動。蓮はガード。77のダメージ。

　蓮のアイアンインゴットが12個破壊されてしまった！




「何いいいいいぃぃっ!?」

『マテリアルブレイク』を組み込んだ奥義だ！

　モーションとエフェクトから、範はん囲いアーツの『グランドウェーブ』との合成か。

　混ぜたらスタックごと破壊になるのかよ！

　さらに続く通常攻撃にも、『マテリアルブレイク』の効果は残っている。

　打ち下ろしの通常攻撃！




　希美の攻撃。蓮はガード。21のダメージ。

　蓮のアイアンスタッフは破壊されてしまった！




　希美の攻撃。蓮はガード。19のダメージ。

　蓮のアイアンスタッフは破壊されてしまった！




「はああああっ！」

　即座に下段から繰り出す、斬り上げの攻撃。




　希美の攻撃。蓮はガード。18のダメージ。

　蓮のアイアンスタッフは破壊されてしまった！




　希美の攻撃。蓮はガード。20のダメージ。

　蓮のヒールポーションは破壊されてしまった！




　そのログが見えたか、赤羽さんがにやりとした。

「フフッ。素材が尽きましたわね？　さぁこれであなたの牙きばはへし折りましたわよ！」

　ええ、仰おつしやる通りです！

　アイテム破壊を無効化するタレントか装備があれば良かったが……！

　今の時点じゃどっちも持ってなかった――！

　これはマジでヤバいぞ、攻撃手段が潰されたんですけど！

　これでは、このままじわじわ削られて何も反撃できずに終わってしまう。

　ぐぬぬぬぬぬぬ！　そんなつまんねー終わり方があるかあああぁぁっ！

　せめて何かできる事は無いのか……!?

　と、その時である。




　リューは『ブロンズアックス』を見つけた！

　蓮は『ブロンズアックス』を手に入れた！




　唐とう突とつにそんなログが割り込んでくる。

「!?　『オート採集』か……!?」

　守護竜のバトル参加は禁止だが『オート採集』はありなのか……!?

　しかしこれ『ブロンズアックス』が出たという事は、武器もあり得るって事だな。

『ブロンズソード』が出てくれれば『仕込杖』が出来るんですが……

『ブロンズソード』の『仕込杖』でも、モロに当てれば一撃必殺だろう。

　もちろん素材で『アイアンインゴット』が出てくれてもいいし。

　杖の方は『狂信者の杖』がまだ装備欄らんに無事にいる。

　ソード系が確保できた瞬しゆん間かん合成してしまえば――

　つまり――まだ勝ち目はあるって事だ！

　本来俺おれの得意プレイはルーチンワークとローラー作戦だが――

　ここは『オート採集』ガチャの運ゲーにかける！

　うおおおおおおああぁぁぁぁ！

　リュー！　リューくん！　リューちゃん！　リューさまああああぁぁぁ！

　お願いしますお願いしますお願いします！

　我に『ブロンズソード』とか『アイアンインゴット』を授けたまええええぇぇっ！

　それまで俺、全力で生き残ります！

「降参してもよろしくてよ？　先の見えた勝負で仮にもフレンドを痛めつけるのは気が引けますものね」

「遠えん慮りよさせてもらうぜ。まだ負けてねーしそんな気も無いからな！」

「……まだ何か企たくらんでいますのね――打つ手があると……？」

　まあ、現時点ではないんですけどね！

　運ゲーだ運ゲー！　『オート採集』ガチャ次第！

「さーて？　あるんだか無いんだか俺にも分からんって感じだなー」

　運ゲーだからな、運ゲー。

「ならばわたくしは、自分の打った手を信じるまで！　追い込ませて頂きますわよ！」

　赤羽さんがトンと地面を蹴ける。

　ふわりと舞って、スケートのジャンプのようにくるりと回転。

　これは――ソードダンサーのダンスの一つだ。

「『バニッシュフリップ』！」

　声と同時に、赤羽さんの姿が掻き消えた。

「!?」

　そう――これは姿を消す隠おん密みつ行動用のダンスだ。

　主に視覚感知の敵モンスターに気付かれないように移動する時などに使う。

　だが対人戦ならば、姿を隠かくして攻撃出来る強力な選せん択たく肢しにもなる。

　片岡の盗賊ローグなんかも、似たような隠密行動用スキルを持っている。

　あちらは、姿を隠した状態からの不意打ち攻撃にダメージボーナスが乗ったりする。

　その分闇やみ討うちに関しては盗賊ローグが上回るのだが――

　ソードダンサーのこれだけでも十分脅きよう威いではある。

「せええぇぇいっ！」

「っ!?」

　右後方から飛んできた斬撃が、俺にヒットした。

『ハヤブサの極光石』効果の二撃目は防いだものの、一発目はまともに喰らった。

　更に攻撃が飛んでくる前に、俺は『ウィンドミル』でその場を離り脱だつし距離を取る。

「っててて……！　貰っちまったか！」

「二撃目に反応しただけでも、大したものですわ。完全に見えない攻撃でしたのに」

　笑みを見せる赤羽さんの姿が、ゆっくりと現れた。

　姿を消した透とう明めい状態から何かしら攻撃を行えば、効果が切れるのだ。

　だが即座にぱっと現れるのではなく、数秒置いてゆっくり現れるという感じになる。

　つまりその数秒間は、透明のままコンボに持って行ける。

　盗賊ローグの透とう明めい化かは切れる時は即そく出現なのだが――

　このあたり微び妙みように細かい性能差がつけられている。

　ダメージボーナス付きの単発でごっそり持って行く盗賊ローグ。

　徐々に切れる透明化によって、コンボを叩たたき込みやすいソードダンサーって所か。

　ちなみに空賊は透明化は持っていない……何故なぜだ。

　――と、ウチの守護竜さんが仕事しているログが！




　リューは『樫かしの木の枝』を見つけた！

　蓮は『樫の木の枝』を手に入れた！




　うーん惜おしい！　次だ！　次行ってみよう！

「『レイジングアーム』！　『バニッシュフリップ』！」

　武器性能アップも併へい用ようし、赤羽さんは再び姿を消す。

『バニッシュフリップ』にはＡＰアーツポイントが必要だ。

　が、『闘神の息吹』持ちの彼かの女じよなら『バニッシュフリップ』で常に姿を消しながら攻せめることも可能になって来る。

　そして特にこんな場所では、この攻撃は脅威が増す。

　こんなというのは、人が大勢いて、騒さわがしい場所だという事。

　ここが無音で静かな場所なら、足音で攻撃の方向が判断できないでもないんだが――

「……仕方ねえか！」

　余り解決にはなりそうにないが、今は時間を稼かせぐ必要があった。

　俺は素早く『ディストラサークル』を詠えい唱しようし展開する。

　範囲はそれほど大きくはない。俺自身の足元中心に配置した。

　そして、意識を周囲に集中する。出来るだけ耳を研とぎ澄すましてみる。

　サークルの中に赤羽さんが踏ふみ込んだら、光が反応してシルエットが見える――

　――とかであればいいですがね！　残念！　そんなウマい話はない！

　展開された『ディストラサークル』は赤色の光の円えん陣じん。

　そこから光が立ち上り、円柱状にフィールドが形成される。

　そしてその中にいると――外からの音は多少遮さえぎられる。

　これなら――!?

　もう俺は目も閉じて、音だけに全神経を集中した。




　タタッ。




　聞こえた！　左斜ななめ前！

　俺は音から推測した攻撃の軌道に『狂信者の杖』を構えた。

　直後、重い手て応ごたえが杖に伝わる。

　もう一発同じ軌道が来る！　そのまま待機。またガードできた。

　次のモーションは下段からの斬り上げ！

　脳内再生される攻撃モーションにタイミングを合わせ、ガードしに行く！

　ガンガン！　と二連打の衝しよう撃げき、これもガードできたか。

『ディストラサークル』のおかげでダメージも一撃５以下に収まっていた。

「なっ……！　見もせずにガードを……!?」

「ようし――！　ソードダンサーのモーションはさんざん見せて貰ってるからな！」

　方向と距離さえ分かれば、見なくても流れでガードできる！

『バニッシュフリップ』から攻撃されるのも、あきらとの模も擬ぎ戦で慣れてるしな！

「その程度でそんなことができるなんて、非常識ですわよ！」

「知るかよ！　出来るものは仕方ねーだろ！」

　しかしこれが出来ても、根本的な解決にはならない。

　赤羽さんにサークルの効果切れを待たれたらそれまでだ。

　なのでサークルを維い持じするため、効果切れの前に再展開し上書きをする必要がある。

　しかしＭＰは有限。いつかは尽きる。

　なので結局のところ、やはり待たれてしまえばそれまでにはなるが――

　だが引き延ばしの効果はある。今の俺には時間が必要だ。

　これでしばらく行くぞ！

　俺が目を開けると――




　リューは『隼はやぶさのアイアンソード』を見つけた！

　蓮は『隼のアイアンソード』を手に入れた！




　――はぁ!?　なんかおかしなログが見えたんですが!?

「何いいいぃぃぃぃッ!?　あいつなんてモノを……！」

　２００万ミラ再びッ！　すげーーーーーーーっ！

　これあれだろ！　奇き跡せき的てきな低確率なやつだろ！　スカイフォール的なさぁ！

　あきらみたいな豪運ちゃんと違ちがい、アイテム運は並み以下の俺だ。

　これは年イチどころか、卒業までの間で最もツイてた瞬間かも知れない。

　すげーなこれはよし保存だ！　ナイスですリューさん！

　さぁ次行け次！

　赤羽さんの攻撃を先さき程ほどの要領で受け流しつつ、俺はウキウキして次を待った。

　が――！

「きゅっきゅー♪　きゅっきゅー♪」

　俺は見たのだ……闘場の天てん井じよう近くの窓から満足そうにリューが入って来た。

　で、観客席の前まえ田ださん達たちの所に。

　で、抱だっこされるとそのまますぴーっと寝ね始めた。

　うん寝た！　寝たね!?

　寝たらしばらく起きねえぞ、あいつは。数時間は。

「……おいマジかよ。これは……!?」

　他に『仕込杖』を作れるものは無し。

　リューさんは寝たから、数時間は『オート採集』してくれないだろう。

　さすがに数時間も試合を引き延ばすのは無理だ。途と中ちゆうでやられる。

　つまり勝とうと思えば――『隼のアイアンソード』使うしかねええええええ！

「『ブロンズソード』で済むのにまた２００万ミラだと……！」

　年イチどころか一生に一度の幸運を、速そつ攻こうでブン投げるのかよ俺！

　ぐぬぬぬぬぬぬ……！　もったいねえええええぇぇぇぇ！

　いつか自分の金で『デッドエンドＶ』撃ちたかったけどさ――今じゃないでしょ!?

　いやしかしもう勝つにはこれしかないこれしかないこれしかない……！

「うおおおおぉぉ！　やああぁぁっっってやるぜえぇぇ！」

　俺は半泣きで、雄お叫たけびを上げたのだった。

　俺は！　殺意の波動に！　目覚めたッ！

　さぁこうなったらブチかますぞ『デッドエンドＶ』をなあぁぁッ！

　そのためにはまず『仕込杖』を作らないとだ。

　問題はどこでその隙すきを生み出すかなのだが――

「『サンダースマッシュ』！」

　見えない赤羽さんが俺に向けて繰り出そうとしたアーツは、雷かみなり属性付きのものだった。

　属性系の技わざは『狂信者の杖』との相あい性しようが悪い。

　ＩＮＴ知性－60とＭＮＤ精神－60が付いてるからな。

　むしろダメージが増えてしまう。

「『ウィンドミル』！　『スティングシュート』！」

　飛び上がり＆着地ずらしで回避しつつ最大限に距離を取る。

　ここで一気に決着をつける！

「『ディアジルサークル』！」

　俺はＭＰを１／３程ほど使った『ディアジルサークル』を展開する。

　緑色の光の円陣が、俺と赤羽さんを包つつむ。

　俺は即次のサークルの詠唱を始める。彼女が迫せまって来る間に、サークルを連打だ。

「『ディストラサークル』！」

『ディストラサークル』は赤系の光だ。これも先程と同じ範囲に。

　サークル魔ま法ほうって何気に種類によって光の色が違う。

「『ディインテサークル』！」

　これは、青系の光を放つ円陣だ。

　これで三つのサークルの範囲が重なった。

　そうすると――！

「な……!?　どこに――!?」

　赤羽さんが驚おどろいて声を上げる。

　いきなり周囲が暗くなり、視界がかなり悪くなったからだ。

　それにより俺の姿を見失ったのである。

　サークル系魔法の放つ光の色はそれぞれ違う。

　そして、範囲を重ねれば色は混ざるのである。

　赤・青・緑を混ぜれば黒くなるのだ。

　黒色の光と化した三重サークルの中では、キャラの姿はかなり見えづらくなる。

　これもまあ、検証済みの現象の一つ。グラフィックを利用した目くらましだ。

　だが絵の具はリアルに赤・青・緑で黒なんだが光だと白くなるはず。

　何で黒なのかと言うと、あくまでグラフィックであってリアルの光じゃないからかね。

　リアルだと黒色の光はないが、ゲームだとシャドウ何たら～で黒の光とか出るしな。

「く……っ！　『バニッシュフリップ』！」

　赤羽さんがトンと地面を蹴りふわりと舞った。

　ここで驚いて足を止めてくれていたら楽なものだったが、そこは赤羽さん。

　危険を察知し即反応して自分の身を隠そうとする。さすがにプレイヤースキルが高い。

　が――！

　そうはさせるか！　俺は吹ふき矢やアーツ『影かげ矢や』を放つ。

「くっ……!?」




　蓮の影矢が発動！　希美に25のダメージ！

　希美は眠りに落ちた。




『影矢』が当たって眠り発動。毒スリップによりすぐ目が覚めるのだが、『バニッシュフリップ』の発動だけは押おさえこんだ。

　一見無む駄だに見えるが、毒スリップは３秒ごとにＨＰが減って行く仕様だ。

　つまり３秒間は動きを止められる。

　一発限り、極小時間の動作妨ぼう害がいだが、タイミング次第では恐おそろしく有用。

　この３秒で俺は勝つ！

　俺は即そく座ざに『仕込杖つえ』の合成を済ませる。

　今俺にできる唯ゆい一いつの、『狂きよう信しん者しやの杖』と『隼のアイアンソード』の組み合わせだ。

「『ウィンドミル』！」

　大ジャンプ！　の直後――！




　希美は目を覚ました。




「ん……!?　『バニッシュフリップ』！」

　赤羽さんがトンと地面を蹴るが――

「……遅おそいッ！」

　もう俺は、彼女の背後に着地していたのだ。

　俺は『狂信者の杖』と『隼のアイアンソード』で組み合わせた『仕込杖』を抜ぬき放つ。

　さぁ、今世紀最大の銭投げ（二回目）を見やがれええええぇぇぇぇ！

「奥義――！　『デッドエンドぉ……Ｖいいぃぃぃぃッ』！」




　ズバズシャアアアアアァァァ！
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　斬り込み、即座に返しのＶ字を描えがく高速二連撃。

　それがこちらに攻こう撃げきを仕し掛かける寸前の赤羽さんを捉えた。

「!?　きゃあああああぁぁぁっ!?」

　決まった！

　赤羽さんは高々と宙に舞い、きりもみ回転しながら地面に落下した。

　うおぉぉ。すげー飛んだな今！　打ち上げ花火かよってくらい。

　最後斬り上げだから、上方向にベクトルが向くのなー。

　そしてログが見える――




　蓮のデッドエンドＶが発動。希美に５２４４のダメージ！

　蓮は希美を倒たおした。

　デュエル終しゆう了りよう！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は５勝０敗です。




「フ、フフフフ……もったいねえ……もったいねえが――！」

　でも、でもですよ――！

　なんつーダメージだこれはああああぁぁぁ！

　全く意味は無い！　意味は無いが、５２４４だぞ！

　何倍のオーバーキルだよ！　五倍は固いな五倍は！

　すげええええええええぇぇ！

　手が――！　手が震ふるえてくるぜ……！

「やべえ、やべえよ――超ちよう気き持もちいい……！　やはり大ダメージはロマンだな……！」

　脳のう汁じるが出るってやつだ！　それはもうドバドバ出てるぞ！

　やっぱこれだよこれ！　これぞロマン砲ほうの醍だい醐ご味みですなあ！

　会場も真価を発揮したロマン砲の飛ひ距きよ離りに、度ど肝ぎもを抜かれているようだ。

「また『デッドエンドＶ』かよ！　あいつ頭おかしいんじゃねえのか……!?」

「けどそういう奴やつだからこそ見ごたえがあるぜ……！　何だあのダメージは！」

「すげえええぇぇ！　なんかいいモン見た気がする……！」

　うむぅ！　いいね楽しんでいただけたようで何より！

『試合終了ーっ！　高たか代しろ君の勝利です！　決勝進出おめでとうございまーす！』

　仲田先生の実じつ況きようが、そう会場に響ひびいた。

「はっはっはーっ！　見たかこのダメージ！　大ダメージはロマンだ！　みんなも紋もん章しよう術師やろうぜ！」

　テンション上がった俺は会場に呼よび掛かけたんだが――

「うっせー！　そんな事より何希美様を倒してんだコラアアァァ！」

「そうだそうだ！　俺おれ達たちは希美様とあきらちゃんの決勝が見たかったんだよ！」

「面白おもしろかったが、てめーは銭だけ投げて負けりゃよかったんだよ！」

　希美様ファンの皆みな様さまからブーイング喰くらった。ヒドス。

　まあ元々どアウェイの雰ふん囲い気きだったからなー。

　ともあれ勝ったああぁぁぁっ！

　決勝行けるし、赤羽さんから話も聞けそうだな！




　　◆◇◆




「で、何であきらに自分がスカーレットだって言わないんだ？」

　試合終了後――

　控ひかえ室しつへと引き上げる途中で、俺は赤羽さんを呼び止めて聞いてみた。

「そ、それは――」

　赤羽さんは、なんか急にもじもじする。

「それは？」

「だって、もし言ってＥＦエターナルフアンタジーでも避さけられたらどうしますの……!?　あきらさんがわたくしを避けるのは、あなたもご存じでしょう？」

「ああまあ、ちょっと苦手そうにはしてたかなー……」

　正直、あきらにしては結構な拒きよ否ひ反応っぷりだったのは間ま違ちがいないが。

「でしょう？　ですから知られた時に、ＥＦエターナルフアンタジーでも距きよ離りを置かれてしまうかも知れません。わたくしはそれが怖こわいので、知られたくありませんの」

　なるほど……俺と雪乃先せん輩ぱいの見解と逆なのか。

　俺と雪乃先輩的には、ＥＦエターナルフアンタジーで仲いいんだからこっちでも仲良くできるはずと思う。

　だが赤羽さん的にはこっちで避けられるのが、ＥＦエターナルフアンタジーにも行ってしまいかねないと思ってるわけだ。

「んー……？　でもあきらのことだから、そんな心配いらねーと思うんだけどなー」

　と、俺が言うとジト目になった赤羽さんがぐいっと詰め寄よってくる。

「軽く仰らないで。ではもし言って、やはりＥＦエターナルフアンタジーでも距離を置かれてしまったら、あなたが責任を取ってくれますの？」

「いやそれは――」

「でしょう？　リスクが大き過ぎます。今はまだ、知られていい時ではございません」

「ふむ……でもさー。んじゃこのままでいいと？」

「そうではありませんわ。今はまだ――と言いましたでしょう？　ですから秘密を明かす地ならしのために、わたくしから歩み寄っているではありませんか」

「あれで歩み寄ってたのか!?　喧けん嘩か売ってるようにしか見えないんですが……？」

　との俺の感想に、赤羽さんはびっくりした様子だった。

「えええええ!?　そ、そんな馬ば鹿かな……！」

「いや、こっちのセリフだ！　だったら普ふ通つうに友達になりに行けよ……！」

　何？　軽いコミュ障なのかなー。

　セレブに生まれると意識せずにマウンティングするのが普通になるらしいぞ。

「う、うるさいですわね！　普通って何ですの普通って!?　大体友人なんて向こうから寄ってくるものではないですか……！」

　と、赤羽さんは顔を赤くしていた。なんか恥はずかしくなってきたのか。

「あー、自分から友達を作ろうとしたことがないと？」

「……ええ」

　セレブだから向こうから寄ってくるんだな、セレブだから。

　多分あきらも同じような環かん境きようなんだろう。

　だから周りの環境がつまらないと言っていたし、リアルを無視した付き合いのできるネトゲにはまってたんだなー。

「よし、分かった！　じゃあ俺も協力してやるよ！　スカーレットのことは言わねえし、赤羽さんがあきらに話しかけに行く時は、それとなくフォローするぜ！」

「け、結構ですわそんなもの！　わたくし一人で十分です！」

　ホントかよ、怪あやしいもんだ。

　この子だけに任せておくと、上手うまく行きそうな気がしないんだが……

「まま、そう言わず。俺が勝手に手伝うだけだからさ。やっぱ仲良くゲームできるんだから、リアルに仲良くできないはずはないと思うんだよ」

「どうしてもと言うのであれば止めませんが……わたくし達の場合は少々事情が特とく殊しゆでしてよ。お互たがいあちらにだけは負けないようにと、そう言い聞かされて育ちましたの」

「ふむ……そういや、元々家が商しよう売ばい敵がたき同士なんだよな？　そもそも何でこんな事になってるわけ？」

「本当に単なる偶ぐう然ぜんなのですわ。わたくしが兄に勧すすめられてＥＦエターナルフアンタジーを始めて、最初に出会ったプレイヤーがあなたとあきらさんだったのです」

　うん。初心者のスカーレット君とログイン初日に知り合って、その後色々お手伝いしたり一いつ緒しよに遊んだりしたなー。

「とても楽しかったですわ。現実では赤羽家の娘むすめであることからは逃のがれられませんが、あの世界では何も気にすることなく自由でしたから」

「……あきらも同じようなこと言ってたなあ」

「そうですか」

　赤羽さんはくすりと笑う。ちょっと嬉うれしそうだった。

　あきらと同じ意見だったのが嬉しかったのかな。

「あなたたちとプレイするのが楽しかったものですから――その、失礼ながらどのような素す性じようの方か調べさせて頂きましたの」

「ふむふむ。それでプレイヤーのアキラが青柳さんちのあきらだと分かったんだな」

「ですわ。それまでは彼女を倒すべき敵としてしか認にん識しきしていませんでしたが……」

「実はいい奴だった？」

「ええ。ですからもう、敵だライバルだと争うのはイヤになって……ですがわたくし達には今までの積み重ねがありますから――」

「なるほどなるほど……好感度がマイナススタートだから時間がかかると」

「ええ。正直申し上げて、あきらさんはわたくしを嫌きらって避けていますし……スカーレットのことを明かすのは、そこが解消されてからだと思いますの」

　うんうん。赤羽さんなりに考えつつ、あきらと仲良くなろう作戦を実行中なわけだ。

　しかしまあセレブゆえのコミュ障のせいで、うまく行ってないと。

「オーケー了りよう解かい。さっきも言ったけど協力するぜ。スカーレットのことはあきらに隠しつつ頑がん張ばってみるか！」

「……お節せつ介かいですわね、あなたは」

「そうか？」

「ええ――ＥＦエターナルフアンタジーのまんまですわね」

　おお。初めてかもしれない、赤羽さんの柔やわらかい笑え顔がお。

　美しいって言葉がぴったりだな。

　そして控室に降りると――

「蓮くんお疲つかれ様さま～！　やったね、これで決勝進出だね！」

「おお！　あきらも次勝ってくれよ！」

「ふん、残念ですわね。わたくしの手であなたを倒して差し上げたかったのですが」

　いや……うーん。やっぱこれ友達になろうっていう奴の態度じゃねーな！

　先は長いかもだが――まあ、二人が仲良くなれるように見守って行くとしよう。







第６章　決勝戦！







　さていよいよ――神秘の武技ミステイツク・アーツ主しゆ催さいの対人デュエル大会春の新人戦も決勝を迎むかえようとしていた！

　決勝のカードは、俺ＶＳあきらの同ギルド対決になっております！

　俺達は二人並んで、決勝の闘場へと向かう階段の前に立っていた。

「やっとここまで来たね～！　もう目的は達成されてるし、わたし達たち頑がん張ばったよね！」

　あきらが楽しげに笑う。

　もう『レイブラの魔ま筆ひつ』が俺達のものになるのは決まっている。

　ここからは、いわばボーナスステージとかエキシビジョンだ。

　あとはあきらの言う通り、思いっきり楽しんで終わればいい。

「ああ――長く厳しい戦いだった……ハンパない額が闇やみに消えていった……」

「ははは……結構銭ぜに投げしたもんねえ。トータル４００万ミラだね」

「プラス『狂信者の杖』もな」

　まああれはそんな高くないが、無ければ無いで結構困る。

『仕込杖』に使う『アイアンソード』は何とかこの決勝用に用意できた。

　だが『狂信者の杖』の方は補ほ充じゆうが間に合っていない。また買いに行かねーとな。

「まあ、貰もらい物ものとか拾い物だからはじめから無かったと思って諦あきらめるしかないよ？」

「いや、別に未練はもうねえよ。５０００ダメージはすげえ気持ちよかったからな！　全すべてが許されたな！　やっぱ大ダメージはロマンだ！　あきらもやってみればわかるぜ？」

「え？　ソードダンサー廃はい業ぎようしていいの？　だったら紋章術師になっちゃおうかな～？」

「いややっぱダメだな。あきらはソードダンサーのままでお願いします」

　ロマン砲はコストを度外視すれば１対１のデュエルもまあまあいけるが、真価を発揮するのはソードダンサーと組んだ時だからな。

　俺とあきらで組んでこそ真価を発揮できるのだ。

「えぇ～？　性能的な意味で？」

「そう。性能的な意味で。やっぱ相性バッチリだからな」

「プラス目の保養的な意味も入ってるって感じ？」

「……ですね！　まああくまでサブ的意味だが、いつもありがとうございます！」

「……もぉ～。最近どっちが本命だかわかんないよねぇ。蓮れんくん何ら遠慮せずに見るし。相手がわたしじゃなかったら、きっとめちゃくちゃ怒おこられてるからね？」

　あきらがジト目で見てくる。

「いや～……でもほらつい、な――」

　と、階段の先の闘場から、アナウンスが響いて来た。

『それでは決勝戦！　選手入場でーす！』

「あ、呼び出だしだね！」

「よし――行くか」

「手加減はしないからね！　思いっきりやろうね！」

「ああ――恨うらみっこなしだ！」

　俺とあきらは、頷うなずき合って階段を上り始める。

　この階段は、二人だけで他からは見えない空間だ。

　そこに入ると、あきらは俺の腕うでを取ってぎゅーっと抱き着ついてきた。

　腕にあきらの胸がむぎゅっと押し付つけられて、非常に柔らかいんですが！

「お、おい……！　何だよ？」

　さすがにちょっと、どぎまぎしながら俺はたずねる。

「ふっふーん。何だと思う？」

「いや、分からんから聞いてるわけで……」

「色いろ仕じ掛かけ～♪　こうやって蓮くんをドキドキさせて平常心を失わせて、戦いを有利に運ぼうという策略だよー♪　それにこのまま出て行ったら、会場の皆みなさんからのヘイトが蓮くんに集中するよね♪」

「うわ何だそれえげつねーな！」

「ふっふふ……手加減しないって言ったよね？　戦いは非情なんだよ、蓮くん！」

「ったくなんちゅう残ざん虐ぎやくファイトだよ――」

「あれところで、策略と分かってても逃にげないんだ？」

「いや、うーん……どんな策略でも正々堂々受けて立つというか――」

「単に喜んじゃってるだけでしょ～？」

「ノーコメントで！」

「あ、都合が悪くなったら黙だまる～」

　と、あきらがくすくす笑う。

「ホントはね、照てれ隠しだよー。蓮くんが約束通り決勝まで上がって来てくれたし、嬉しくてついこうなっちゃった――えへへ……ごめんねビックリしたよね？」

「い、いや、いい意味でのビックリだし、別に――」

「……」

「……」

　お互い一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　甘あま酸ずっぱいような、くすぐったいような――

　闘場はもうすぐ目の前だ。耳に入る会場のざわめきが、だんだん大きくなってくる。

　何ですかこれは!?　ギャルゲーでもこんなの知りませんよ!?

　あきらがぱっと腕を離はなして、二、三歩先に駆かけ出した。

「何てね～♪　どう？　いい精神攻撃になったかな？　試合に集中できないでしょー？」

「あ、結局そっちかよこの野や郎ろう――！」

　と、逃げるあきらを捕つかまえようとして俺おれも走り出して、捕まえたと思ったらバランスを崩くずして二人とも転んだ。

「きゃっ……！」

「うぉっ――!?」

　で――転んで倒れた先はもう闘場の中だったりした。

　つまりこう……観客全員の前であきらを押し倒して登場！　みたいな絵面になった。

　更さらに、俺の手はしっかりあきらの胸をむにゅっとやっていた！

　いわゆるラッキースケベなんですが！　いやここではアンラッキーと言うか……！

　しかし何て柔らかい物体なのか！

　ゲームだからこうなのか、リアルでもこうなのか――

「おいコラーッ！　あきらちゃんに何て事しながら登場しやがる！」

「俺らに喧嘩売ってんのかボケェェェ！」

「それが入場料取って見せる内容かー!?　責任者出てこい！」

「高たか代しろーっ！　てめぇ見み損そこなったぜ！　それは従者じゃなくて直結厨の所業だーっ！」

　観客の皆さんから地鳴りのようなブーイングが！

「あ、あはははは……ごめん蓮くん、こんなつもりじゃなかったんだけど……」

「いや……もともとアウェイなのは覚かく悟ごの上だしな。まあ気にせずにやろうぜ」

「うん。じゃあ胸から手、離してくれる？」

「おお!?　悪い悪い……」

「ううん。わたしも悪かったし……」

　俺達は慌あわてて身を起こし、デュエルに備えて向かい合うのだった。

『さぁいきなり見せつけられて、年ねん齢れいイコール恋こい人びと無しの身としてはやる気が殆ほとんど無くなりましたが、決勝戦です！　きっとこの場の大半の皆さんは、私の気持ちがご理解頂けると思います！』

　先生のカミングアウトを交えた実況に、その通りだー！　と拍はく手しゆが起こっていた。

『もう勝手にイチャイチャ戦ってればいいんじゃね!?　はい開始。どぞー』

　やる気なさそうなアナウンスと共に、決勝のゴングが鳴なり響いた。

　さーて決勝戦開始！

　俺に対するブーイングが鳴りやまない中、俺とあきらは向かい合う。

　状じよう況きようを整理しておくと、素材は何とか調達できたので『仕込杖』は作れる。

　だが前の試合で壊こわした『狂信者の杖』は補充出来ていないので使えない。

　とすると、俺にあきらの物理攻撃をノーダメージでやり過ごす手段は無い。

　まあ元々『スカイフォール』持ちのあきら相手だ。

　あれの衝しよう撃げき波はは魔法属性なので『狂信者の杖』でもノーダメージは難しい。

　こういう状況なら、俺としては短期決戦で一いち撃げき必殺を狙ねらいたいところ。

　向こうには『闘神の息い吹ぶき』によるＡＰアーツポイント自動回復もあるから、長期戦になればなるほどあきらの有利になって行く。

　ＡＰアーツポイントがあれば赤あか羽ばねさんもやっていた『バニッシュフリップ』からの闇やみ討うちも延々とできるし、まだ見せていない奥おくの手てもあきらは持っている。

　それもＡＰアーツポイントがあればあるほど、有利に運ぶものなのだ。

　長期戦は不利。短期決戦狙い。

　そうなると俺の初手は――

「『ディアジルサークル』！」

　ＭＰを空にする大範はん囲いで！　これで一気に決着を狙う！

　対するあきらの初手は『毒薬』使用。

　これはもう基本ですな。分かっていたので俺も『仕込杖』装備でバトルに入った。

「速攻ッ！」

　俺はあきらに向け突とつ進しんを開始！

「そうは行かないから！」

　あきらは俺に背を向け、サークルの範囲外がいに逃げるようにダッシュ。

　迎げい撃げきはしないつもりのようだ。

「こら、待てええぇぇぇ！」

「きゃー！　襲おそわれるー！」

　逃げる美少女を斬きり倒そうと追いかける俺の図は、どこの腐くされ外げ道どうだよって感じだ。

　しかし俺の勝機が最もあるのはこのタイミングなんだ！　仕方なし！

　鈍どん足そく効果のある『ディアジルサークル』内なので、俺の方が足が速く距離はだんだん詰つまる。もうちょっとで攻撃が届きそうになり――

「『バニッシュフリップ』！」

　タンッと軽く跳ちよう躍やくしたあきらの姿が、ふっと掻き消えた。

「ああくそ！　もうＡＰアーツポイントが溜たまったか！」

　俺はあきらを見失う。

　攻こう守しゆ交こう替たい。今度はこちらが向こうの攻撃に神経を尖とがらせる番だ。

　しかし――あきらからの攻撃は、いつまで経たっても一向に飛んでこない。

　サークルも効果時間が過ぎ、消しよう滅めつして無くなってしまった。

「……なるほど。俺に１ミリたりともＡＰアーツポイントを与えねーつもりだな」

　ＡＰアーツポイントは攻撃を当てるか、当てられるかで溜まる。

　また、『パリィリング』装備ならガードでダメージ０の場合でも溜まってくれる。

　俺に通常攻撃の能力は無いから、これまではガードしたりガード削けずりされたりで溜まるＡＰアーツポイントを使用していた。

　あきらはそれを断たとうというのだ。

「うん。そうだよ。『ウィンドミル』とか『スティングシュート』の攻撃は大したことないけど、組み合わせてトリッキーな動きはできるもんね？　蓮くんに選せん択たく肢しを与あたえると、応用で何か考え出しちゃうから――可能性を消させてもらうね」

　姿の見えないあきらの声が聞こえる。

　声の位置も、俺に場所を気取られないよう常に移動していた。

　うーんさすがあきら、油断も隙も無いな。

　あきらとしては、このままＡＰアーツポイントの限界まで溜めるつもりだろう。

『ＡＰアーツポイント限界突とつ破ぱ』により、あきらのＡＰアーツポイント最大値は通常の１．５倍の４５０である。

　そこまで行ったら後は――

　恐らく、あの奥の手が来る……！

　まだこの大会でも一回も見せていない、伝説のあれが――！

　そして俺も、それを使うあきらとバトルするのは初めてだ。

　訓練場でも試ためしたことのないやつなのだ。

「あきら、アレを使う気か――」

「ふっふっふっ――手加減はしないって約束だからね。蓮くん相手には、こうでもしなきゃって感じだし……」

「でも大だい丈じよう夫ぶか？　こんなに人いるのに」

「だ、大丈夫だよ……！　多分……！」

　自信なさげである。まあ、仕方ないかアレだし。

　そして、更に暫しばらく時間が過ぎて――

　そろそろＡＰアーツポイントが４５０まで溜まる頃ころだな――

「よし――い、行くよ蓮くん！　か、覚悟してね……！」

　その声と共に、久しぶりにあきらの姿が見えるようになる。

「おおおおおおおっ！　あきらちゃーーーーん！」

「うおおおおおおおおおおおっ！」

「すげーーーっ！　いい！　いいよいいよーー！」

　観客席が大盛り上がりだった。

「うわ～！　すげーなそれ！」

　何ってあきらの装備の見た目だ。

　いつもより多めに露出しております！

　装そう飾しよくされたきわどいビキニの上に、ふんわり長めの布を巻いた感じ。

　今までのもあれだったが、今回のはそれを上回ってる。

　ビキニ部分は銀色ベースに金色の模様入り。

　下も銀糸で編まれたものか、きらきらと輝かがやいているように見える。

　特に上半身の肌はだ色いろ成分が顕けん著ちよで、胸のぷるぷる感とか腰こしのきゅっとくびれた感じとかちょんと控ひかえめなおへそのあたりとか、モロに見えるようになっている。

　下も布は長いけどスリットがめちゃ深くふんわりなので、はいてない感すらある。

　うわ～やっぱスタイルいいよなー。エロ可愛かわいいとはこの事ですなあ！

「あ、あんまり見ないで恥ずかしいから……！」

「戦う相手から目を離すわけにいかねーだろ。それに会場のみんなもガン見してるぞ？」

「うううううう……！　そこは言わないで、気にしないようにするしかないんだから！」

　この衣装は『エンジェルチャーム』という名前の装備だ。

　これもアウミシュール大古墳の宝物庫産のアイテムだった。

　見ての通りのグラフィックで、まさに見るものを魅み了りようするわけなのだが――

　特殊性能で『異性への攻撃が全てガード不可能になる』という効果を持つのである。

　見とれてしまって、手が疎おろそかになる感じを表した性能なのだろう。

　なかなか――というかかなり強力な特性である。

　ただし見た目が目立ちまくることの再現か『バニッシュフリップ』などの透とう明めい化かをすべて無効化するという欠点も持っていたりする。

　着き替がえをうまく駆く使しすれば回かい避ひできる欠点だが、あきらはまだ装備の『イクウィップリング』もタレントの『クイックチェンジ』も持っていないため、手動で装備チェンジしたのだろう。

　ここから先は、ずっと『エンジェルチャーム』装備で来るだろう。

　これがあきらの奥の手である。

　何せここから俺は、あきらの攻撃の一いつ切さいがガードできない。

　ガードのモーションを取ったとしても、ダメージが一切軽減されなくなる。

　ここまで強力なものをあきらがずっと取っておいたのは、当たり前だが見た目が過激すぎて恥ずかしいからである。

　そしてここに来て――ついにこの伝説の装備を解禁したのだ。

「い、行くからね蓮くん！　ここからは速そつ攻こうでやらせてもらうから！」

　あきらは顔を赤くしながら、そう宣言してきた。

「ええいっ！」

　あきらが初めて、俺に向けて攻撃を繰くり出してくる。

　離れたところから剣けんを一いつ閃せんしただけなのだが――

『スカイフォール』はそれに合わせて衝撃波を生み出してくるのだ。

　そしてこれが、『エンジェルチャーム』のガード無効効果でガードできないわけだ。

　あきらは衝撃波を放つとすぐに走り出し、ぴたりと後ろにつけている。

　俺が避けたら合わせてすぐに攻撃を加えるつもりだな。

　さて――こっちはどうする？

　避けることもできなくはないが、あきらは俺の回避を見み越こして追つい撃げきする構えだ。

　ＡＰアーツポイントが無いので、『ウィンドミル』によるジャンプ回避は不可。

　俺の動きはかなり限定されてしまう。

　なら――一撃必殺を狙いに行く！

　俺は衝撃波を無視し、そのまま真まっ直すぐ突っ込んだ。

　後ろに吹き飛とばされそうになるのを踏ふみとどまり、そのまま前へ。




　あきらの攻撃。蓮に73のダメージ！




　無視！　衝撃波のすぐ後ろにいるあきらの近接レンジに踏み込む！

「『ホークストライク』！」

　あきらがアーツを発動し、俺の頭上を飛び越こえて行った。

　距離を取ったか――向こうはＡＰアーツポイントが４５０あるからな。

「ちっ、逃げたか……！」

「もう一発行くよ！」




　ドシュウウッ！




　再び衝撃波が俺に向けて迫せまってくる。

　このまま突つっ切きってもまた逃げられる……！

　ならばと、俺は斜ななめ後方に走って距離を取る。

　その動きを見るなり、あきらは足を止めまた俺に向け衝撃波を放つ。

　またまた俺の前に迫る衝撃波。

『スカイフォール』と『エンジェルチャーム』の組み合わせは厄やつ介かいだな……！

　完全に男殺しだぞこれ。

　突っ込んだら逃げられ、逃げたら追われるのである。

「よし――それなら！」

　俺は衝撃波を目の前にし、アイテムボックスをオープンした。

　そして『ヒールポーション』を使用した。

　衝撃波を貰いつつＨＰが回復。結果ほぼダメージと回復量はイコールだった。

　あきらは俺の奥おう義ぎ警けい戒かいで、近接レンジには踏み込んでこない。

　レンジ外からまた衝撃波。俺は斜め後うしろに逃げて距離を取って――

　また同じシーケンスだ。

　方向転てん換かんした俺を狙って繰り出される衝撃波に合わせて、ポーション使用。

　結果ダメージはトントン。

　二回繰り返かえすとあきらは動きを止め、こちらを探さぐるようにじっと見てきた。

「なるほど……それでＡＰアーツポイントだけは溜まるってことだよね」

「あ、バレたか」

　いったん距離を取るのは、ポーションのキャストタイムが少々あるからだ。

　多少の距離を開けておかないと、先に衝撃波が着ちやく弾だんして使用が中断される。

　距離を測りつつ、ポーションの発動直後に衝撃波が着弾するように調整したのである。

　このままこれを続ければ、ＡＰアーツポイントが溜まって俺の選択肢は増える。

　そうはさせじと近接レンジに踏み込んできてくれたら、一撃必殺の可能性が得られる。

　さぁあきらはどっちで来る？

「このまま蓮くんのポーションが尽つきるまでやってもいいけどね――？」

　実際それが一番困るわなー。

　近接レンジに踏み込まず、ガード無効の衝撃波で削り殺されるのが一番マズい。

　被ひダメージ時の取得ＡＰアーツポイントは相手の攻こう撃げきの種類によって決まり、ダメージ量には依い存そんしない。

　同じ攻撃方法であれば、それが10ダメージであっても１００ダメージであってもＡＰアーツポイントの取得値は同じだ。

　ガード無効のあきらの攻撃は被ダメージが大きいが、取得ＡＰアーツポイントはガードでダメージ軽減した場合と変わらない。

　つまり非常にＡＰアーツポイントの取得効率が悪いということ。

　今までのように、ガードである程度耐たえたら、ポンポンアーツが使えるというような状況にはならない。

　その前にこちらがやられている可能性が高い。

　実際ポーションの数もそんなにないしな……

　ここは何とか、近接レンジの戦いに持ち込みたいところ。

「フッ……そんな余よ裕ゆうかましててもいいのか？　急がないとだろ？　見ろよ――」

　俺は観客席を指差す。

　あきらの動きが止まっている今は、この上ないシャッターチャンスだ。

　観客達たちの持つ『魔導式映写機』のフラッシュがバシャバシャたかれているのだった。

「……ううっ!?」

「この間にもどんどん『エンジェルチャーム』姿のスクショが量産されておりますが？」

「れ、蓮くん！　ちょっとは怒ったり止めたりしてくれてもいいんじゃないの……!?」

　あきらは真っ赤になって声を上げる。ちょっと涙なみだ目めだった。

　うーんちょっとやり過ぎたかな……

「分かった悪かったよ。見えなくするからちょっとタイム！」

「？」

　俺はマジックポーションを使って空だったＭＰを補充。

「『ディアジルサークル』！　『ディストラサークル』！　『ディインテサークル』！」

　三重の黒色サークルを展開。再びＭＰが空に。

　これで俺とあきらの姿は外からほとんど見えなくなる。

　内部も暗いが、姿が見えない程ほどではない。

「ほら、これで見えなくなったぞ」

「あ――うん。ありがとー蓮くん」

「親切な振りをしてちゃっかり弱体を決める俺であった――ってな。ってワケだから礼はいらないと思います」

「またまたぁ。と言いつつこれ以上わたしのこの姿を他の奴やつ等らに見られたくない！　的なやつだよね？　ね？　ちょっと嬉しいかもだぞー？」

「……効果切っちゃってもいいですかね？」

「あーん！　ダメーッ！」

「じゃあまあ、効いてるうちに決着付けようぜ！　あと１分だ！」

「うん！　もうこうなったら一発勝負で行っちゃお！」

　俺おれ達たちはお互い距離を詰め、近接レンジで武器を構え合った。

　真しん剣けん勝負。決けつ闘とうの立ち合い――って感じの緊きん張ちよう感。

　俺のＡＰアーツポイントも50は溜まっている。

『ウィンドミル』か『スティングシュート』なら一回だけ打てる。

　これをうまく使って勝ってみせる！

「いくよ――！」

「ああ、３、２、１――！」

「「勝負ッ！」」

　お互いが突っ込む！

「奥おう義ぎ――『クロスクレセント』！」

『ダブルスラッシュ』と『クレセントスラッシュ』を合成した奥義だ。

　前方範はん囲い攻こう撃げきの『クレセントスラッシュ』の三日月エフェクトが左右に二連打されるようなエフェクトである。

　さらにそこに『スカイフォール』の衝撃波までおまけで付いてくる。

　攻撃レンジが広いため、俺の奥義はまだ届かない。

　ここはモロに受けつつ前に出る！




　あきらのクロスクレセントが発動。蓮に４９４のダメージ！




　俺の残りＨＰは４５０！

　踏み越えた！　もうあきらは目の前！　もう奥義を発動しても届く！

　しかし今の俺のＭＰは空。

『デッドエンド』は発動と同時にＨＰが１になる。

　だから相手と同時に攻撃を出せば、当てても相打ちになる確率が非常に高い。

　勝つには、後の先を取るしかない。

　つまり、あきらからの攻撃を受けた直後にデッドエンドを発動して当てる必要がある。

　次の一発で、それをやる――

　そしてあきらの次の行動は――

「奥義！　『エリアル――』！」

　一発目を受けた俺の体は、大きく上に吹ふっ飛ばされる！

『エリアルクレセント』で来たか――！

　これは一撃目で強制移動させられるから、後の先の返しが取れない。

　上に浮うかされた直後、あきらが二撃目を振ふりかぶっているのが目に入る。

　奥義の二段攻撃のモーションだ。

　まずいこれを受けて生き残れるか――!?

　相打ち覚悟で『デッドエンド』に行くしか――！

　しかしそこで、俺はＨＰゲージを見た。

　残りＨＰは２２８。一段目で２２２貰ったことになる。

　ん？　おかしいぞ。

『エリアルクレセント』の一段目二段目のダメージは同じだ。

　つまり、次の一撃で２２２貰ってＨＰが６残ることになる。

　これを貰って後の先を取っても勝てる……！

　いやしかし、あきらがそんなミスを犯おかすか？

　マイベストフレンドのあきらさんがだぞ――？

　これは何かあるか……!?　なら――

　そしてあきらの動きが、俺の知らないものへと変わった。

『エリアル』に続く奥義名が――

「『フルムーン』！」

　あきらだけさらに高度を上げ、剣を高く掲かかげると、そのままダイナミックに前方宙返りを繰り返しつつ急降下。

　その回転する刃はが攻撃となる、およそ人にん間げん業わざではない派手なモーションだ。

　恐おそらく『エリアルクレセント』の更に上の、アーツを三種複合した奥義か。

　二撃目の前に更に飛び上がっていたから、あのタイミングで『デッドエンド』を撃うっていたら、モーション的にスカっていた。

　後の先狙いで行っても、二発で止まらないあの奥義にやられていた。
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　寸前で異変に気がついて良かった。

　俺は『デッドエンド』を思おもい止とどまって別の選せん択たくをしていたのだ。

「『スティングシュート』！」

　空中で俺の軌き道どうが変わる。

　ギュンと回転するあきらが、俺の脇わきを通過して――

「あっ――!?」

　その瞬しゆん間かん俺おれは既すでに動いていた。

「装備変更セツトチエンジ、セットＣ！　装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

　着替えを二連打。

　具体的には、武器を『仕込杖つえ』⇒『アイアンスタッフ』⇒『仕込杖』と切り替かえた。

　今『仕込杖』で『スティングシュート』を撃ったのだが、これは杖を飛ばして戻もどってくるエフェクトが入る。戻ってくる間は移動以外できないのだが、着替えを挟はさめばエフェクトカットで次の行動に移れるのだ。

　そう、今この瞬しゆん間かんを逃のがす道理はない！

　再び『仕込杖』を持った俺がやることは一つ！

「奥義！　『デッドエンド』おおぉッ！」

　それが、回転中のあきらに直ちよく撃げきした。




　ズシャアアアアアァァァ！




「んきゃああああああっ!?」




　蓮のデッドエンドが発動。あきらに２６２２のダメージ！

　蓮はあきらを倒たおした。

　デュエル終しゆう了りよう！　蓮の勝利です！　蓮の通算戦績は６勝０敗です。




『おっと決まったあああぁぁぁ！　優勝は高代蓮君！　おめでとうございまーす！』

　勝った――！　やったぜえええぇぇぇ！

　やっぱり何でも勝つのはいいことですな！

　ただしダメジョブマイスターとしては、ダメジョブで勝ってこそですが！

「あきら、おつかれ！　いやーいい勝負だったな！」

　俺はあきらに近寄り、手を貸して立つのを助けた。

「あ～あ負けちゃったぁ……せっかく辱はずかしめに耐たえて頑がん張ばったのにー！」

　俺の手を取りつつ、あきらは既に元の普ふ通つうの装備に戻っていた。素す早ばやいな。

「いやでもヤバかったぞ。紙かみ一ひと重え紙一重。またやろうぜ！」

「うんまあ楽しかったしね！　『レイブラの魔筆』も貰えるし、参加してよかったね」

「ああ、紋もん章しよう術師の可能性も世間に示せたと思うしな。みんな見たかー!?　紋章術師も結構いけるだろーっ!?」

　俺は会場に呼よび掛かけるのだが――

「「「ＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」」」

　あ、ブーイングがすげぇ。

　やばいやばい早く引っ込んだほうがいいか。

「うーん。俺おれ嫌きらわれてんなー。みんなあきらの応おう援えんだったもんな」

「あはははは……まあ、大丈夫だよ」

「とりあえずさっさと退散するか！」

「そうだねー帰ろうか！」

　と俺達は、並んで闘場から控ひかえ室しつに帰ることに。

　階段を下りながら――

「あ、あとで『エンジェルチャーム』姿のスクショ撮とっていい？」

「え？　うーん……ヤダ！」

「何ィ!?　そんな馬ば鹿かな……」

「だって負けて悔くやしいのは悔しいも～ん。だから見せてあげな～い。また今度ねっ」

　まあそんなこんなで――

　俺達は『レイブラの魔ま筆ひつ』を無事持ち帰ることに成功したのだった！







第７章　ギルドショップを流行らせよう！







　というわけで春の新人戦の翌日の放課後――

　俺達は早さつ速そく『レイブラの魔筆』を使ったギルドショップ繁はん盛じよう計画を打ち合わせていた。

「おー！　いいねこれ！　色塗ぬるのも楽だし！」

『レイブラの魔筆』を持つ矢や野のさんが嬉うれしそうにしている。

　デザイン土台にと俺が作った『ウッドテーブル』に、矩く形けい指定して花はな柄がらのデザインをペイントしていた。

　四角だったり、円だったり、星形だったりと、図形の形も色々変える事が出来る。

　色んな太さのラインを引くことも簡単だし、ライン自体をロードしたデザインにすることもできる。

　あっという間にシンプルな『ウッドテーブル』が、様々な柄がらにペイントされて行く。

「うんうん。やっぱこいつだと、色塗るにしろ絵描くにしろ早いよな」

「んだねー。読み込んですぐペイントできちゃいますし」

「じゃあ大量生産もできそうだよね！　デザインさえできちゃえば、わたし達でもペイントはできるし！　後は優ゆう奈なちゃんにデザインを作ってもらって登録すれば――」

「まーあたしがドンだけやれるのかは知らんけど、あっきーも高たか代しろも必死こいてゲットしてきたんだし、出来るだけ協力するべしってねー」

「じゃあ、後は土台になる商品がたくさんあれば、ショップに並べて売れるわね」

「ああ、それは俺の役割ですね！」

　俺が作ったアイテムを、矢野さんのデザインでラッピングして売る！

　これを『ラッピングアイテム』って銘めい打うって売っていくのだ。

『仕込杖』の素材のインゴット系は尽きたが、テーブルとか椅い子す用の木材系の素材はまだちょっとある。

　とりあえずこの辺を全投入して、ショップの商品にするか！

　それから店前に置いとく立て看板とかも作らねーと。

「じゃあわたし達は――？」

「宣伝・店番・仕入れの手伝いって感じかな」

　宣伝は重要だよ宣伝は。

　店番もな。幸いあきらも前まえ田ださんも見た目は申し分ないので、看かん板ばん娘むすめにぴったりだ。

　まあそこらのテコ入れには俺にアイデアがあるぜ。

「とりあえず暫く開店準備だな！　矢野さんはガンガンデザインを作って行ってくれよ。俺はベースのアイテムを用意するから」

「じゃあ琴こと美みちゃん、わたし達はアイテムの合成素材集めに行こっか！　蓮れんくんの手持ち素材ももう無くなって来てるしね」

「ええ。分かったわ」

「あ、インゴット系多めで頼たのむな。木材系はまだちょっとあるけど、金属の素材がもう全然なくてさ」

「おっけー！」

　と、いうわけで俺達はそれぞれ行動を開始した。

　あきらと前田さんは素材確保に出かけて行き、矢野さんは二階のリビングで『レイブラの魔筆』での様々なデザインパターンの作成に専念。

　で、俺は一階の工こう房ぼうに籠こもり、アイテム作りに。

　あきらにも言ったが、木材系はまだ手持ちが余ってるからなー。

　まずはテーブル作るかな。

　工房で合成することにより合成にさまざまなボーナスが付く。

　まず合成スキルのレベルが底上げされるのに加え――

　失敗のリスクを軽減する『指定素材セーブ』。

　規定より少ない素材数で合成できる『素材知識』。

　ＮＰＣを雇やとって代わりに合成をして貰もらえる『職人雇こ用よう』。

　等々だ。その他にもいろいろなものがある。

　これらは、工房の設備により付く効果が違ちがう。

　いい設備にいい効果が付くのは当然だな。

　学校の合成ルームでは『指定素材セーブ』だけは付けて貰えるが、まあ基本の基本って感じのサービスだ。

　ちなみに合成には複数の技術系統があり、それぞれレベルがある。

　俺おれは鍛冶かじ、木工、錬金を主に上げている。

　何でこの系統かと言うと、暗器の自作のためだ。

　いずれは全合成あげて行きたいけどなー。

　取り敢えず鍛冶で金属系の武器防具、木工で杖や家具類を作成できるから、このあたりのラッピングアイテムを作っていこう。錬金は薬作ったり、素材の特とく殊しゆ加工が主だから、ラッピングアイテムには不向きかなー。

「よしまず『ウッドテーブル』！」

　家具はラッピングアイテムにはいいよな！

　別にバトルに使うものでもないし、性能が問題にならないから。

「『ウッドチェアー』！」

　一人用のノーマルな木の椅子ね。

「『ウッドベンチ』！」

　木のベンチな。

「『ウッドコップ』！　『ウッドディッシュ』！」

　コップにお皿。雑貨系だな。

「『木のマネキン』！」

　ショップの展示用としてね！

　ショーケースがあるから、武器防具を装備させて飾かざろう。

「『オークシールド』！　『オークスタッフ』！」

　よしよし。

　まあ武器防具に関しては展示品がそのまま売れるの期待じゃなく、武器防具持ち込みでそれにペイントするサービスのアピール目当てだ。

　自分の愛用の武器に好みのペイントをしたいってニーズは絶対あるだろう。

「よっしゃー！　いくつかデザイン出来たよーん。高代ちょっと試し塗りさせて～！」

　と、矢野さんが二階から工房に降りて来た。

「お！　けっこー色々出来てんねー」

「おう。そこらにあるの、どれでもやってくれよ！」

「んじゃこれ借りるよー」

　と『ウッドディッシュ』を手に取り、『レイブラの魔筆』でさっと白一色に塗った。

　その上で、くるくると先せん端たんを宙に回すとメニューが起動。

　デザインデータを選択する画面が浮かび上あがって来る。

　そこから、いくつかのフルーツが描かれた画像を選択。

　で、さっきの『ウッドディッシュ』に魔筆の先端を触ふれさせ、トントンとやる。

　するとそこに、先さき程ほどの画像がペーストされる。

　白地にフルーツの絵がペイントされた『ウッドディッシュ』が出来上がり！

　加工時間は１分もかかっていない。はえー！

「どうどう？　けっこーいい感じ？」

「おぉー！　いいんじゃね。雑貨屋とかで売ってそうな感じ！」

　元々シンプルで何の飾りもない『ウッドディッシュ』が化けたな！

　これは、いいんじゃないか！　売れると思う！

　オープンが楽しみですな！




　　◆◇◆




　それから二日後――授業開始前のギルドハウス一階ギルドショップ。

　店てん舗ぽ内ないには、様々な商品が陳ちん列れつされていた。

　店の中央にはテーブルや椅子などの家具類を。

　壁かべの棚たなにはコップやお皿などの小物や雑貨類。

　通りに面したショーケースには防具を装備させたマネキンを。

　その近くには杖や剣などの武器類も並べてある。

　もちろんこれら全すべてがデフォルトのものではなく、矢野さんデザインの様々なペイントが施ほどこされたラッピングアイテムだ。

　全体的には明るい色いろ遣づかいが多くて、女子受けしそうなものが多いかな。

　まあうちのデザイナーがギャルですし。

　とはいえ男としても気になるアイテムもある。

　涙目の美少女がプリントされた盾たてとかね。

　これで防ぼう御ぎよされると精神的にめっちゃ殴なぐり辛いぞ！

　他にも美少女プリント系のアイテムは結構用意したぞ。

　痛車的なノリでな！　こういうのもありだろ。

「うむ！　結構商品は揃そろったなー！」

　店内を見て俺は頷うなずいた。いい感じじゃないか。

「んだねー♪　こいつのおかげで作業が早い早い！」

　矢野さんが、すっかり手に馴な染じんだ『レイブラの魔筆』をくるくるさせながら言う。

　いやーよく頑張ってくれたな、本人も楽しそうで何よりだった。

「これだけ揃ったら、そろそろお店オープンできそうだねー」

「そうね。流行はやるといいわね」

　矢野さんのデザインも大分パターンが出来たし、店に並べる商品も揃いつつある。

　もうそろそろ、正式オープンも視野に入って来たかな。

　そうなると、やるのは――

「じゃあそうなると――そろそろ宣伝してかないとな」

「宣伝？　どうするの蓮くん？」

「ま、ビラ配りだな。放課後やるから、みんなそのつもりでよろしく！」

「ええ、確かに必要よね。わかったわ」

「おけー。んじゃビラのデザインも『レイブラの魔筆』でやっちゃいますか」

「ああ頼む」

　てな感じで、後は放課後を待つばかりなわけだが――

　ただビラ配りしたんじゃインパクトが足りませんよね！

　ギルドマスターとして、打てる手は全部打っておくのだ！




　――というわけで昼休み。俺は昼食を早めに終え、三年生の教室を訪ねていた。

　３－Ａの、ほむら先せん輩ぱいのクラスだ。

　先輩は廊ろう下かに面した窓まど際ぎわの席だった。

　ぼーっと廊下の外を眺ながめている所に、俺は声をかけた。

「ほむら先輩！　例のブツ、受け取りに来ました！」

「ん？　お、高代君。来たわね、はい用意しといたわよ」

「ありがとうございます！」

「だけどこれミュージアムの展示品でもあるから、用が済んだらすぐ返してよ？　それから――」

　とほむら先輩の台詞せりふを聞きつつ、俺の目は変なものを捉えていた。

　教室の外を歩いて行く生徒達の姿は、まあ問題なくて、その中に――

　明らかに変なのがいるんですが？

　何が変かって、フルフェイスの鉄仮面に下が裸はだかのヤツを変と言わずになんと言う？

「……！」

　俺は見み咎とがめてびっくりしてしまったが、ほむら先輩はノーリアクション。

　あれ、見えてないのかな？

　いやでも窓の外見てたよな先輩。

「これは貸しだからね。今度はあたし達のアイテム収集に付き合ってもらうから」

「あ、はい――」

　と、俺はもう一度さっきの姿を探したが、既に見えなくなっていた。

　んん？　あれ？　見み間ま違ちがいか？

　なんか俺おれ疲つかれてんのかな……？　変な幻まぼろしが見えたか？

「じゃあ借りていきます！　ありがとうございます！」

　まあ、いいや。気にしないでおこう。

　俺はほむら先輩に礼を言って、教室を後にした。




　そして放課後――俺達はギルドハウスに集まっていた。

「よしじゃあビラ配りに行くけどその前に――！」

「ん？　何かあるの？」

「衣装チェンジだ！　目立つ格好で行こう！　ほむら先輩から借りて来たから！」

　最大の宣伝効果を得るには、安直だがやっぱこれだ！

　と、俺はほむら先輩から借りた衣装をアイテムボックスから取り出だして見せた。

『ブリリアントゴシックドレス』が三着ね。

　いわゆるメイド服だ。ちょいと胸は強調したような感じだが、基本清せい楚そな雰ふん囲い気きだ。

　最大の特とく徴ちようは、服自体にキラキラした光のエフェクトが付ふ与よされている事。

　コスプレ用よう途となので装備的には強くないが、エフェクトのおかげでかなり目立つ。

　可愛かわいい子が着れば尚なお更さらですな。

　幸いうちの女じよ性せい陣じんはみんな可愛いのでうってつけだ。

「へーこれに？　わーキラキラして綺き麗れいだね！」

「凄すごく目立つわね――ちょっと恥はずかしいかも……」

「あ、あたしはホラ、まだ用意したいデザインとかあるし、ギルドハウスに籠ってたいかなーなんて……」

「……許可」

「よっしゃ許されたし！」

　まあデザイナーを表に引っ張り出して宣伝活動させなくてもよかろう。

　まだ増やしたいデザインがあるってのを信じよう。

「じゃ、じゃあ私も――」

「ダメ！　二人は販はん売ばい・宣伝担当だしギルドマスター的にはこれは義務だ……！　まあ看板娘ってやつだからな」

「で、でも……！」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　前田さんならきっと似合うから！」

「え……？　そう？　わ、分かったやって見るわね」

　と言っている間に、あきらは既に『ブリリアントゴシックドレス』に着き替がえ済み。

「じゃーん！　早速着てみたよ～♪」

「お、いいね！　やる気満々だな！　似合ってる似合ってる」

「うん！　この間のアレに比べれば大したことないしね」

「ああ『エンジェルチャーム』な。あれは大好評でしたね」

「あの後だとね、これ布多いし可愛いしむしろご褒ほう美びだよねー」

「さっすがあきらは頼たよりになるぜ！」

「もー。蓮くんのせいだからね！　あーあ、わたし蓮くんにどんどん汚けがされていっちゃうよお……しくしく」

「人聞きの悪いことを……」

「事実だもーん。それじゃあまあビラ配り行こっか！」

「わ、私も……」

「お!?　前田さんも似合うぞ！　これなら絶対目立つ！」

　よしじゃあこの二人の看板娘と共に、ビラ配り行ってみよー！




　　◆◇◆




「お願いしまーす！　悪魔の仕業デモンズ・クラフトのギルドショップ近日オープンでーす！」

「お願いしまーす！　開店セールで割引になってまーす！」
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「お、お願いします……！」

　俺達は大通りに出て、早速ビラ配りに精を出していた。

　あきらは割と平気そうにやってるけど、前田さんは自分の格好が気になって仕方ないのか、動きがぎこちない。カクカクしている。

　だがうちの看板娘とキラキラメイドさんの効果はなかなかのもので、道行くプレイヤーもＮＰＣも二人の姿に釘くぎ付づけだった。

　このゲームのＮＰＣは思考や行動も凝こりまくっているから、こういう宣伝にも反応してくれるし、実際買い物にも来てくれたりする。

　学校のバックについているゲーム業界の企き業ぎよう連合が、試ためしたい技術は惜おしみなく投入してくるらしい。

　ＮＰＣの思考や行動は、最先端の人工知能によるものなのだそうだ。

「琴美ちゃーん。動きがカクカクしてるよー。肩かたの力抜ぬいていこ？」

「え、ええ……分かっているんだけど――あきらみたいに、普ふ段だんから人に見られ慣れてないから……この服だとすごく気になって」

「うっ……!?　わ、わたしだって好きであんなカッコなんじゃないんだよ……！　蓮くんのせいなんだから……！」

　あきらのジト目が俺に突つき刺ささる。

「そ、そうよね……ごめんなさい」

「わたし思うんだけど、女の子ばっかり露ろ出しゆつ多い服着て喜ばれるって不公平だと思うの。男の子も平等になればいいのに！　そしたら喜ぶ女の子もきっといるよ？」

「ん!?　俺に言ってます？」

「うん！　目立たなきゃだし、裸に蝶ちようネクタイとかでいいよ？　ねえ琴美ちゃん、不公平だよねえ？」

「それは言えてるかも知れないわね――男女は平等であるべきだわ」

「いやいや俺がそんなんやってもキモいだけで、あんな感じでただの変態に……！」

　と、俺は視界の端はしの方に映った、鉄仮面に下が裸姿の変態に視線を向けて――

　んんん!?　またいた!?　アレは見間違いじゃなかったか！

「あっ！」

　と二度見すると、既にその姿は無かった。

　何なんだ。こえーな。

　どうせ幻とか妖よう精せいさんが見えるなら、あんな変態じゃなくもっとまともなのにしてほしいんですが……何であんなもんが見える？

「ねえ、そのビラを頂ちよう戴だい」

「あ、はーい！　あっ、ほむらさん！」

「あ、先輩こんちわーっす」

「こんにちは……」

「へ～ラッピングアイテムねえ。アイテム厨としては気にならざるを得ないわね……面白おもしろそうだから、明日見に行かせてもらうわよ」

「はい！　お願いしまっす！」

「あ、そうだほむらさん！」

「ん？　なあに？」

「男の人用で、こうセクシー系って言うか肌はだの露出の多い装備ってありますか？　わたし達ばっかりこんな格好してずるいと思うんです！」

「ふむふむ……？」

「それなら私がいいものを持っているぞ！」

「おお、雪ゆき乃の先せん輩ぱい！」

「たまたま通りかかったが話は聞かせてもらった。うちのギルドでよくやる『世紀末覇は王おうごっこ』用の装備を貸してやろう！」

「いやいやなんっすかそれは!?　なんつー怪あやしげな……！」

「トゲ付きの革かわジャンに、モヒカンを装備して馬に踏ふまれる遊びだ！　一番多く踏まれた奴やつが負けでな、まあ鬼おにごっこみたいなものだ。結構装備の露ろ出しゆつ度どは高いと思う」

「……脳筋共のやることは、ワケが分からないわねー」

「ふん、仕方ないだろう。何だか分からんがうちのギルドの伝統なんだ。まあ皆原作は好きだからな、武ぶ闘とう派はの奴ってあれ好きだろう？」

「あーそうっすよね。世の中の格かく闘とう家かとかあれ好きな人多いですよね」

「じゃあ雪乃さん、それ貸してください！　これで公平だよ、蓮くん！」

「……仕方ねーなー」

　断れる雰囲気じゃないしなー。

　それに俺もあれの原作好きだぞ。家にあるし。親のだけどな。

　ってか一人でこれやるのかよ。

　誰だれか一いつ緒しよにやってくれる男のメンバーも欲ほしいかもなー。

　メンバー構成女の子に寄り過ぎだもんな。

　ウチはオスは俺とリューだけだし。

　特に気にせずにいたらこうなっちまったな。

　……まあいいか、では着替えまして――と。

「ヒャッハー！　お店の宣伝だああああぁぁぁ！」

　こういうのは照れたら終わる！　全力でやり抜くしかない！

　アホになるんだ、俺！　何も考えるな！　お前は世紀末の住人なんだ！

　そんな俺を見て、あきらや先輩はくすくす笑っている。

　だが、その中で前田さんだけは何故なぜかメチャクチャツボに入ったらしく、お腹なかを抱かかえてうずくまっていた。肩を震ふるわせ、息が苦しそうである。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶかー？」

「だ、ダメ……！　こっち見ないで――お腹痛い……！」

　まあ、そこまでウケてくれると本ほん望もうだわ。

　その後緊きん張ちようが取れたのか、普通に宣伝できてたし。

　さて、店の準備もできてるし宣伝もやった。

　あとは――




　　◆◇◆




「「「看板商品？」」」

「ああ、商品の準備はオッケー。宣伝もした。最後にガツンとインパクトのあるシンボル的なものが欲しいかなと。本当に売り物にするかは別としてさ」

　ビラ配りの翌朝――

　授業前の教室であきら達たち三人を前に、俺はそう提案していた。

「何かアイデアあるの？　蓮くん」

「ああ、これだ！」

　俺が取り出したのは液体入りの茶色のビンだった。

　これは『マーリンの特上剥はく製せい溶よう液えき』と言うアイテムだ。

「何これ？」

「モンスターの剥製を作る為ためのアイテムだぞ。錬金系の合成で出来るやつな」

「高代くん、特上って付いている意味は？」

「王おう冠かん付きのボス系モンスターも剥製にできる！」

「ほ～？　そんなもんよく手に入ったし」

「商品作りでノーマルの剥製溶液合成してたら、たまたまＨＱハイクオリテイ品が出来てさ。これででかいレア系のモンスターを剥製にして、そこにアイテムペイントサービスで選べる絵え柄がらを全部ペイントして飾る。デカくてよく見えるカタログって感じだな」

　中々インパクトあるだろうし、ペイントサービスのいいアピールになるはずだ。

「なるほどぉ！　いいかも知れないね！」

「そうね。あるとないとでは違いそうだわ」

「じゃあ何かレアモンスター狩がりに行く感じ？　久しぶりにバトルもいーねぇ」

「そうだねーここ何日かお店の事ばっかりだし」

「高代くん。何を狙ねらうのか、あてはあるの？」

「ああ、そこは俺に考えがありまして――」




　――というわけで放課後俺おれ達たちは、飛空艇ていに乗った。

　目的地はミシュール大陸にあるゲイルケール古戦場と言うエリアだった。

　前に行ったアウミシュール大古墳から、東に大分行ったところだ。

　ゲーム内設定的には、ミシュール大陸最大の国ミシュリアの建国戦争における最大の戦場がこのゲイルケール古戦場なのだそうだ。

　いまだあちこちに、錆さびついた武器防具や攻こう城じよう兵器などの残ざん骸がいが転がっている。

　ただそれを除けば、穏おだやかな緑に包まれたのどかな平原だった。

　そんな中で――

「お、いたいたあれだ」

　と、俺はあたりに徘はい徊かいしているモンスターを指差す。




　ブラッディウーズ　レベル35




　赤い色をした不定形のモンスターだった。いわゆるスライム的なものだ。

　これはただの通常モブで『マーリンの特上剥製溶液』を使う王冠付きのレアモンスターではないのだが、そこはちょっとしたギミックがあるのだ。

「あきら、ＡＰアーツポイントは？」

「もう満タンだよー。移動中に溜たまったから」

　ナイス。さすが『闘神の息い吹ぶき』。俺もいつか欲しい。

「じゃあ矢野さん頼むぜ。リュー、矢野さんについて行ってくれよ」

「オッケ。ほらリューこっちおいで」

「きゅー！」

　矢野さんがリューを抱だっこする。

「『ディアジルサークル』！」

　矢野さんが抱いているリューを中心にサークルが展開。

「よしっ！　じゃあ行ってきまー！」

　駆かけ出した矢野さんが、あたりにいるブラッディウーズを次々『ディアジルサークル』の範はん囲いに引ひっ掛けて行く。

　俺達も後を追いつつ、適てき宜ぎサークルを上書き。

　そんな感じで敵を集めながらゲイルケール古戦場を走り回って――

　うむ、立派なブラッディウーズのモンスタートレインが完成しました！

　うねうねうじょうじょ言いながら、矢野さんを追いかけるスライム共が数十体。

「ねーまだー!?　結構効果音がキモいんですけどぉ!?」

「ああそろそろいいかな――！　前田さん、アレ行くぞ！」

「ええ！」

　俺と前田さんは手を繋つないで声を揃える。

「「『マジックエンゲージ』！」」

　行くぜ雑魚ざこ狩がり最強魔ま法ほう！

　俺は『ディアジルサークル』、前田さんは『ディアボリク・ハウル』をそれぞれ詠えい唱しよう。

　リュー中心に合体魔法の魔ま法ほう陣じんが広がる。

　矢野さんが少し速度を落とすと、サークルに踏み込んだブラッディウーズに、魔法陣から生まれた『ディアボリク・ハウル』のドラゴンヘッドが次々噛かみついていく。

　受けたブラッディウーズのＨＰがそれぞれ75％ずつ削けずれていく。

　通常モブのＨＰを一気に大量に削る合体魔法なのだ。

　そして――




　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！

　ブラッディウーズが仲間と合体していく！




　視界内のログウィンドウに、滝たきのように合体ログが！

　そう、こいつはＨＰが減ると同じブラッディウーズと合体して回復を試みるという特性があるのだ。

　実際俺達の目の前で、合体魔法でＨＰを減らした奴やつ等ら同士がウニウニ積み重なって巨きよ大だい化かしていく――その大きさは、あっという間に見上げるほどに。

「おお……！」

「うわー大きいねぇ！」

「凄いわね……！」

「目の前でやられると若じやつ干かんキモい～！」

　そしてブラッディウーズを一気に大量合体させると現れるヤツこそ、今回のターゲットなのである！　さぁ来たぞ！　その名もヒュージブラッディだ！

　不定形の大型モンスターって、剥製化すると形をいろいろ選べるらしいんだよな。

　色んな形にできると飽あきが来なくていいかなと思ってこいつを狙うわけだ。

　だが、俺は異変に気が付いた。




　ドラゴニック・ヒュージブラッディ　レベル60　王冠アイコン（レアモンスター）







[image: ]










「あれ……？　なんか違うぞ!?」

「たしかヒュージブラッディになるんだよね？」

「レベルは45くらいだって……」

「頭にドラゴニックついてるしレベルも高いですし！　どーなってんの!?」

　と、向こうは巨きよ大だいな赤い塊かたまりからウネウネと形を変化させた。

　巨大な竜の顔が、大スライムから浮うき上がって来た。




　キシャアアアァァァ！




　本物の竜のような咆ほう哮こう。大きく開いた口から炎ほのおのブレス！

「「「「うわあああああっ!?」」」」




　ドラゴニック・ヒュージブラッディはファイアブレスを吐はいた！

　蓮は３８５のダメージ！

　あきらは２９８のダメージ！

　琴美は２６０のダメージ！

　優奈は２７７のダメージ！




　俺だけダメージがでかいのは『狂きよう信しん者しやの杖つえ』装備だったからだな……

　そして更さらに――




　グルルルルルゥゥゥ！




　ドラゴニック・ヒュージブラッディはブレイズオーラを発動！

　炎ダメージ。蓮は10のダメージを受けた。

　炎ダメージ。あきらは10のダメージを受けた。

　炎ダメージ。琴美は10のダメージを受けた。

　炎ダメージ。優奈は10のダメージを受けた。




「うわすっごい熱いよー！」

　ドラゴニック・ヒュージブラッディは全身が炎エフェクトに包まれていた。

　肌がチリチリするような熱を感じる……！

「ああ、近寄ると炎ダメージ貰うみたいだな……！」

「炎のダメージフィールドを展開するという事ね……」

「どーすんのこれ!?」

「距きよ離りを取るしかねーな……！　リュー！　あいつの側に張り付いててくれ！」

「きゅー！」

「『ディアジルサークル』！　よし離はなれるぞ！」

　サークルを纏まとうリューに張り付かれて、敵は鈍どん足そく化。

　デカすぎてサークルの範囲からはみ出していたが、鈍足効果はちゃんと発動していた。

　俺達は走って距離を取る。

　あきらは合間に『ヒールステッププラス』を使って俺達を回復してくれる。

　ある程度の距離を取ると『ブレイズオーラ』による炎ダメージは発生しなくなった。

　これは離れて戦った方がいいな……！

　近寄るだけで炎ダメージを貰うし、ファイアブレスも届く。危険だ。

「皆みんなアウトレンジから攻こう撃げきして行くぞ！」

「うん！　えぇいっ！」

　あきらがスカイフォールの衝しよう撃げき波はを放つ。

　よし、ちゃんと届いてるしダメージも通るな。

「だけど、何故これが産まれたのかしら――」

「たまにこうなるのかもねえ……！　運がいいんだか悪いんだかわかんないですし！」

「ブラッディウーズのＨＰを何で削るかも関係あるのかもな……！　竜言語魔法で削ったらこうなるんじゃねーか!?　何にせよなかなか珍めずらしいかも知れんこれ！」

　少なくとも俺知らなかったからな！

「珍しいボスイコール看板役にうってつけ！　いい事じゃねーか喜ぼうぜ！」

「「「勝てればね！」」」

　全員に突っ込まれた！

「大丈夫だ絶対勝つぞ！　退路を断たつぞ！」

　俺は『マーリンの特上剥製溶液』をドラゴニック・ヒュージブラッディに使った。

　具体的にはブン投げてぶっかけた。

　効果発動！　これでこのまま倒たおせばＯＫだ！

　しかし俺のロマン砲ほうは封ふう印いんしなければならない。

『デッドエンド』を撃うちに行くと、デッドエンド⇒ＨＰ１⇒炎ダメージで死亡になる。

　なら――

「奥おう義ぎ『ソウルスピア』！」




　バシュウウウウゥ！




　紫むらさきのレーザー光がドラゴニック・ヒュージブラッディを貫つらぬく。




　蓮のソウルスピアが発動。ドラゴニック・ヒュージブラッディに２５１のダメージ！

　ドラゴニック・ヒュージブラッディは毒になった。




　よし、毒スリップ入った！

『ソウルスピア』のスリップは３秒あたり80。

　１分も効果が続けば、ダメージは１６００にもなる。

　マラソン戦術と相あい性しよう最高の削り手段だ。

「よし、このまま距きよ離り維い持じで――！」

　しかし向こうも無む抵てい抗こうでやられてくれるほど甘あまくない。

　ウネウネと姿を変えると、鎧よろいを纏った騎き士しの上半身の形になった。

　それが巨大な弓を携たずさえていた。

「姿が変わったね！」

「だな――！」

　巨大なスライムの体の一部で出来た矢が、ビュンと音を立てて放たれる。

　それはこちらに飛んでくると、空中で無数の小さな矢に分ぶん裂れつして雨あられと降り注ぐ。

　うぐぐぐぐ……！　一発一発は数十ダメージ程度だが、数が多い。

　距離を取ってれば安全ってわけでもないなこれは――！

「回復するね！　『ヒールステッププラス』！」

「私も！　『エクス・ヒール』！」

　あきらと前田さんが回復してくれる。

「二人ともサンキュー！」

「うん。でもこのペースでダメージ貰もらってたら、もたないかも……！」

「みんな散開する？　それなら一度に貰うダメージは減るわ！」

「どうしたもんかね……！」

　散開したら俺達同士の連れん携けいは難しくなる。それはそれで困る。

　かといって接近戦での敵の攻撃も激しかった。リスクは大きい。

　敵は近きん距きよ離りも遠えん距きよ離りも両方いけるタイプなのだ。

　どちらかに弱点があるわけではない。なので戦術の選せん択たくは悩なやましい。

　近距離か遠距離か――

　いや、もう一つあるか――！　シンプルだが強力な手が。

「前田さん！　『スナイパーリング』を矢野さんに！」

　これは弓や銃じゆうや魔法やスキルなどの射程距離が延びるというもの。

　これもアウミシュール大古墳の宝物庫産で、前田さんの持ち物だった。

「分かったわ！　優奈！」

「オッケ！　じゃーあれだよね高代？」

「ああ、超ちよう遠えん距きよ離り射しや撃げき！」

　シンプルに、敵の弓も届かないさらに遠くから攻撃するという事だ。

「『ソニックアームズ』！」

　前田さんの魔法が矢野さんに発動。

　強化系で、その効果は武器の射程を延長するというもの。

　アクセサリに魔法の効果で、二重の射程延長である。

　更に――

「『ロングショット』！」

　矢野さんのスキルも発動！　これも効果は弓や銃の射程延長だ。

　再使用時間リキヤストは５分で効果時間は２分というものだ。

　さぁこれで三重の射程延長だぞ。

　俺達は更に距離を取り、敵が弓を撃って来ない射程外にまで出た。

　その位置で、矢野さんの銃じゆう撃げきが火を噴ふく。

　彼かの女じよの攻撃だけは楽々届くのだった。

「よし届きますし！」

「よっしゃバンバン撃ってくれ！　あきらは『剣つるぎの舞まい』で『ロングショット』の再使用時間リキヤスト回復頼たのむ！」

「うん任せて！」

　敵より長射程の矢野さんをメイン火力に、俺達はマラソンを継けい続ぞく。

　途と中ちゆう『ディアジルサークル』や『ソウルスピア』の張り直し＆入れ直しを行いつつ、敵のＨＰを削っていった。

　そして、敵のＨＰが二割を切ったあたりで――敵が更に姿を変えた。

　今度は巨大な鳥の姿である。

　それは一気に飛び立つと、急降下して体当たりしてくる。

　メイン火力を務めていた矢野さんがもっともヘイトが高く、ターゲットにされた。

「きゃあああああっ!?」

「優奈ちゃん！」

「優奈！」

　二人の回復が即そく座ざに飛び、かなり減った矢野さんのＨＰが全快する。

「ちっ……最後にめんどくさそうな姿に……！」

　地面にいてくれないと、サークルの効果も発動しないし厄やつ介かいだ。

　矢野さんへの激しい集中攻撃を、止める術がない。

「矢野さん……！　大丈夫か!?」

「うんまだだいじょぶ！」

　と、声をかけながら俺おれは気が付く。

『ブレイズオーラ』の炎ダメージが止まっている！

　形態変化すると止まるのか、それとも時間経過かは不明だが――

　今なら『デッドエンド』撃っても大丈夫そうだぞ！

　再び矢野さんに向け、巨大な鳥の姿に変化したスライムが急降下してくる。

　稼かせいでいるヘイトは、まだまだ矢野さんがトップだからだ。大だい活かつ躍やくだった。

　俺は矢野さんの側に立ち、降りて来たドラゴニック・ヒュージブラッディを狙う。

「よっしゃトドメ！　奥義――『デッドエンド』おおぉぉっ！」

　それが本当にトドメの一いち撃げきとなり、俺達は無事目的の剥製をゲットした。

　剥製化すると経験値もドロップアイテムも貰えなくなるのが残念だったが――

　これで、いい感じの看板もできたな！




　　◆◇◆




　翌日――

　さて今日はギルドショップ正式オープンの日だった！

　俺は五時半には起きて準備して、六時ジャストにログインした。

　授業開始までに朝営業もするからなー。

　従業員ＮＰＣとか雇やとえば授業中も営業できるが、今はまだそんな金はなかった。

　ショップ経営が軌き道どうに乗ったら雇いたいところだ。

「っし最速ログイン！」

　俺がギルドハウスのリビングに降り立つと、隅すみの天てん井じよう近くに張られたハンモックからリューが出てくる。

「きゅーきゅーきゅきゅー！」

「おう、おはよういい子にしてたか？」

「きゅきゅー！」

　と、戯たわむれていると次に現れたのは矢野さんだった。

「おはよー……」

「？　おっす。どうしたんだよテンション低いな」

「うーん……ちょいキンチョーしてんの」

「ほう……？」

「だってこれでショップがすっ転んだら、戦犯あたしじゃね？　商品ほぼあたしカスタムですし……」

　なるほど責任とプレッシャーを感じていると。

　見た目ギャルだけど、案外まともというか。

　いやこういう言い方は、他のギャルの皆さんに失礼になるな。

　でもこう、イメージより周りに気き遣づかいするんだよなー。矢野さんって。

　あきらのほうがよっぽどゴーイングマイウェイなんだよな。

　いや、俺も全く人の事は言えませんが。

「大丈夫だって！　ほら、あの盾たては俺のせいだし鎧はあきらのせいだろ」

　涙なみだ目めの美少女がプリントされたいぢめないでシールドと、バッキバキの筋肉をプリントしたマッチョアーマーね。

　俺はそこまで絵心無いから、美少女は矢野さんに描かいてもらった。

　あきらは嬉き々きとして自分で描いてたなー。

　あのガチムチ好きは何とかなりませんかね。

「そうだけどぉ……」

「まー俺的にはいい感じになったと思ってるけどな。どっちにせよ今いま更さらどうにもならねーし、気にするだけ損だぜ？」

「んー……ま、そだねえ。まあいいか、気にすんのやめたしー」

「それがいいと思うぞ。ダメだったとしても、これはダメだったって検証データは残るわけだし、それはそれで無む駄だにはならんからな」

「ははは……いつも同じ事言うね～高代は」

「ブレないって大事だと思うんだ」

「時と場合によると思うし……」

　と、あきらと前田さんが少し遅おくれてやってきた。

「おはよー！　いよいよオープンだねー」

「ええ。どうなるか楽しみね」

　よし、みんな揃そろったな。

「みんな来たな。じゃあショップ開けようぜ！」

　と、いうわけで俺達のギルドショップがオープンした！

　そして、それからそんなに待たずに、ちらほらとお客さんがやって来た。

　やっぱ宣伝しといた甲か斐いがあったかな。

　店の外に飾かざってあるドラゴニック・ヒュージブラッディの剥製も目立つし。

　予定通り、ペイントサービスで使える絵柄を全部プリントし、宣伝も兼かねている。

　今日は屋根の上に乗せて、ドラゴンヘッドの形になって貰っている。




　店にはうちのクラスメートとかも、何人か顔を出だしに来てくれた。

　それから新アイテムに目がないほむら先せん輩ぱいも。

　商品は結構売れてくれて、矢野さんが嬉うれしそうにしていた。

　トータルでは雑貨系のモノの売れ行きが良かったかな。

　授業前の朝営業でこれなら、結構いい感じなのではなかろうか。

　ちなみに俺デザインの盾とあきらデザインの鎧は売れなかった。

　まあまだこれからだこれから！




　放課後になると再びショップをオープン。

　俺と矢野さんはショップの奥おくの工こう房ぼうで売れた商品の補ほ充じゆうを作った。

　その間あきらと前田さんが店番を。

　補充が済んだら交代で店番しながら営業を続けた。

　暫しばらくはショップにかかりきりでもいいけど、そのうち冒ぼう険けんに出る時間もきっちり作れるようにしないとな。

　ＮＰＣ雇うのどのくらいかかるんだろうなー。

　で、俺とあきらが店番している時のこと――

「闘とう技ぎ場じようでバトルトーナメントもいいけど、こういうのもいいよねー」

「ああ、そうだなー」

「ショップもリアリティあるから、本物気分だよね～。こういうの新しん鮮せんだなあ」

「まあ、もう少しでギルド対たい抗こうミッションで忙いそがしくなるだろうし、それまではのんびりショップ経営でも楽しむとしますか。金策手段の確保も重要だからな」

　特に俺みたいな銭ぜに投げ上等のプレイスタイルだとそうだよな。

　暗器を用意する合成スキルも必ひつ須すだし、金策も人の何倍もいるしで――

　ロマン砲には手間も金もかかるってことですな。

　可能なら『デッドエンドＶ』のための『ハヤブサの極光石』もストックしたいし、金はいくらあっても足りんぞ、マジで。

　雪乃先輩がこの先厳しいって言ってたが、合成に興味なかったり金策嫌ぎらいだったりしたら厳しいな、確かに。

　こう、総合的にゲームを多方面からやり込める奴じゃないと……って感じだ。

　ああ――俺にうってつけじゃないですか！

「ギルド対抗ミッションかあ、どんな事やるんだろうね？」

「どうだろうなー。雪乃先せん輩ぱい曰いわく、毎年やることが違ちがうから分からんらしい」

　と、ショップのドアが開きお客さんの姿が。

「ちーっす」

　おう片かた岡おかか。それに赤あか羽ばねさんも一緒だった。

　Himechanが従者連れてやって来ましたよっと。

　しかしこのHimechanは、実はあきらと仲良くしたいらしいんだが――

　でもあれだからなー……不器用と言うかセレブ育ちだから……

　今日はうまく絡からめるのか。頑がん張ばれ俺も応おう援えんしている！

「うげっ！」

　またあきらが苦虫を噛み潰つぶしたような顔をしていた。

　やっぱり好感度はマイナスのようである。

　赤羽さんは一いつ瞬しゆん怯ひるんだような顔を見せたが、気を取り直して話しかけに行く。

「……わたくしは、あなたと口論しに来たわけではありませんの。話題になっているショップを見に来ただけでしてよ？」

「あ、あははは……つい条件反射で、悪気は無かったんです」

「……本当かしら。まあいいですわ。お店を見せてもらいますわ」

「あ、はいどうぞ――」

「ごゆっくり！」

　いいぞ割と穏おん便びんに受け流した。頑張れ赤羽さん。

　俺は激げき励れいの意味を込めて、愛あい想そよく彼女に声をかけた。

　で――赤羽さんはショップ内をうろうろし始める。

「意外と悪くないセンスですのね――」

　なんて感想が。

　矢野さんも聞いたら喜ぶんじゃないかな。

　で、ふと彼女が足を止めて見つめたのは――

　ペイントのみのサービスもやってますという張り紙である。

「つかぬことをお伺うかがい致いたしますが――これは、何でも好きなものにペイントをして下さるという事ですのね？」

「あ、はい。アイテムを持ち込んでもらえれば、後はデザインを選んでもらって――」

　と、あきらが応じた。

「これは大だい丈じよう夫ぶですの？」

　と、自分の手の爪つめを見せてくる。

　あ、なーるほど、ネイルか。

　それもありだよな、そういえば。出来るはずだ。

「ええ、大丈夫だと思います」

「では、お願いしてみますわ」

　というわけで赤羽さんに店のカウンターに座すわってもらい、ネイルアート開始。

　俺もあきらも『レイブラの魔ま筆ひつ』の操作は覚えているが、ここはあきらに任せる。

　メニューから色選択を呼び出し、色を選んでもらうようだ。

「ではこの色味の赤をベースに、ワンポイントで何かアートを――内容はお任せします」

「お任せ？　はい、わかりました！」

　あきらの目がきらっと輝かがやいた。

　あ、これはダメな予感がするぞ――

　あきらは赤羽さんの人差し指の爪に鮮あざやかな色合いの赤をペイントする。

　綺き麗れいに塗ぬると、メニューからデザインを選択して爪のサイズに貼はり付つけを――

　で、あきらが選択したデザインは……

　うわあマッチョデーモンだ！

　ギルドエンブレムデザイン選手権で負けたやつ！

　いつの間にアレのデザインを組み込んだんだ……!?

「できましたっ♪」

「ちょっ……!?　なんですのこの奇き怪かいなデザインは！　あなた、これはわたくしへの嫌いやがらせですの……!?」

「えええええっ!?　だってお任せだって……」

「あ、いや赤羽さん。あきらはマジだぜ。本当にこれがいいと思ってやったんだ、今の」

「……本当ですの？」

「に決まってるじゃないですか」

　あきらが唇くちびるを尖とがらせる。

「……わ、分かりましたわ。頼み方が悪かったようですわね、先さき程ほどのアートは取り消して別のものを――どんなものがあるか見せて下さる？」

　と今度こそ、赤羽さんの人差し指にまともなネイルアートが施ほどこされたのだった。

　まあ……少しずつ雪解けムードになって行けばいいですな。

　頑張れスカーレット！







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　こうして二巻をお届け出来たわけですが、今回の作品は小説家になろうさんで連載したものを書籍化して頂いています。

　どうも短いスパンで連載していると、脳内の予定と実際の内容がずれてくることがあるようです。

　今回なんかはその典てん型けいで、本当ならギルド対抗ミッションをやるはずでした。

　春の新人戦はその前フリの顔見せだったはずが。。

　気づけばほぼこれで一冊終わっているという。。

　内容的には一回一回の更新の出たとこ勝負ですね。毎回、アドリブでした。

　その連続が気づいたら本にって感じです。

　どっちも体験したから分かりましたが、ＷＥＢ連載を経る経ないでは内容が別物ですね。

　ＷＥＢ連載をやると毎回の更新に何かしらの見せ場を、と思ってしまいます。

　見せ場を次々出すイコール作品全体のテンポが良くなる、なんだと思います。

　半面長々とキャラや世界観の掘り下げができません。

　書いていて、今回は見せ場がない、不安！　ってなるので。

　なので描写は薄くなりがちかなと。

　どちらも一長一短だと思います。が、本作のような特に大きな目的や流れがない作品には、ＷＥＢ連載方式が向いてる気がしますね。

　単に楽しいだけの話を書く！　が僕的な本作のコンセプトです。

　深く計算するよりその場の雰囲気重視です。ノリと勢いが大事。

　これからも出たとこ勝負の毎回アドリブで、続けられるだけ続けていきたいですね。

　前作の戦記物を書いていた時には、戦略とか戦術とか登場人物の思考とか、矛盾しないように説得力をもつようにと滅め茶ちや苦く茶ちや考えて考えて書いていたものです。

　真逆のやり方でも成り立つとは、小説って奥が深いというか、懐が広いです。

　どちらのやり方も並行できるように、ＷＥＢ連載しつつ書き下ろしの別作品をリリースとかやってみたいんですが、僕の執筆速度に問題が。。

　ＷＥＢ連載でも書きたい別作品のアイデアとかあるんですよ。

　ロボもの、時間移動もの、戦記ものとか。でも手が全然回らないという。。

　もっと速そく筆ひつになりたいです。もしくはもっと執筆に充あてる時間を増やせれば。。

　働き方改革とやらで週休三日制とかにならないですかねー？

　給料上がらないのはもういいから、休みを増やしてくれと。

　空いた時間で勝手に稼いでくるから頼む！　って感じです。

　さて、この続きですが先に触れた通りギルド対抗ミッションとかをやって行こうかと。

　予定は未定なので、どう横道に逸れるかは分かりませんが。。

　小説家になろうさんで先行して連載していますので、気になる方はそちらもどうぞ。

　最後に今作でもお世話になった方々に謝辞を。

　担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆様、多大なるご尽力をありがとうございます。

　今回もイラストが素晴らしくて、次巻はどんなになるかなと楽しみです。

　それでは、また。
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